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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 目次

エン ド レスハウザー ジャパン 3

目次

1 安全注意事項.........................................................5
1.1 用途 ............................................................  5
1.2 取付、 設定および操作 ..................................  5
1.3 操作上の安全性 ............................................  5
1.4 返却 ............................................................  6
1.5 安全性に関する注意事項と記号 .....................  6

2 製品について.........................................................7
2.1 機器の名称 ..................................................  7

2.1.1 変換器の銘板 ....................................  7
2.1.2 センサの銘板 ....................................  8

2.2 認証、 認定 ..................................................  9
2.3 登録商標 .....................................................  9

3 設置.......................................................................... 10
3.1 納品内容確認、 搬送と保管 .......................... 10

3.1.1 納品内容確認 ................................... 10
3.1.2 運搬 ................................................ 10
3.1.3 保管 ................................................ 10

3.2 設置条件 .................................................... 10
3.2.1 寸法 ................................................ 10
3.2.2 取付位置 ......................................... 10
3.2.3 取付方向 ......................................... 11
3.2.4 上流側 / 下流側直管長 ...................... 11
3.2.5 センサの配置 ................................... 12

3.3 設置前の準備 .............................................. 13
3.4 必要設置距離の決定 .................................... 13

3.4.1 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P の設置距離 ..... 13
3.5 設置距離の決定 ........................................... 13

3.5.1 現場設定によ る設置距離の決定 ......... 13
3.5.2 アプ リ ケータによ る設置距離の決定 .. 15

3.6 組立準備 .................................................... 15
3.6.1 センサホルダの取付 ......................... 16
3.6.2 締付けバン ド の事前取付 （金属製、

50 ～ 200 A） .................................... 18
3.6.3 締付けバン ド の事前取付 （金属製、

200 ～ 4000 A） ................................. 19
3.6.4 締付けバン ド の取付

（フ レキシブル） ............................... 20
3.7 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） の取付 .. 21

3.7.1 センサの取付 ................................... 21
3.8 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 50 ～ 4000 A

（ク ラ ンプオン） の取付 ............................... 22
3.8.1  1 ト ラバースで計測する場合の取付 .. 22
3.8.2  2 ト ラバースで計測する場合の取付 .. 24

3.9 音速測定センサ DDU18 の取付  .................... 26
3.10 管厚センサ DDU19 の取付  .......................... 27

3.10.1 バージ ョ ン 1 ................................... 27
3.10.2 バージ ョ ン 2 ................................... 27

3.11 設置状況の確認 ........................................... 28

4 配線..........................................................................29
4.1 充電式ニ ッ ケル水素電池の充電 ...................  29
4.2 接続ケーブルの接続 ....................................  29
4.3 接続ケーブルのケーブル仕様 .......................  29
4.4 電位平衡 ....................................................  30
4.5 保護等級 ....................................................  30
4.6 配線状況の確認 ..........................................  30

5 操作..........................................................................31
5.1 操作の簡単な説明 .......................................  31
5.2 表示部および操作部 ....................................  31
5.3 機能マ ト リ ク スの簡易操作説明 ...................  34

5.3.1 一般的注意 ......................................  35
5.3.2 プロ グ ラ ミ ングモード の有効化 ........  35
5.3.3 プロ グ ラ ミ ングモード の無効化 ........  35

5.4 エ ラー メ ッ セージ .......................................  36
5.4.1 エ ラーの種類 ..................................  36
5.4.2 エ ラー メ ッ セージの種類 ..................  36
5.4.3 エ ラー メ ッ セージの確認 ..................  37

5.5 通信 ...........................................................  37
5.5.1 FieldCare .........................................  37

6 設定..........................................................................38
6.1 機能確認 ....................................................  38
6.2 機器への電源供給 .......................................  38

6.2.1 機器の リ セ ッ ト  ...............................  38
6.3 現場表示器によ る設定 ................................  39

6.3.1 " センサの設置 " ク イ ッ ク
セ ッ ト ア ッ プ ..................................  39

6.3.2 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ  ..  41
6.3.3 " 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ  ........  42

6.4 アプ リ ケーシ ョ ン固有の設定 .......................  45
6.4.1 ゼロポ イ ン ト 調整 ............................  45

7 メ ンテナンス ......................................................47

8 アクセサリ ...........................................................48

9 ト ラブルシューテ ィ ング..............................50
9.1 ト ラブルシ ューテ ィ ングについて ................  50
9.2 システムエラー メ ッ セージ ..........................  50
9.3 プロセスエラー メ ッ セージ ..........................  52
9.4 メ ッ セージの無いプロセスエラー ................  53
9.5 エ ラーに対する出力状態 .............................  54
9.6 スペアパーツ ..............................................  54
9.7 返却 ...........................................................  54
9.8 廃棄 ...........................................................  54
9.9 ソ フ ト ウ ェ アの履歴 ....................................  54



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 目次

4 エン ド レスハウザー ジ ャパン

10 技術仕様................................................................ 55
10.1 技術仕様解説 .............................................. 55

10.1.1 アプ リ ケーシ ョ ン ............................ 55
10.1.2 計測原理と システム構成 .................. 55
10.1.3 入力 ................................................ 55
10.1.4 出力 ................................................ 56
10.1.5 電源 ................................................ 56
10.1.6 性能特性 ......................................... 57
10.1.7 運転条件 （設置条件） ....................... 58
10.1.8 動作条件 （環境） .............................. 59
10.1.9 動作条件 （プロセス） ....................... 60
10.1.10 構造 ................................................ 60
10.1.11 表示部、 ユーザーイ ン ターフ ェ イ ス  . 61
10.1.12 認証、 認定  ..................................... 62
10.1.13 ご発注に際し て ................................ 62
10.1.14 資料番号 ......................................... 62

11 機能説明書........................................................... 63
11.1 機能マ ト リ ッ ク ス ....................................... 63

11.1.1 機能マ ト リ ッ ク スの構成 .................. 63
11.1.2 セルのコード番号 ............................ 64

11.2 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T ポータブルの
機能マ ト リ ッ ク ス ....................................... 65

11.3 ブロ ッ ク ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数）   ........ 66
11.3.1 グループ ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値） .. 66
11.3.2 グループ ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択）  . 67
11.3.3 グループ ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ （特殊な単位）  .. 69

11.4 ブロ ッ ク ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ  ............................... 69
11.5 ブロ ッ ク ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ    ....................... 70

11.5.1 グループ ｺﾝﾄﾛｰﾙ  ............................ 70
11.5.2 グループ 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ

（1 行目の表示）    ............................. 73
11.5.3 グループ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ

（2 行目の表示）  ............................... 75
11.5.4 グループ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ

（3 行目の表示）    ............................. 79
11.6 ブロ ッ ク ｾｷｻﾝｹｲ （積算計）  ........................ 83

11.6.1 グループ ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3）  ... 83
11.6.2 グループ ｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｾｯﾃｲ （積算計の

設定）  ............................................. 84
11.7 ブロ ッ ク ｼｭﾂﾘｮｸ （出力）  ............................ 85

11.7.1 グループ ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ  .......................... 85
11.8 ブロ ッ ク ﾆｭｳﾘｮｸ （入力）  ............................. 86

11.8.1 グループ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力）   86
11.9 ブロ ッ ク ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能）  .................... 88

11.9.1 グループ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ  .................... 88
11.9.2 グループ ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ  .................... 96
11.9.3 グループ ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ    ....................... 97

11.10 ブロ ッ ク ｶﾝｼ （監視）  ...............................  100
11.10.1 グループ ｼｽﾃﾑ  .............................  100
11.10.2 グループ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ

（バージ ョ ン情報）  .........................  102

12 工場出荷時の設定.......................................... 104
12.1 SI 単位 （米国 と カナダは除 く ） ...................  104

12.1.1 長さおよび温度の単位 ...................  104
12.1.2 言語 ..............................................  104

12.2 US 単位 （米国 と カナダのみ） .....................  104
12.2.1 長さおよび温度の単位 ...................  104
12.2.2 言語  .............................................  104

索引 ................................................................................. 105



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 安全注意事項

エン ド レスハウザー ジャパン 5

1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書に記載されている機器は、 閉管中の次の液体の流量を計測する こ と を目的 と し て
います。

例 ：
• 酸、 アルカ リ 、 塗料、 オイル
• 液化ガス
• 低導電率の超純水、 水、 廃水

体積流量だけでな く 、 流体中の音速の計測も行われます。 音速は、 異なる流体同士の識別に使
用し た り 、 流体の品質の監視に使用する こ と ができ ます。

本機器は、 充電器に接続せずに充電式電池で運転する こ と が指定されています。

不正に使用あ るいは指定外の用途に使用する と、 本機器の運転上の安全は保証されない可能性が
あ り ます。 それによ って生じ る損害に対し、 製造者はいかなる責任も負わないもの と し ます。

1.2 取付、 設定および操作

次のこ と に注意し て く ださい。

• 本機器の設置、 電気配線、 ス ター ト ア ッ プ、 メ ンテナン スは、 訓練を受けた、 施設責任者が
認める作業員のみが行って く ださい。
作業員は、 事前に取扱説明書を熟読し理解し ている必要があ り ます。

• 本機器の操作にあたっては、 必ず訓練を受けた、 施設責任者が認める担当者だけが行って く
ださい。 本説明書の指示は必ず守って く ださい。

• 計測する液体が腐食性の場合、 接液部材質の適性情報を弊社から ご提供する こ と は可能です
が、 耐腐食性は、 プロセス中の温度や濃度、 汚染度が少しでも変わる と、 変化する可能性が
あ り ます。 し たがって、 弊社は、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンでの接液部の耐腐食性については
いかなる保証も責任も負いません。
プロセスに適し た接液部分の材質の選択は、 使用者の責任において行って く ださ い。

• 本機器の充電式電池の充電には、 納品された充電器以外ご使用にな ら ないで く ださ い。 別の
充電器を使用する と、 電池が過熱する恐れがあ り ます （火災の危険！）。

• 本機器の通電や修理にあたっては、 国及び地域の定めるすべての法規に従って く ださ い。

1.3 操作上の安全性

次のこ と に注意し て く ださい。
• 保護等級 IP 40 の変換器は、 湿気がな く 清潔で、 非防爆の環境で使用する こ と を目的 と し た も

のです。 機械的な応力は避けて く ださい。
• 本機器は充電式電池で運転中、 EN 61010-1 および IEC/EN 61326 の EMC 指令によ る一般安全

要件に準拠し ています。
• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 本取扱説明書に

関する最新の情報および更新情報は、 お近 く の弊社営業所も し く は販売代理店が提供いた し
ます。
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1.4 返却

修理あ る いは校正等を必要 と する流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く だ さ
い。
• " 安全 / 洗浄確認書 " を、必要事項をすべて記入し て必ず同封し て く ださい。この確認書が同封

されていない と、 弊社は、 返却される機器を運搬、 検査および修理する こ と ができ ません。

!注意 ! 

" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の最初に添付されています。

• 特別な取扱指示が必要であれば、 EC REACH 規則 No. 1907/2006 に準拠し た安全データ シー ト
などを同封し て く ださい。

• 残留物はすべて除去し て く ださい。 残留物が含まれる可能性のあ るシールや隙間には十分注
意し て く ださい。 その残留物が健康に被害を与え る もの、 例えば、 可燃性や毒性、 あ るいは
発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には特に重要です。

# 危険 ! 
• 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 例えば、 その物質がみぞに浸透

し ている、 あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る よ う な場合は、 機器
を返却し ないで く ださい。

• 不十分な洗浄に起因する廃棄物の処分や外傷 （やけどなど） にかかった費用は、 機器の所持
者が負担する こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と記号

本機器は、 不正に使用し た り 、 異なる用途に使用する と、 危険因子になる可能性があ り ます。
従って、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示に留意し て く ださい。

本機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に設計され、 テス ト されて安全に操作でき る状態で
工場から出荷されます。 本機器は、 EN 61010-1 の " 計測、 制御、 実験処理用の電気機器のため
の安全要件 " に準拠し ています。

# 危険 ! 
" 危険 " は、 正確に処理、 手順を実行し ない と、 障害あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性
があ る、 行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 
" 警告 " は、 正確に処理、 手順を実行し ない と、 間違った操作あ るいは機器の破壊を起こす可能
性のあ る行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

! 注意 ! 
" 注意 " は正確に実行し ない と操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期し ない
反応を引き起こす可能性があ り ます。
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2 製品について

2.1 機器の名称

" プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T" 流量計の構成は以下の通 り です。
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T 変換器
• センサ ：

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （15 ～ 65 A）
- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （50 ～ 4000 A）

変換器と センサは別々に取 り 付け、 接続ケーブルで接続し ます。

2.1.1 変換器の銘板

A0011554

図 1： " プロソ ニッ ク フ ロー 93T" 変換器の仕様銘板（例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字 と数字の意味については仕様を参照。

2 電源 / 消費電力

3 許容周囲温度範囲

4 保護等級

1

Prosonic Flow 93T Portable

Order Code:

Ser.No.:

93TA1-XXXXXXXXXX

0°C(+32°F) <Tamb< +60°C(+140°F)

12V DC

1234567890

IP40

Ident No.: XXXXXXXXXXXXXXX

1.5 A

i

2

3

4
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2.1.2 センサの銘板

A0011555

図 2： " プロソ ニッ ク フ ロー P" センサの仕様銘板（例）

A センサ 呼び口径 50 ～ 300 A および 100 ～ 4000 A

B センサ 呼び口径 15 ～ 65 A

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字 と数字の意味については仕様を参照。

2 センサタ イプ

3 呼び口径範囲

4 最高液体温度

5 保護等級

6 許容周囲温度範囲

7 流れ方向

Prosonic Flow P Portable

Type:
TM:
IP68 / NEMA/Type 6P

P-CL-6F-M-D
-40...+100°C/-40...+32°F

Ser.No.: 123456789011
2
4
5

7

1
2
3

6

5

Ser.No.:

Type:

TM:
DN50-300

P-CL-2F-L-B

Order Code: 93TA1-XXXXXXXXXXXX
Prosonic Flow PProsonic Flow P

CH1
-40°C(-40°F)...+80°C(+175°F)

12345678901 i

41
53
R
ei
na
ch
,S
w
itz
er
la
nd

E
N
D
R
E
S
S
+H
A
U
S
E
R

TYPE 6P
NEMA

IP68

Tamb/Tumg:0°C..+60°C W
ar
ni
ng
:T
o
m
ai
nt
ai
n

Ty
pe
/N
E
M
A
6p
or
IP
68

pr
ot
ec
tio
n
th
e
co
nn
ec
to
r

m
us
t b
e
fu
lly
en
ga
ge
d.

4153 Reinach
Switzerland

OPEN CLOSE4

A

B
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2.2 認証、 認定

本機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に GEP （Good Engineering Practice） に従って設計さ
れ、 テス ト されて安全に操作でき る状態で工場から出荷されます。

本機器は、 EN 61010-1 の " 計測、 制御、 実験処理用の電気機器のための安全要件 " および IEC/
EN 61326 の EMC 指令に準拠し ています。

本取扱説明書に記載されている システム構成は、 EC 指令に基づ く 法定要件に準拠し てお り ま
す。 弊社は、 CE マーク を本機器に貼る こ と によ り 、 本機器の適合を証明し ています。

計測システムは豪州通信庁 （ACMA） の EMC 要件に準拠し ています。

2.3 登録商標

HART® 
HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商標です。

FieldCare®, Applicator®

ス イ ス連邦、 Endress+Hauser Flowtec AG の登録商標も し く は、 登録商標申請中です。
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3 設置

3.1 納品内容確認、 搬送と保管

3.1.1 納品内容確認

製品の入荷時、 以下の点を確認し て く ださい。
• 梱包と中身の損傷の有無を確認し て く ださ い。
• 輸送貨物を確認し、 不足品がな く 、 発注し た通 り の範囲で商品が供給されている こ と を確認

し て く ださい。

3.1.2 運搬

本機器を計測場所に運搬する と きは、 納品時の梱包箱に入れて運搬し て く ださい。

3.1.3 保管

• 本機器は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださい。 弊社出荷
時の梱包が最適です。

• 保管温度は、 変換器、 計測センサおよびそれらに付属するセンサケーブルの周囲温度範囲
（→ 59 ページ） に該当し ます。

• 本機器の表面温度が高 く な ら ないよ う 保管中は直射日光は避けて く ださ い。

3.2 設置条件

3.2.1 寸法

センサおよび変換器の寸法、 長さ に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。 技術
仕様書は、 www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。 入手可能な " 技術
仕様書 " の リ ス ト は、 62 ページにあ り ます。

3.2.2 取付位置

流量計測を正確に行 う には、 管内が充填されている必要があ り ます。 計測チューブ内の気泡は
計測誤差の原因と なるため、 以下の配管位置には取 り 付けないで く ださい。

• 配管系の最も高い位置。 空気が溜ま る恐れがあ り ます。
• 垂直配管系では、 計測流体をバルブなどを介さずに配管から直接系外に排出する こ と は避け

て く ださい。

A0001103

図 3： 取付位置
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3.2.3 取付方向

垂直取付

計測流体が下から上に流れる垂直配管に取 り 付ける こ と を推奨し ます。 この向きにする と、 流
体が停滞し た場合に、 混入し ている固形分は下方に落ち、 気泡はセンサ上方に浮き ます。

水平方向

水平方向に対し て角度 ± 60°の範囲内 （図のグレーゾーン） の取付を推奨し ます。 この向きで
は、 気体や空気の蓄積 （管の上側） や堆積物 （管の下側） によ る計測への影響は軽微です。

A0001105

図 4： 推奨の向き と 推奨取付範囲

A 計測流体が下から上に流れる推奨取付方向

B 水平取付時の推奨取付範囲

C 推奨取付範囲 ： 最大 120°

3.2.4 上流側 / 下流側直管長

センサはバルブ、 T 継手などの管継手の無い場所に取 り 付けて く ださい。 計測精度を確保する
ために、 以下の直管長を遵守し て く ださい。

A0008661

図 5： 上流側 / 下流側直管長

1 バルブ

2 ポンプ

3 異なる向きの 2 本のベン ト 管

A

B

C C

� 15 x DN

� 40 x DN

� 20 x DN

� 40 x DN

� 5 x DN

1

2

3
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3.2.5 センサの配置

センサは以下のよ う に配置でき ます。
•  1 回の送波で計測する取付配置 （1 ト ラバース） ： センサを管の両側に配置し ます。
•  2 回の送波で計測する取付配置 （2 ト ラバース） ： センサを管の同じ側に配置し ます。

A0001108

図 6： センサ取付配置

A 1 回の送波で計測する取付配置

B 2 回の送波で計測する取付配置

必要な送波回数は、 センサタ イプ、 呼び口径、 および管厚によ って決ま り ます。 推奨取付タ イ
プ ：

BA

センサ 呼び口径 トラバース数

P 15 ～ 65 A 2 1）

P 50 ～ 600 A 2 1）

650 ～ 4000 A 1

1) 以下の設置条件では、 呼び口径 50 ～ 600 A であって も 1 ト ラバースでセンサを取 り 付け る よ う お勧め

し ます。

• 管厚 > 4 mm の管

• 複合材の管 （例えば GRP）

• プラ スチ ッ ク管

• ラ イ ニング付きの管

• 音波を極度に減衰させる流体
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3.3 設置前の準備

計測ポイ ン ト 固有の条件 （例えばク ラ ンプオン、 ト ラバース数、 流体など） に応じ て、 実際に
センサを取 り 付ける前に、 準備をい く つか行 う 必要があ り ます。

1. 計測ポイ ン ト 固有の条件に基づいた、 必要設置距離値の決定。 こ の値の決定する方法はい
く つかあ り ます。
- 現場での機器操作
- アプ リ ケータ （ソ フ ト ウ ェ ア）。 エン ド レ スハウザー社のイ ン ターネ ッ ト サイ ト でオン ラ

イ ン入力。

2. センサ用のク ラ ンプオンホルダの組立準備 ：
- センサホルダ （15 ～ 65 A） を取 り 付けます。
- 締付けバン ド （50 ～ 200 A または 250 ～ 4000 A） をあ らかじめ取付けておき ます。

3.4 必要設置距離の決定

以下の要素によ って、 保持すべき設置距離が決ま り ます。
• センサのタ イプ ： P （50 ～ 4000 A） または P （15 ～ 65 A）
• 取付のタ イプ ： ク ラ ンプオン、 締付けバン ド付き
• ト ラバース数またはシングルパス / デュ アルパスバージ ョ ン

3.4.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー P の設置距離

3.5 設置距離の決定

3.5.1 現場設定による設置距離の決定

設置距離を決定するには、 以下のステ ッ プを行います。

1. 変換器を接続し、 電源をオンにし ます。

2. " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを実行し ます。

変換器の接続と電源の投入

A0011547

図 7： 変換器の接続と 電源の投入

1 ON/OFF ス イ ッ チ （3 秒以上押す）

2 充電器接続部 （各種接続用アダプタが用意されています）

50 ～ 4000 A 15 ～ 65 A

1 ト ラバース 2 ト ラバース 1 ト ラバース 2 ト ラバース

ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ *

ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ *

* " ｾﾝｻ ｷｮﾘ " 機能では、距離は ミ リ メ ー ト ル単位で示されます。" ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 機能には、取付レールを使用

する ための値が表示されます （例 ： A3）。

DATA

mA IN

12V DC SERVICE CH-UP CH-DN

1

2
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" センサの設置 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニューの実行

! 注意 ! 
• 本機器の基本的な操作については、 31 ページを参照し て く ださい。
• 以下のセ ク シ ョ ンでは、 " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの う ち、 ク ラ ンプオン取付タ

イプに必要なステ ッ プのみについて説明し ます。

ク ラ ンプオン取付タ イプのためのク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの実行

1. 設置固有の値や以下に指定されている値を入力 / 選択し ます。

2. 取付に必要な設置距離を読み取 り ます。

設置距離を決定後、 センサを取 り 付ける こ と ができ ます。
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） → 22 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A） → 22 ページ

ﾎｰﾑ ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ → ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ → ｾﾝｻ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

↓

ｹﾞﾝｺﾞ

ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ｾﾝｻ ﾉ ﾀﾝｲ

ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ → ｹｲｿｸ

ｾﾝｻ ﾀｲﾌﾟ

1 または 2 → ｾﾝｻ ｺｳｾｲ = ト ラバース数

ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ

ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｻﾞｲｼﾂ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ

ﾊﾟｲﾌﾟ ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｴﾝｼｭｳ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ

ｴｷﾀｲ

1 ト ラバースで

計測する ため

の設置距離 ：

2 ト ラバースで

計測するため

の設置距離 ：

ｵﾝﾄﾞ

ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ

ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ → -

ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ → -

ｾﾝｻ ｷｮﾘ →

ｲｲｴ → ﾎｶﾉ ｹｲｿｸ ?

↓

ｾﾝｻ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ
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3.5.2 アプ リ ケータによる設置距離の決定

アプ リ ケータは、 流量計の選択およびサイ ジング用ソ フ ト ウ ェアです。 設置に必要な設置距離
は、 事前に変換器を接続し な く て も決定する こ と ができ ます。

アプ リ ケータの入手先 ：
• ローカル PC イ ン ス ト ール用の CD-ROM → 49 ページ。
• イ ン ターネ ッ ト （オン ラ イ ンダ イ レ ク ト 入力） → www.endress.com → 国を選択し ます。

こ のイ ン ターネ ッ ト サイ ト で、 → 機器 →  流量 → ツール →  アプ リ ケータ を選択し ます。
"Applicator Sizing Flow" フ ィ ール ド で、 "Applicator Sizing Flow オン ラ イ ンを開始 " リ ン ク を選
択し ます。

ク ラ ンプオン 1 ト ラバース計測するための設置距離の決定

アプ リ ケータで必要な設置距離を決定し ます。
• 流体を選択し ます。
• 本機器を選択し ます （例えば、 93P ク ラ ンプオン）。
• 計測ポイ ン ト 固有の値を入力または選択し ます。
• ト ラバース数 ： 1 を選択し ます。
• 必要な設置距離を読み取 り ます ：

- ワ イヤの長さ ： __________
- センサ距離 ： __________

その後の手順

設置距離を決定し た ら、 組立準備作業が実施でき ます。 → 15 ページ

ク ラ ンプオン 2 ト ラバース計測するための設置距離の決定

アプ リ ケータで必要な設置距離を決定し ます。
• 流体を選択し ます。
• 本機器を選択し ます （例えば、 93P ク ラ ンプオン）。
• 計測ポイ ン ト 固有の値を入力または選択し ます。
• ト ラバース数 ： 2 を選択し ます。
• 必要な設置距離を読み取 り ます ：

- ワ イヤの長さ ： __________
- センサ距離 ： __________

その後の手順

設置距離を決定し た ら、 組立準備作業が実施でき ます。 → 15 ページ

3.6 組立準備

センサの固定方法は、 配管の呼び口径と センサのタ イプによ って異な り ます。 センサのタ イプ
に応じ て、 後で取 り 外すこ と ができ る よ う に締付けバン ド またはねじでセンサを固定するか、
溶接ス タ ッ ド または溶接ホルダでセンサを定位置に恒久的に固定するか、 選択する こ と ができ
ます。

各種センサ固定方法の概要 ：

センサ 計測レ ンジ 配管の呼び口径 固定方法

P 15 ～ 65 A 15 ～ 65 A センサホルダ → 21

ページ

P 50 ～ 4000 A 呼び口径 ≤200 A （≤ 8"） 締付けバン ド （金属製、 中サイ ズの

呼び口径）

→ 18

ページ

呼び口径 >200 A （> 8"） 締付けバン ド （金属製、 大サイ ズの

呼び口径）

→ 19

ページ

50 ～ 4000 A 締付けバン ド の取付 （フ レキシブル） → 20

ページ
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3.6.1 センサホルダの取付

センサ ： プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （15 ～ 65 A）

1. 決定し たセンサ距離 （例 ： A3） をセンサホルダで設定し ます。
- センサホルダのねじ を緩めます。
- 取付レールを使用し て、 センサホルダの位置を合わせます。
- センサホルダのねじ を再度締め付けます。

A0011548

図 8： 取付レールを使用し たセンサ距離の設定（" ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 機能の値）

A 1 回の送波で計測する場合のセンサ距離

B 2 回の送波で計測する場合のセンサ距離

2. 配管上にセンサホルダを配置し ます。

A0011549

図 9： センサホルダを配管に配置

A B C D E F G H I K 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 A B C D E F G H I K 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27

A B

A B C D E F 1 3 5 7 9
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3. 固定ブラ ケ ッ ト のねじ を緩め、 固定ブラ ケ ッ ト を配管の方へス ラ イ ド させます。

A0011550

図 10： 固定ブラ ケッ ト を配管に配置

a 固定ブラ ケ ッ ト のねじ

4. 以下の方法によ り 、 センサホルダを所定の位置に固定し ます。
- 固定ブラ ケ ッ ト のねじ （a） の締付け
- 引っ張 り ねじ （b） の締付け

# 危険 ! 

ねじ を締め付けすぎる と、 プラ スチッ ク配管やガ ラ ス配管を損傷する恐れがあ り ます。 プ
ラ スチ ッ ク配管やガ ラ ス配管で作業する場合は、 金属製の半割管を引っ張 り ねじの反対側
に使用する よ う お勧めし ます。

A0011551

図 11： センサホルダの固定

a 固定ブラ ケ ッ ト のねじ

b 引っ張 り ねじ

a

a

b
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3.6.2 締付けバン ドの事前取付 （金属製、 50 ～ 200 A）

呼び口径 ≦ 200 A の配管に取 り 付ける場合

センサ ：
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A）

手順

[1 本目の締付けバン ド ]

1. 取付ボル ト を締付けバン ド で取 り 付けます。

2. 配管の周 り に、 締付けバン ド をねじ ら ないよ う に巻き付けます。

3. 締付けバン ド の終端を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （引っ張 り ねじは押し上げる）。

4. 締付けバン ド を手ででき るだけ し っか り 締め付けます。

5. 締付けバン ド を必要な位置に載せます。

6. 引っ張 り ねじ を押し下げ、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

[2 本目の締付けバン ド ]

7. 1 本目の締付けバン ド と同様に進めます （ステ ッ プ 1 ～ 7）。 2 本目の締付けバン ド を、 最
終的な取付を行 う ために軽 く 締め付けておき ます。 締付けバン ド は、 最終的な位置合わせ
のために動かすこ と ができ る必要があ り ます。

[ 両方の締付けバン ド ]

8. 必要に応じ て、 締付けバン ド を短 く 切断し、 切 り 口を整えます。

# 危険 ! 

けがに注意！ 端部が鋭 く と がった状態にな ら ないよ う に、 締付けバン ド を短 く 切断し た後
に、 切 り 口を整えて く ださい。

A0001109

図 12： 締付けバンド の事前取付（呼び口径 ≦ 200）

1 取付ボル ト

2 締付けバン ド

3 引っ張 り ねじ

1

2

3



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 19

3.6.3 締付けバン ドの事前取付 （金属製、 200 ～ 4000 A）

呼び口径 > 200 A の配管に取 り 付ける場合

センサ ：
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A）

手順

1. 配管の円周を計測し ます。

2. 締付けバン ド を一定の長さ （配管の周長 + 10 cm） に切断し、 切 り 口を整えます。

# 危険 ! 

けがに注意！ 端部が鋭 く と がった状態にな ら ないよ う に、 締付けバン ド を短 く 切断し た後
に、 切 り 口を整えて く ださい。

[1 本目の締付けバン ド ]

3. セン タ リ ングプレー ト と取付ボル ト を、 締付けバン ド で取 り 付けます。

4. 配管の周 り に、 締付けバン ド をねじ ら ないよ う に巻き付けます。

5. 締付けバン ド の終端を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （引っ張 り ねじは押し上げる）。

6. 締付けバン ド を手ででき るだけ し っか り 締め付けます。

7. 締付けバン ド を必要な位置に載せます。

8. 引っ張 り ねじ を押し下げ、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

[2 本目の締付けバン ド ]

9. 1 本目の締付けバン ド と同様に進めます （ステ ッ プ 3 ～ 8）。 2 本目の締付けバン ド を、 最
終的な取付を行 う ために軽 く 締め付けておき ます。 締付けバン ド は、 最終的な位置合わせ
をする ために動かすこ と ができ る必要があ り ます。

A0001110

図 13： 締付けバンド の事前取付（呼び口径 > 200）

1 取付ボル ト 付きのセン タ リ ングプレー ト

2 締付けバン ド

3 引っ張 り ねじ

1

2

3
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3.6.4 締付けバン ドの取付 （フ レキシブル）

センサ プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A） 用

" 警告 ! 
• 締付けバン ド を使用する と きは必ず、 ラチェ ッ ト ロ ッ ク と スプ リ ングの動作を確認し て く だ

さい。
• 締付けバン ド が損傷し ていないか点検し て く ださ い。

手順

[ 締付けバン ド ロ ッ ク を閉める ]

1. 取付ボル ト を締付けバン ド に取 り 付けます。

2. 配管の周 り に、 締付けバン ド をねじ ら ないよ う に巻き付け、 開いた ラチェ ッ ト ロ ッ ク （a）
の隙間にその終端を挿入し ます。 締付けバン ド の自由端をあ らかじめ手で引っ張って締め
付けます。

! 注意 ! 

バン ド を締め付けておかない と、 締付けバン ド が緩めに く く な り ます。

3. 締付けバン ド の締付けが最適になる まで、 レバー （b） を前後に動かし て締め付け続けま
す。

4. その後、 レバー （c） を押し下げます。

" 警告 ! 

引っ張 り ク ラ ンプ （d） が両側でかみ合わなければな り ません。

[ 締付けバン ド ロ ッ ク を開 く ]

1. レバーロ ッ ク （e） を引き戻すと同時に、 レバーロ ッ ク （g） がはま る まで、 レバー （f） を 
180° 開き ます。

2. 締付けバン ド を取 り 外し ます。

 A0011556.

図 14： 締付けバンド ロッ ク

1 締付けバン ド ロ ッ ク を閉める

2 締付けバン ド ロ ッ ク を開 く

g

a
b

c f e

d

g

21
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3.7 プロ ソニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） の取付

3.7.1 センサの取付

前提条件

• センサホルダが取付済みであ る こ と→ 16 ページ。
• センサホルダの距離 （センサ距離） が設定済みであ る こ と→ 16 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。
• センサ
• アダプタ ケーブル

! 注意 ! 
取付の前に、 接続ケーブルをセンサに接続し ます。

手順

図に従って取 り 付けます （ステ ッ プ 1 ～ 5）。

A0011552

図 15： センサの取付

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 29 ページ。

1 2

3

4 5
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3.8 プロ ソニ ッ ク フ ロー P、 50 ～ 4000 A （ク ラ ンプオン） の取付

3.8.1  1 ト ラバースで計測する場合の取付

前提条件

• 設置距離 （センサ距離と ワ イヤの長さ） が分かっている こ と→ 13 ページ。
• 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 15 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。
• 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む）

（取付済みであ る こ と→ 15 ページ）
• 測長用ワ イヤ 2 本 （締付けバン ド を位置決めするためのワ イヤ ラ グ と固定具をそれぞれ備え

る）
• センサホルダ 2 個
• センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤
• センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

手順

1. 測長用ワ イヤ 2 本を準備し ます。
- ワ イヤ ラ グ と固定具を、 その離間距離がワ イヤの長さ （SL） と一致する よ う に並べます。
- 固定具を測長用ワ イヤにねじ止めし ます。

A0001112

図 16： ワイ ヤの長さ （SL）に相当する距離にある固定具（a）と ワイ ヤラ グ（b）

2. 1 本目の測長用ワ イヤ ：
- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に時計回 り  に通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。

3. 2 本目の測長用ワ イヤ ：
- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に反時計回 り  に通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。

4. 動かせる方の締付けバン ド （と取付ボル ト ） をつかみ、 両方の測長用ワ イヤに均等に張力
がかかる まで位置を動かし、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

A0001113

図 17： 締付けバンド の配置（ステッ プ 2 ～ 4）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

SL
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5. 測長用ワ イヤ固定具のねじ を緩め、 測長用ワ イヤを取付ボル ト から取 り 外し ます。

6. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

A0001114

図 18： センサホルダの取付

7. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

A0011373

図 19： センサの接触表面をカ ッ プリ ング剤でコ ーティ ングする

8. センサをセンサホルダに挿入し ます。

9. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。
- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う まで。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

10. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0001115

図 20： センサの取付と 、 接続ケーブル接続

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 29 ページ。
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3.8.2  2 ト ラバースで計測する場合の取付

前提条件

• 設置距離 （センサの位置） が分かっている こ と→ 13 ページ。
• 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 15 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。
• 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む）

（取付済みであ る こ と→ 15 ページ）
• 締付けバン ド を配置する ための取付レール 1 本
• 取付レールホルダ 2 個
• センサホルダ 2 個
• センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤
• センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

取付レールと " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 設置距離

取付レールには孔の列が 2 列あ り ます。 一方の列の孔には文字が示され、 も う 一方の列の孔には
数字が示されています。 決定された " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 設置距離値は、 文字と数値で構成されます。
これらの文字と数値で示された孔を、 締付けバン ド の位置決めに使用し ます。

手順

1. 取付レールを利用し て締付けバン ド を位置決めし ます。
- 取付レールを、その " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " から読み取った文字が示されている孔に、定位置に固定

されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を通し て、 ス ラ イ ド させます。
- 動かせる方の締付けバン ド の位置を決め、取付レールを、その " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " からから読み

取った数字が示されている孔に、 取付ボル ト を通し てス ラ イ ド させます。

A0001116

図 21： 取付レールに基づいた距離の決定（例： " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " G22）

2. 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

3. 取付レールを取付ボル ト から取 り 外し ます。

4. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

G

22
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A0001117

図 22： センサホルダの取付

5. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

A0011373

図 23： センサの接触表面をカ ッ プリ ング剤でコ ーティ ングする

6. センサをセンサホルダに挿入し ます。

7. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。
- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う まで。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

8. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0011376

図 24： センサの取付と 、 接続ケーブル接続

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 29 ページ。
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3.9 音速測定センサ DDU18 の取付 

1. 締付けバン ド の事前取付 ：
- 呼び口径 ≤ 200 A → 18 ページ
- 呼び口径 > 200 A → 19 ページ
2 本の取付ボル ト を、 管の両側に向かい合って配置する必要があ り ます。

2. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

3. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

4. センサをセンサホルダに挿入し ます。

5. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。
- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う まで。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

6. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0001171

図 25： ステッ プ 1 ～ 5、 音速計測センサの取付
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3.10 管厚センサ DDU19 の取付 

3.10.1 バージ ョ ン 1

1. 締付けバン ド の事前取付 ：
- 呼び口径 ≤ 200 A → 18 ページ
- 呼び口径 > 200 A → 19 ページ
2 本の取付ボル ト を、 管の両側に向かい合って配置する必要があ り ます。

2. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

3. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

4. センサをセンサホルダに挿入し ます。

5. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。
- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う まで。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

6. 接続ケーブルをセンサの接続部にねじ込みます。

7. 管厚を決定し た後、 管厚センサ DDU19 を適切な流量センサ と置き換えます。

! 注意 ! 
カ ッ プ リ ング剤を新たに塗った流量センサを挿入する前に、 結合部の汚れを よ く 取 り 除いて く
ださい。

3.10.2 バージ ョ ン 2

このバージ ョ ンが適し ているのは、 変換器が計測ポイ ン ト から手の届 く 範囲内にあ る場合のみ
です。

1. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

2. センサを計測する管に対し て垂直に手で保持し ます。 も う 一方の手で、 本機器を操作し ま
す。

A0008665

図 26： 管厚計測センサの取付
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3.11 設置状況の確認

本機器を設置し た ら、 次の事項を確認し ます。

機器状況と仕様 注記

ケーブルあ るいは機器に損傷はないですか （外観検査） ？ -

機器が、 プロセス温度、 周囲温度、 温度範囲など を含め、 計測個所での 

仕様と 一致し ていますか？

→ 59 ページ

設置 注記

計測ポ イ ン ト と それに対応する銘板は正しいですか （外観検査） ？ -

プロセス環境 / プロセス条件 注記

上流側 / 下流側直管長を遵守し ていますか？ → 11 ページ

変換器が、 湿気あ るいは直射日光から保護されていますか？ -
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4 配線

4.1 充電式ニ ッ ケル水素電池の充電

# 危険 ! 
• 本機器の充電式電池 （充電式ニ ッ ケル水素電池） は、 納入された充電器以外では充電し ない

で く ださい。 別の充電器を使用する と、 電池が過熱する恐れがあ り ます。
• 充電器の銘板に記載されている情報と現場の供給電圧および周波数を確認し て く ださ い。

電池を充電するには、 機器の DC 12 V 電源コネ ク タに充電器を接続し て く ださい （→図 27、 項
目 7）。 電池の充電時間は約 3.6 時間です。 充電が完了し てからの動作時間は、 約 8 時間です。

4.2 接続ケーブルの接続

# 危険 ! 
• 接続ケーブルは、 必ずエン ド レ スハウザー社の品を使用し て く ださ い。
• 本機器は充電式電池で運転中、 EN 61010-1 および IEC/EN 61326 の EMC 指令によ る一般安全

要件にのみ準拠し ています。 測定中は機器から充電器を外し て く ださ い。

接続ケーブルは各種長さが用意されています。 → 48 ページ

接続ケーブルを接続部 CH-DN （下流側センサ） および CH-UP （上流側センサ） に接続し ます
（→図 27、 項目 4 と  5）。 接続ケーブル と機器のコネ ク タのカ ラーコード は同じです。

! 注意 ! 
正確な計測結果を確保するために、 ケーブルは、 電気機器およびス イ ッチ類から離し て配線し
て く ださい。

A0001105

図 27：  変換器接続部

1 ON/OFF ス イ ッ チ （3 秒以上押す）

2 電流入力接続部

3 USB プラ グ接続部

4 接続ケーブル接続部 （CH-DN、 下流側センサ）

5 接続ケーブル接続部 （CH-UP、 上流側センサ）

6 FXA 193 モデム接続部

7 充電器接続部 （各種接続用アダプタが用意されています）

4.3 接続ケーブルのケーブル仕様

ケーブル仕様に関する情報 → 56 ページ

DATA

mA IN

12V DC SERVICE CH-UP CH-DN

1 2 3

7 6 5 4
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4.4 電位平衡

電位平衡の処置は、 特に行 う 必要はあ り ません。

4.5 保護等級

保護等級に関する情報 → 59 ページ

4.6 配線状況の確認

本機器の電気配線が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 注記

ケーブルあ るいは機器に損傷はないですか （外観検査） ？ -

電気配線 注記

電源電圧が充電器の銘板の仕様に適合し ていますか？ → 56 ページ

接続ケーブルは正し く 接続されていますか？ → 29 ページ
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5 操作

5.1 操作の簡単な説明

本機器を設定する方法はい く つかあ り ます。

1. 現場指示計 （オプシ ョ ン） → 31 ページ
現場指示計を使用する と、 計測ポイ ン ト で重要なパラ メ ータ をすべてデ ィ スプレ イ上で読
み取る こ と ができ、 現場でパラ メ ータ を設定する こ と ができ ます。

2. 設定プロ グ ラ ム → 37 ページ
FieldCare 操作プロ グ ラ ムを使用し て機器の設定を行 う こ と ができ ます。

5.2 表示部および操作部

計測ポイ ン ト で重要なパラ メ ータ をすべてデ ィ スプレ イ上で読み取る こ と ができ ます。 また "
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " あ るいは機能マ ト リ ク ス を使って本機器の設定を行 う こ と もでき ます。

表示部は、 計測値と その他のパラ メ ータ （流れ方向、 空検知、 バーグ ラ フなど） を表示する 4 
行で構成されています。 行の割当てを別のパラ メ ータに変更する こ と も でき ます。

A0001172

図 28： 表示部および操作部

液晶デ ィ スプレ イ （1）

バッ ク ラ イ ト 付き 4 行液晶デ ィ スプレ イには、 計測値、 テキス ト 、 エラー メ ッ セージおよび注意 メ ッ

セージが表示されます。 通常計測時の画面を HOME ポジシ ョ ン画面と言います。

" タ ッ チコ ン ト ロール " 用の光学センサ （2）

2 プラ ス / マ イナスキー （3）

- HOME ポジシ ョ ン → 入 / 出力の積算値と 実際の値に直接ア ク セス

- 数値の入力、 パラ メ ータの選択

- 機能マ ト リ ク ス内での様々なブロ ッ ク、 グループ、 機能グループの選択

OS キーを同時に押すと、 下記のよ う に機能し ます。

- 機能マ ト リ ク スから順次抜けでる → HOME ポジシ ョ ン

- OS キーを 3 秒以上押し続ける → HOME ポジシ ョ ンに戻る

- データ入力をキ ャ ンセル

3 Enter キー （4）

- HOME ポジシ ョ ン→ 機能マ ト リ ク スに入る

- 入力し た数値または変更し た設定の保存
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表示デ ィ スプレ イ （動作モー ド）

表示部は、 計測値と その他のパラ メ ータ （流れ方向、 空検知、 バーグ ラ フなど） を表示する 3 
行で構成されています。 行の割当てを別のパラ メ ータに変更する こ と も でき ます。

多重モード ：

最大 2 種類の表示変数を各行に割 り 当てる こ と ができ ます。 このよ う に多重化された変数は、
デ ィ スプレ イに 10 秒ご と に交互に表示されます。

エラー メ ッ セージ ：

システム / プロセスエラー表示の詳細については、 50 ページ以降を参照し て く ださい。

A0001173

図 29： 標準動作モード の典型的な表示（HOME ポジショ ン）

1 1 行目の表示 ： メ イ ン計測値が表示されます （体積流量 [l/s] など）。

2 2 行目の表示 ： 追加の計測変数 と ステータ ス変数が表示されます （積算計読取値 No. 3 [m3] など）。

3 3 行目の表示 ： 計測変数と ステータ ス変数に関する追加情報が表示されます （体積流量で達し た終了

値のバーグ ラ フ表示など）。

4 " 情報ア イ コ ン " フ ィ ール ド ： 計測値に関する追加情報を表すア イ コ ンが このフ ィ ール ド に表示され

ます。 すべての記号およびその意味の詳細については、 33 ページを参照し て く ださい。

5 " 計測値 " フ ィ ール ド ： 現在の計測値が このフ ィ ール ド に表示されます。

6 " 計測単位 " フ ィ ール ド ： 現在の計測値に対し て定義された計測単位 / 時間がこ のフ ィ ール ド に表示

されます。

! 注意 ! 
HOME ポジシ ョ ンから、 OS キーを使用する と、 以下の情報が含まれる " 情報 メ ニュー " を開 く
こ と ができ ます。
• 積算計 （オーバーフ ロー含む）
• 設定済みの入 / 出力の実際の値または状態
• 機器のタ グ番号 （ユーザー定義可）

OS キー → リ ス ト 内で個々の値を スキ ャ ンする
Esc キー （X） → HOME ポジシ ョ ンに戻る

1

4 5 6

2

3

+24.502
+1863.97

x

xy

y

–50 +50 %

v

v

3S



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 操作

エン ド レスハウザー ジャパン 33

アイ コ ン

左側のフ ィ ール ド に表示される ア イ コ ンによ り 、 計測変数、 機器の状態、 エラー メ ッ セージを
確認する事ができ ます。

アイコン 意味 アイコン 意味

S システムエラー P プロセスエラー

ア ラーム メ ッ セージ

（出力に影響あ り ）

! 通知 メ ッ セージ

（出力に影響な し）

S 1 ～ n 積算計 1 ～ n

A0001181

計測モード ：

ﾐｬｸﾘｭｳ

A0001182

計測モード ：

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

A0001183

計測モード ：

ｾｲﾎｳｺｳ

A0001184

積算計カ ウ ン ト モード ：

+/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ （順方向と 逆

方向）

A0001185

積算計カ ウ ン ト モード ：

順方向

A0001186

積算計カ ウ ン ト モード ：

逆方向

A0001187

信号入力

（電流入力またはステータ ス入力）

A0001188

体積流量

A000xxxx

機器運転作動中
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5.3 機能マ ト リ クスの簡易操作説明

! 注意 ! 

• 35 ページの一般情報を参照し て く ださい。
• 機能説明→ 63 ページ

1. HOME ポジシ ョ ン → F → 機能マ ト リ ク スに入 り ます。

2. ブロ ッ ク を選択し ます （例 ： ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ）

3. グループを選択し ます （例 ： ｺﾝﾄﾛｰﾙ）

4. 機能グループを選択し ます （例 ： ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ）

5. 機能を選択し ます （例 ： ｹﾞﾝｺﾞ）

パラ メ ータの変更も し く は数値を入力し ます。
OS → 選択または入力コード、 選択項目、 数値
F → 入力データ を保存

6. 機能マ ト リ ッ ク ス を終了し ます。
- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続ける→ HOME ポジシ ョ ンに戻る
- Esc キー （X） を繰返し押す→ 順々に HOME ポジシ ョ ンに戻る

A0001210

図 30： 機能の選択およびパラ メ ータ の設定（機能マト リ ッ ク ス）
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5.3.1 一般的注意

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー （→ 41 ページ） には、 設定を容易にするため初期値が入力され
ています。 これに対し て、 複雑な計測では、 必要に応じ て設定し、 プロセス固有の設定を行 う
ための追加機能が必要と な り ます。 し たがって、 機能マ ト リ ク スには、 多数の追加機能が含ま
れますが、 簡潔化を図るため、 これら をい く つかの メ ニューレベル （ブロ ッ ク、 グループ、 機
能グループ） に分類し ています。

機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• 31 ページに記載された方法で機能を選択し て く ださい。 機能マ ト リ ク スの各項目は、 デ ィ ス

プレ イに数字または文字のコード で識別されます。
• 特定の機能をオフにする こ と ができ ます （OFF）。 あ る機能をオフにし た場合は、 関連する他

の機能グループの機能も表示されな く な り ます。
• 機能によ っては、 入力データの確認が行われます。

OS を押し て " ﾊｲ " を選択し、次に F を押し て確定し て く ださい。 これで、新たな設定が保存
される、 あ るいは機能が開始されます。

• 5 分間キー操作し ない と、 自動的に HOME ポジシ ョ ンに戻 り ます。

! 注意 ! 
• データの入力中でも、 変換器では計測が続行されます。 つま り 、 現在の計測値が信号出力か

ら通常どお り 出力されます。
• 電源異常 （停電） が発生し て も、 事前設定値およびパラ メ ータ設定値はすべて EEPROM に安

全に保存されます。

" 警告 ! 
すべての機能マ ト リ ク スに関する詳細については 63 ページを参照し て く ださい。

5.3.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スの操作はロ ッ クする こ と ができ ます。 機能マ ト リ ク ス を ロ ッ クする と、 不注意
によ る本機器の機能、 数値または設定値の変更を防止する こ と ができ ます。 設定を変更するに
は、 数値コード （初期設定値 = 80） を入力する必要があ り ます。

ア ク セス コード は任意に設定する こ と ができ、 関係者以外が機器を操作する こ と を防止でき ま
す。

コード を入力する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク された状態で、 任意の機能において OS キーを押すと、 表示部に

コード入力画面が自動的に表示されます。
• プラ イベー ト コード に "0" を入力する と、 プロ グ ラ ミ ングが常に可能な状態にな り ます。
• ユーザーコード を忘れた場合は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださ い。

" 警告 ! 
センサ特性を決定する特定のパラ メ ータ を変更する と、 本機器の多 く の機能、 特に計測精度に影
響を及ぼし ます。
通常の状況下では、 これらのパラ メ ータ を変更する必要はないため、 これらのパラ メ ータは、
弊社サービ スのみが認識し ている特別なコード で保護されています。 弊社サービ スにお問い合
せ く ださい。

5.3.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

HOME ポジシ ョ ンに自動的に戻った後、 60 秒間キー操作を行なわない と、 プロ グ ラ ミ ングモー
ド は自動的にロ ッ ク されます。
" ア ク セス コード " 機能で、 ユーザーコード以外の任意の数字を入力する こ と によ り 、 プロ グ ラ
ミ ングを ロ ッ クする こ と も でき ます。
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5.4 エラー メ ッ セージ

5.4.1 エラーの種類

設定中または計測モード中に発生し たエラーはすぐに表示されます。 2 つあ るいはそれ以上のシ
ステム またはプロセスエラーが発生し た場合、 最優先に処理する必要のあ るエラーが表示部に
表示されます。

エラーには以下の 2 種類があ り ます。
• システムエラー ： このグループには、 例えば、 通信エラー、 ハード ウ ェ アエラーなど、 すべて

のシステム上のエラーが含まれます （→ 50 ページ）。
• プ ロ セスエ ラー ： こ のグループには、 計測レ ンジの超過などのすべてのアプ リ ケーシ ョ ンエ

ラーが含まれます （→ 52 ページ）。

A0001211

図 31： エラ ーメ ッ セージの表示（例）

1 エラータ イプ ： P = プロセスエラー、 S = システムエラー

2 エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ、 ! = 注意 メ ッ セージ （定義 ： → 50 ページ）

3 エラーの名称 ： 例えば、 ｵﾝｿｸ ﾚﾝｼﾞ ﾁｮｳｶ CH1 = チャ ンネル 1 の音速が計測範囲外

4 エラー番号 ： 例 ： #492

5 最新の発生エラー継続時間 （時間、 分、 秒）

5.4.2 エラー メ ッ セージの種類

システムエラーおよびプロセスエラーは、 ア ラーム メ ッ セージあ るいは注意 メ ッ セージ と し て
定義する こ と によ り 重み付けでき ます。 これは、 機能マ ト リ ク スで指定し ます→ 63 ページ。 モ
ジ ュールの異常などの重大なシステムエラーは、 常に " ア ラーム メ ッ セージ " と し て識別され、
分類されます。

# 注意 メ ッ セージ （!）
• 表示→ 感嘆符 （!）、 エラーグループ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）
• こ のエラーは、 本機器の出力には一切影響を及ぼし ません。

ア ラーム メ ッ セージ （$）
• 表示→ 稲光 （$）、 エラーの名称 （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。
• こ のエラーは、 出力に直接影響し ます。

出力の応答 （フ ェールセーフモード） は、 機能マ ト リ ッ ク スの機能を使用し て設定する こ と
ができ ます （→ 54 ページ）。

! 注意 ! 
• エラー状態は、 リ レー出力によ って出力する こ と ができ ます。
• エラー メ ッ セージが発生し た場合、 NAMUR NE 43 に準拠し た故障情報のハイ レベル信号また

はローレベル信号を、 電流出力で出力する こ と ができ ます。

1

2 4 5 3

+24.502
XXXXXXXXXX
#000 00:00:05

P

+24.502
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5.4.3 エラー メ ッ セージの確認

プラ ン ト と プロセスの安全上の理由から、 本機器の設定で、 エラー メ ッ セージを表示から消す操
作を、 表示されたア ラーム メ ッ セージ （$） を消去するだけでな く F を押し て確認する よ う にす
る こ と も でき ます。
この機能は、 " ｱﾗｰﾑﾉｶｸﾆﾝ " 機能で有効 / 無効にし ます。

! 注意 ! 
• ア ラーム メ ッ セージ （$） は、 ステータ ス入力で リ セ ッ ト / 確認する こ と もでき ます。
• 通知 メ ッ セージ （!） は確認する必要はあ り ません。 ただし、 こ の メ ッ セージは、 エラーの原

因が取 り 除かれる までそのま ま表示されます。

5.5 通信

5.5.1 FieldCare

FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社の FDT ベースのプラ ン ト 資産管理ツールです。 高度な
フ ィ ール ド機器の設定、 自己診断を可能にし ます。 ステータ ス情報の使用によ り 、 モニター機
器のツールを容易に効果的に使用でき ます。 プロ ラ イ ンシ リ ーズ流量計への接続は、 FXA193 な
ど専用イ ン ターフ ェ イ ス を介し て行います。
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6 設定

6.1 機能確認

計測ポイ ン ト を設定する前に、 最終チェ ッ ク を行って く ださい。
• " 設置状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト → 28 ページ
• " 配線状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト → 30 ページ

6.2 機器への電源供給

# 危険 ! 
本機器は充電式電池で運転中、 EN 61010-1 および IEC/EN 61326 の EMC 指令によ る一般安全要
件にのみ準拠し ています。 測定中は機器から充電器を外し て く ださい。

ON/OFF ス イ ッチを 3 秒以上押すと、機器の電源はオンにな り ます（→29ページ →図27、項目 1）。

電源がオンになる と、 内部自己診断がい く つか実行されます。 この処理中、 以下の メ ッ セージ
が順に現場指示計に表示されます。

通常計測モード では、 ス ター ト ア ッ プが完了する とすぐに計測を開始し ます。
各種の計測値やステータ スパラ メ ータが表示部に表示されます （HOME ポジシ ョ ン）。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因に応じ て該当するエラー メ ッ セージが表示されます。

6.2.1 機器のリ セ ッ ト

ON/OFF ス イ ッチを 30 秒以上押すと、 機器は リ セ ッ ト されます （→ 29 ページ →図 27、 項目 
1）。 これによ り リ セ ッ ト されるのは、 機器の内部ク ロ ッ ク のみです。 その他の設定はすべて変
更されません。

ĪĽĹĝĤčĖĪĹĎ 93

ěĞĎĢďčĪĽ
ĚĻĘđğċđ

ス ター ト ア ッ プ メ ッ セージ

Æ

ĪĽĹĝĤčĖĪĹĎ

ďĻĪĽ SW ĨļĎĚļČĻ
V XX.XX.XX

現行のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

Æ

ġļĻĶċđĤċđĶČĖ

組み込まれている入 / 出力モジュールの表示

Æ

Ěěġį OK
→ ēīĽĸĎĚČĻ

標準計測モード の開始

Æ
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6.3 現場表示器による設定

6.3.1 " センサの設置 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

センサの取付に必要な設置距離は、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用し て決定する こ と が
でき ます→ 13 ページ。

A0011560

図 32： " センサ " ク イ ッ ク セッ ト アッ プメ ニュ ー（現場表示器のみ）

! 注意 ! 
• 設置距離はアプ リ ケータオン ラ イ ンツールを使用し て決定する こ と も可能です→ 15 ページ。
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• パラ メ ータ操作中に ESC キー組合せを押すと、 表示がｾﾝｻ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ機能 （1001） に戻 り ま
す。

m システム単位を選択する と、 以下の機能にだけ影響し ます。

• ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ （0422）

• ﾅｶﾞｻ ﾉ ﾀﾝｲ （0424）

• ｿｸﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ （0425）

➁ 必要な設置距離は " ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ " オプシ ョ ンを使用し て決定でき ます。

➂ プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T センサでは " ｿｳﾆｭｳ " オプシ ョ ンはサポー ト されません。

➃ " ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ " オプシ ョ ンは DDU18 センサでのみ必要と されます。

" ﾎｿﾞﾝｼﾏｽｶ ?" プロ ンプ ト が表示されます。

• " ﾊｲ " = ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ中に計測し た値が該当する機能に取 り 込まれます。

• " ｲｲｴ " = 計測値は消去され、 元の値がそのま ま使用されます。

➄ " ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ " オプシ ョ ンは DDU18 センサでのみ必要と されます。

" ﾎｿﾞﾝｼﾏｽｶ ?" プロ ンプ ト が表示されます。

• " ﾊｲ " = ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ中に計測し た値が該当する機能に取 り 込まれます。

• " ｲｲｴ " = 計測値は消去され、 元の値がそのま ま使用されます。

➅ " ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ " オプシ ョ ンは DDU19 センサでのみ必要と されます。

" ﾎｿﾞﾝｼﾏｽｶ ?" プロ ンプ ト が表示されます。

• " ﾊｲ " = ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ中に計測し た値が該当する機能に取 り 込まれます。

• " ｲｲｴ " = 計測値は消去され、 元の値がそのま ま使用されます。

➆ " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ （センサの位置） " 機能 （6884） は、 以下の場合のみ表示されます ：

• ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝオプシ ョ ンをｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） 機能 （6880） で選択し、

かつ

• 2 ト ラバース を " ｾﾝｻ ｺｳｾｲ （センサ構成） " 機能 （6882） で選択し た場合

➇ " ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ （ワ イ ヤの長さ） " 機能 （6885） は、 以下の場合のみ表示されます ：

• ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝオプシ ョ ンをｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） 機能 （6880） で選択し、

かつ

• 1 ト ラバース を " ｾﾝｻ ｺｳｾｲ （センサ構成） " 機能 （6882） で選択し た場合
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6.3.2 " 基本設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ 

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用する こ と によ り 、 標準計測モード で重要なあ らゆる機器
パラ メ ータ、 および追加機能を迅速かつ簡単に設定する こ と ができ ます。

A0011559

図 33： " 基本設定 " ク イ ッ ク セッ ト アッ プ 

! 注意 ! 
• 機能設定中に ESC キーを押すと、 画面は " ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ｶｲｼ ? （1002） " 機能に戻 り ます。
• " ﾋｮｳｼﾞﾉ ｼﾞﾄﾞｳｾｯﾃｲ （表示の自動設定） " に対し て " ﾊｲ " と入力する と、表示行は以下のよ う に

割 り 当て られます。
- 1 行目の表示 = 体積流量
- 2 行目の表示 = 積算計 1
- 3 行目の表示 = 動作 / システム状態

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

?

?

?

m 現在実行し ている ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで設定されていない単位のみ、 各単位設定終了後に他の単

位設定画面が表示されます。 体積の単位は、 体積流量の単位から導き出されます。

n すべての単位が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る単位がな く なった と きに表示されます。

o 現在実行し ている ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで設定されていない出力のみ、 各出力設定終了後に他の出

力設定画面が表示されます。
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6.3.3 " 脈流 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ 

往復ポンプ、 蠕動ポンプ、 ベーンポンプなど、 脈動する形で媒体を輸送するポンプタ イプを使
用する場合は、 一時的に流量が激し く 変動し ます。 こ う いったポンプでは、 容積室や弁からの
漏れによ る逆流も生じ る可能性があ り ます。

! 注意 ! 
" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する前に、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行し て
く ださい → 41 ページ。

A0001213

図 34： 各種ポンプの流量特性

A 脈流が大きい場合

B 脈流が小さい場合

1 単筒ベーンポンプ

2 2 連ベーンポンプ

3 電磁ポンプ

4 蠕動ポンプ、 フ レキシブルホース

5 多連往復動ポンプ

脈流が大きい場合

" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プでい く つかの機器機能を細か く 設定する こ と によ って、 流量範囲
全体にわた り 流量の変動を補償し、 脈動する液体の流量を適切に計測する こ と ができ る よ う に
な り ます。 このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの実行方法ついては、 次のセ ク シ ョ ンで詳細に
説明し ます。

! 注意 ! 
正確な流量特性が不明の場合は、 " 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する よ う お勧めし ます。

脈流が小さい場合

ギアポンプ、 3 連ポンプ、 多連ポンプなどを使用し て流量変動が小さい場合は、 必ずし も " 脈流
" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する必要はあ り ません。
ただし、 安定し た一定の信号を出力するために、 下記の機能を現場のプロセス条件に合わせる
よ う お勧めし ます。 これは特に、 電流出力に当てはま り ます。

• 機器のダンピング ： " ｼｽﾃﾑ ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ " 機能 → 値を大き く し ます
• 電流出力のダンピング ： " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 → 値を大き く し ます

Q

Q

Q Q

Q

t

t

t t

t

1

3

2 5

4

A B
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" 脈流 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プの実行

このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを利用する と、 脈流が含まれる計測に関連する機器の機能をすべて、
系統的に調整 / 設定する こ と ができ ます。 この手順では、 計測範囲、 電流範囲、 フルスケール
値などのすでに設定済みの値は変更されません。

A0011561

図 35： 脈流が大き い運転のための " ク イ ッ ク セッ ト アッ プ " メ ニュ ー

! 注意 ! 
• 機能設定中に ESC キーを押すと、 画面は " ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ （1003） " 機能に戻 り ます。
• こ のク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プは、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの直後に呼び出すこ と も、

" ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " 機能 （1003） によ り 手動で呼び出すこ と もでき ます。
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E
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LF 
OFF 

DAC DAB DAA

?

?

m 現在実行し ている ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで設定されていない積算計のみ、 各積算計設定終了後に他

の積算計設定画面が表示されます。

n すべての積算計が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る積算計がな く なった と きに表示されます。
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" 脈流 " クイックセットアップ 

HOME ポジシ ョ ン → F → ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ (A)

ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ → O → ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ (B)

ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ → N → ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ （1003）

機能番号 機能名 選択すべき設定 （ P ）

1003 ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾊｲ

確認のために F を押すと、 それに続 く 全ての機能がク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューに順次呼び出されま

す。

Æ

基本設定

2002 ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ 1 秒

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ (DAA) +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ ( ｾｷｻﾝｹｲ 1)

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ (DAB) +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ ( ｾｷｻﾝｹｲ 2)

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ (DAC) +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ ( ｾｷｻﾝｹｲ 3)

その他の設定

8005 ｱﾗｰﾑ ﾁｴﾝｾｯﾃｲ 0 秒

6400 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

6402 LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉ ｱﾀｲ 推奨設定 0.4 l/s

6403 LF ｶｯﾄｵﾌ OFF ﾉ ｱﾀｲ 50%

6404 ﾌﾟﾚｯｼｬ ﾊﾟﾙｽ ｻﾌﾟﾚｽ 0 秒

Æ

HOME ポジシ ョ ンに戻る

→Esc キー （X） を 3 秒以上押し続ける。

→  Esc キー （X） を繰 り 返し押す → 機能マ ト リ ッ ク スから順次抜け出し ます。
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6.4 アプ リ ケーシ ョ ン固有の設定

6.4.1 ゼロポイ ン ト 調整

ゼロポイ ン ト 調整は、 通常、 必要あ り ません。

ゼロポイ ン ト 調整が必要と なるのは、 次のよ う な特別な場合のみです。
• 微小流量で、 最高の計測精度を要求する場合
• 非常に極端なプロセス あ るいは操作条件 （例 - 高温の流体や粘度の非常に高い流体）。

ゼロポイ ン ト 調整時の注意

ゼロポイ ン ト 調整を行な う 前に、 以下の点に注意し て く ださい。
• ゼロ点調整は、 気体あ るいは固体を含まない液体でのみ実行し て く ださ い。
• ゼロ点調整は、 計測チューブを流体で完全に満た し、 流量ゼロ （v = 0 m/s） の状況下で実行し

ます。 計測範囲の上流側および下流側に遮断弁を設けるか、 または既存のバルブを使用し て く
ださい （→ 45 ページ）。
- 標準運転→ バルブ 1 および 2 開
- ポンプ圧力を使用し たゼロ点調整  → バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧力を使用し ないゼロ点調整 → バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

" 警告 ! 
• 計測の困難な流体の場合 （例 ： 固体あ るいは気体を含む場合）、 ゼロポイ ン ト 調整を繰 り 返し

行って も、 安定し たゼロポイ ン ト を取得する こ と が困難であ る可能性があ り ます。 こ のよ う
な場合は、 弊社にご連絡 く ださい。

• " ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄ " 機能を使用し て、 現在有効なゼロ点値を確認する こ と ができ ます。

A0011585

図 36： ゼロ点調整と 遮断バルブ

1

2
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ゼロポイ ン ト 調整の実行

1. 通常運転状態に戻る までシステムを稼働させます。

2. 流れを停止させます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れを確認し ます。

4. 供給圧力が、 正常かチェ ッ ク し ます。

5. 現場表示計を使用し て、 機能マ ト リ ッ ク スの " ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄﾁｮｳｾｲ " 機能を選択し て く ださい。

HOME → F → R → ｷﾎﾝｷﾉｳ
ｷﾎﾝｷﾉｳ → F → R → ｼｮﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ CH1/CH2
ｼｮﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ → F → R → ﾁｮｳｾｲ
ﾁｮｳｾｲ → F → ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄﾁｮｳｾｲ

6. 機能マ ト リ ク スがロ ッ ク状態であ る場合は、 OS を押すと、 自動的にア ク セス コード を入
力する画面が表示されます。 ア ク セス コード を入力し て く ださ い。

7. OS を使用し て " ｽﾀｰﾄ " 設定を選択し、 F で確定し ます。
プロ ンプ ト 画面で " ﾊｲ " を選択し、 再度確認のため F を押し て く ださい。 ゼロポイ ン ト 調
整がス ター ト し ます。
- ゼロポイ ン ト 調整が始ま る と、" ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼﾝｺｳﾁｭｳ " と い う メ ッ セージが表示部に 30 ～

60 秒間表示されます。
- 計測チューブ内の流速が 0.1 m/s を超え る と、 次のよ う なエラー メ ッ セージが表示部に現

れます ： " ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ "
- ゼロ点調整が完了する と、 " ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄﾁｮｳｾｲ " 機能が再び表示されます。

8. HOME ポジシ ョ ンに戻る
- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続ける。
- Esc キー （X） を繰 り 返し押す。
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7 メ ンテナンス
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 は特別な保守を行 う 必要は有 り ません。

外部洗浄

本機器を清掃する場合、 本機器のシール部を傷めない洗剤を使用し て く ださい。

カ ッ プ リ ング剤

配管と センサ間の音響効果を最大限引き出すにはカ ッ プ リ ング剤が必要です。 カ ッ プ リ ング剤
は、 据付時に塗布し、 過酷な雰囲気でなければ塗 り なおす必要は有 り ません。
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8 ア クセサリ

変換器およびセンサには、 多種ア ク セサ リ が多数用意されています。 オーダーコード に関する
詳細は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合せ く ださい。

機器のアクセサリ

計測方式関連のア クセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

センサ P

（15 ～ 65 A）

ク ラ ンプオンバー

ジ ョ ン

15 ～ 65 A

• -40 ～ +100 ℃

• -40 ～ +150 ℃

DK9PT - 1A

DK9PT - 2A

センサ P

（50 ～ 4000 A）

ク ラ ンプオンバー

ジ ョ ン

50 ～ 300 A

• -40 ～ +80 ℃

• -40 ～ +170 ℃

DK9PT - BA

DK9PT - FA

100 ～ 4000 A

• -40 ～ +80 ℃

• -40 ～ +170 ℃

DK9PT - AA

DK9PT - EA

センサ DDU18 音速計測用センサ

• -40 ～ +80 ℃

• 0 ～ +170 ℃

50091703

50091704

センサ DDU19 管厚計測用センサ 50091713

アクセサリ 説明 オーダーコード

センサホルダセ ッ ト • プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） ：

センサホルダ、 ク ラ ンプオンバージ ョ ン

DK9SH - 2

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A）

- センサホルダ、 固定ロ ッ ク用ナッ ト 、 ク ラ ン

プオンバージ ョ ン

- センサホルダ、 取 り 外し可能な ロ ッ ク用ナッ

ト 、 ク ラ ンプオンバージ ョ ン

DK9SH - A

DK9SH - B

取付セ ッ ト

ク ラ ンプオン

• 呼び口径 < 1500 A

• 呼び口径 ≥ 1500 A

DK9ZT - D

DK9ZT - E

接続ケーブル 5 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

10 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

DK9SS - CEE

DK9SS - CEF

カ ッ プ リ ング剤 • カ ッ プ リ ング剤 0 ～ 170 ℃、 標準

• 接着性カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +80 ℃

• 水溶性カ ッ プ リ ング剤 -20 ～ +80 ℃

• SilGel -40 ～ +130 ℃

• DDU 19 用カ ッ プ リ ング剤 -20 ～ +60 ℃

• カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +80 ℃、 標準、 タ イ

プ MBG2000

DK9CM - 2

DK9CM - 3

DK9CM - 4

DK9CM - 5

DK9CM - 6

DK9CM - 7
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サービス関連のア クセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

アプ リ ケータ 流量計の選択およびサイ ジング用のソ フ ト ウ ェ ア

です。

ローカル PC にイ ン ス ト ールするためのアプ リ

ケータは、 イ ン ターネ ッ ト から ダウ ン ロードする

か、 CD-ROM で注文する こ と ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く ださい。

DXA80 - *

フ ィ ール ド チェ ッ ク 現場で流量計をテス ト する ためのテス タ / シ ミ ュ

レータです。

"FieldCare" 操作プロ グ ラ ム と 併せて使用する と 、

試験結果をデータベースにイ ンポー ト し た り 、 印

刷し た り 、 公式証明書に利用する こ と ができ ま

す。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く ださい。

50098801

FieldCare FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社の FDT ベー

スのプラ ン ト 資産管理ツールです。 システム内の

すべてのイ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド機器を設定

する こ と ができ、 管理するのに役立ちます。

ステータ ス情報を使用する こ と によ って、 ステー

タ ス と状態を簡単かつ効果的にチェ ッ クする こ と

ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ スにお

問い合わせ く ださい

www.endress.com

FXA193 FieldCare によ る操作を行 う ための、 本機器から 

PC へのサービ ス イ ン ターフ ェ イ スです。

FXA193 - *

通信ケーブル プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T センサを FXA193 サービ

ス イ ン ターフ ェ イ スに接続する ための通信ケーブ

ルです。

DK9ZT - A
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ングについて

ス ター ト ア ッ プ後または操作中に故障が発生し た場合は、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト
ラブルシ ューテ ィ ングを開始し て く ださい。 以下の手順を実行する こ と によ り 、 適切な対策を
取る こ と ができ ます。

9.2 システムエラー メ ッ セージ

重大なシステムエラーは、 常に本機器によ って " ア ラーム メ ッ セージ " と し て認識され、 稲妻の
マーク （$） が表示部に表示されます。 ア ラーム メ ッ セージは、 すぐに入力および出力に影響を及
ぼし ます。

" 警告 ! 
重大な故障の場合は、 本機器を弊社に返却し て く ださい。 流量計を弊社に返却する前に、 必要
な処理手順を行って く ださい→ 6 ページ。 必ず " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記
載し、 それを流量計に同封し て く ださい。 " 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の巻頭に添付さ
れています。

! 注意 ! 
50 ページに記載された情報や ト ラブルシューテ ィ ングガイ ド を参照 く ださい。

表示部のチェック

デ ィ スプレ イに何も表

示されない。

本機器の充電式電池を確認し、 必要に応じ て充電し ます。

デ ィ スプレ イの言語が

不明な言語。

1. 本機器の電源をオフにし ます。

2. 本機器上の OS キーを押し たま ま電源供給し て く ださい。

テキス ト が、 最大のコ ン ト ラ ス ト でかつ、 英語 （工場出荷設定） で表示されま

す。

Æ

表示部上のエラーメッセージ

設定中または計測モード中に発生し たエラーはすぐに表示されます。 エラー メ ッ セージには各種のア イ コ

ンがあ り 、 これらのア イ コ ンの意味は、 次の とお り です。

- エラータ イプ ： S = システムエラー、 P = プロセスエラー

- エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ、 != 注意 メ ッ セージ

- ｵﾝｿｸ ﾚﾝｼﾞ ﾁｮｳｶ CH1 = エラーの名称 ： 例えば、 チャ ンネル 1 の音速が計測範囲外

- 03：00：05 = エラー発生の継続時間 （時間、 分および秒）

- # 492 = エラー番号

" 警告 ! 

• 36 ページを参照し て く ださい。

• 本機器では、 シ ミ ュ レーシ ョ ン と ポジテ ィ ブゼロ リ ターンはシステムエラーと し て解釈されますが、 注

意 メ ッ セージ と し て しか表示されません。

エラー番号 ：

No. 001 - 399

No. 501 - 799

システムエラー （機器エラー） 発生→ 50 ページ

エラー番号 ：

No. 401 - 499

プロセスエラー （アプ リ ケーシ ョ ンエラー） 発生→ 52 ページ

Æ

その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラーが発生 診断と 調整→ 53 ページ
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No. エラーメッセージ /
タイプ

原因 対処法
（スペアパーツ→ 48 ページ以降）

S = システムエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （出力に影響する）

! = 注意 メ ッ セージ （出力に影響な し）

No. # 0xx   ハードウェアエラー

001 S: CRITICAL 

FAILURE

 $ ： # 001

重大な機器エラー アンプ基板を交換し て く ださい。

011 S ： AMP HW 

EEPROM

 $ ： # 011

アンプ ：

EEPROM の欠陥

アンプ基板を交換し て く ださい。

012 S ： AMP SW EEPROM

 $ ： # 012

アンプ ：

EEPROM のデータ ア ク セスの不良

エラーが発生し た EEPROM データブ

ロ ッ クは " ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ " 機能で表

示されます。 Enter キーを押し て当該

エラーを確認する と、 エラーが発生

し たパラ メ ータ値の代わ り に事前定

義された標準値が挿入されます。

! 注意 ! 

積算計ブロ ッ ク でエラーが発生し た

場合は、 本機器を再起動する必要が

あ り ます （エラー番号 111 / ｾｷｻﾝｹｲ 

ﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰを参照）。

082 S ： ｾﾝｻ ﾀﾞｳﾝ CH1

 $: # 082

センサ CH 1 と 変換器の間が断線 • センサ と変換器の間のケーブル接

続を確認し て く ださい。

• センサコネ ク タが止ま る と こ ろ ま

で挿入されているか確認し て く だ

さい。

• センサに故障が発生し ている可能

性があ り ます。

• 不適当なセンサが接続されていま

す。

• " ｾﾝｻ ﾀｲﾌﾟ " 機能 （6881） で不適当

なセンサが選択されま し た。

085 S ： ｾﾝｻ ｱｯﾌﾟ CH1

 $: # 085

No. # 2xx → DAT でのエラー / データの受信不能

 261 S ： I/O- ｱﾝﾌﾟ 

ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

 $ ： # 261

アンプ と 入出力基板間でデータの授

受がないか、 あ るいは間違った内部

データ を転送。

バスの接続部をチェ ッ ク し て く ださ

い。

No. # 3xx  制限されたシステム範囲を超過

 363 S ： ﾆｭｳﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ

 !: # 363

電流入力 ：

現在の電流値が設定範囲外。

• 上限あ るいは下限の設定を変更し

て く だ さい。

• 外部センサの設定を確認し て く だ

さい。

 392 S ： ｼｸﾞﾅﾙ ﾃｲｶ CH1

 $: # 392

音波計測区域の減衰度が大きい。 • カ ッ プ リ ング剤を塗 り 替え る必要

があ るかど う かを確認し ます。

• 液体の減衰度が大きすぎ る可能性

があ り ます。

• 配管の減衰度が大きすぎ る可能性

があ り ます。

• センサ距離 （設置寸法） を確認し

て く だ さい。

• 可能な場合は、 ト ラバース数を減

ら し て く ださい。

No # 5xx → アプリケーションエラー

 501 S ： ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

ｼﾝｺｳﾁｭｳ

 !:# 501

アンプまたは通信モジ ュールの新し

いソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンを ロード

し ています。 現在、 他のコマン ド は

実行でき ません。

手順が完了する まで待って く だ さ

い。 本機器は自動的に再ス ター ト し

ます。
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9.3 プロセスエラー メ ッ セージ

プロセスエラーは、 " ア ラーム メ ッ セージ " あ るいは " 注意 メ ッ セージ " のいずれか と し て設定
され、 それに応じ てエラー発生時の入出力に影響を及ぼし ます。

! 注意 ! 
詳細は、 35 ページ以降 と 53 ページを参照し て く ださい。

 502 S ： ｱｯﾌﾟ / ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 

ｼﾝｺｳﾁｭｳ

 ! ： # 502

操作ソ フ ト ウ ェ アで本機器のデータ

をア ッ プ / ダウ ン ロード中です。 現

在、 他のコマン ド は実行でき ません。

手順が完了する まで待って く だ さ

い。

No. # 6xx  シミュレーションオペレーションが作動中

 601 S ： ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ ｾﾞﾛ 

ﾘﾀｰﾝ

 !: # 601

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが作動中。

" 警告 ! 

この注意 メ ッ セージは、 最優先で表

示されます。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンをオフにし

て く ださい。

 661 S ： ﾆｭｳﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳ 

SIM. ﾁｭｳ

 !: # 661

電流入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。 シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ

さい。

 691 S ： ﾌｪｰﾙｾｰﾌ 

SIM. ﾁｭｳ

 ! ： # 691

フ ェールセーフモード シ ミ ュ レー

シ ョ ン （出力） が作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ

さい。

 692 S ： ｿｸﾃｲﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

 !: # 692

測定値のシ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中

（例 ： 質量流量）。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ

さい。

 698 S ： ｼﾞｺｼﾝﾀﾞﾝ 

ｼﾝｺｳﾁｭｳ

 !: # 698

試験 / シ ュ ミ レーシ ョ ン機器で本機

器をチェ ッ ク中。

−

No. エラーメッセージ /
タイプ

原因 対処法
（スペアパーツ→ 48 ページ以降）

エラー

の種類

エラーメッセージ /
No.

原因 対策

P = プロセスエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （入力と 出力に影響あ り ）

! = 注意 メ ッ セージ （入 / 出力に影響な し）

P

$
ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ ? CH1

# 469

内径が負の値。 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ " 機能グループで、

" ﾊﾟｲﾌﾟ ｴﾝｼｭ " 機能と " ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ " ま

たは " ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｱﾂｻ " 機能の値を

チェ ッ ク し て く だ さい。

P

$
ｵﾝｿｸ ﾚﾝｼﾞ ﾁｮｳｶ CH1

# 492

チャ ンネル 1/2 の音速が、 変換器の

検出範囲外。

- センサの設置間距離を確認し て く

ださい。

- 可能な場合は、 液体の音速を確認

するか、 専門資料を確認し て く だ

さい。

現在の音速が、 定義し た計測範囲

（最低 / 最高） を超えている場合は、

" ｴｷﾀｲ " 機能グループで、必要に応じ

て変更し て く ださい。

詳細については " ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ " 機能

（6542） を参照 く ださい。

P

!

ｶﾝｼｮｳ CH1

# 495

配管に伝達し た超音波が信号と干渉

し ています。 センサのタ イプを変更

する よ う お勧めし ます。

" 警告 ! 

特に計測値がゼロ も し く は、 低流量

を表示し た場合、 センサのタ イプを

変更する必要があ り ます。

" ｾﾝｻｺｳｾｲ " 機能グループ （6882） で

ト ラバース数を 2 から 1、 または 4 

から 3 に変更し、 それに応じ て設置

位置を変更し て く ださい。
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9.4 メ ッ セージの無いプロセスエラー

症状 調整

! 注意 ! 

故障を修正するには、 機能マ ト リ ク スの該当の設定を変更あ るいは調整する必要があ り ます。 以下で説明

する機能 （例 ： ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ） の詳細については 63 ページ 以降を参照 く だ さい。

流れが正方向であ るに も関わらず、

流量値が負の値を表示し ている。

1. 配線を確認し て く ださい。 → 29 ページ

必要な場合は、 端子での " 上流 " と " 下流 " の接続を逆にし て く

ださい。

2. " ｾﾝｻ ﾄﾘﾂｹﾎｳｺｳ " 機能の設定を、 必要に応じ て変更し て く ださ

い。

流量が安定し ているに も関わらず、

計測値が変動する。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く ださい。

2. " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 （電流出力） の数値を大き く し て く ださい。

3. " ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ " 機能の数値を大き く し て く だ さい。

例えば往復ポンプ、 蠕動ポンプ、

ダ イ アフ ラ ム式ポンプなどのよ う

な送 り 出し特性を持つポンプを使

用し ている こ と が原因で、 計測値

の読取 り または計測値出力が脈動

または変動する。

" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行し て く ださい → 42 ページ。

こ う いった方法でも改善されない場合は、 ポンプ と流量計の間にパル

セーシ ョ ンダンパを設置し て く だ さい。

流体が、 停止し た場合や計測官内

が充填されている場合で も、 計測

値がデ ィ スプレ イに表示される。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く ださい。

2. "LF ｶｯﾄｵﾌ " 機能を有効にする、 すなわち切替ポ イ ン ト の値を入

力するか、 大き く し ます。

故障を調整でき ない、 あ るいは上

記以外の故障が発生する。

こ の場合は、 弊社サービ スにご連

絡 く ださ い。

このよ う な問題に対処するには、 次の方法を と る こ と ができ ます。

弊社サービスに依頼する
弊社のサービ スにサービ ス技術者の派遣を依頼される場合は、 次のよ

う な情報をご連絡 く ださい。

- 簡単な故障の内容

- 銘板の仕様 ： オーダーコード と シ リ アル番号

弊社へ本機器を返却する
弊社へ本機器を返却し て修理あ るいは校正を依頼するには、 返却前に

必ず、 本書に記載されている処置を行って く だ さい。

必ず、 " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し、 それを流

量計に同封し て く だ さい。 " 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の最

初に添付されています。
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9.5 エラーに対する出力状態

! 注意 ! 
積算計の応答 （フ ェールセーフモード） は、 機能マ ト リ ク スの各種機能を使用し て設定する こ
と ができ ます。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンを使用する と、 例えば配管の洗浄中に計測を中断し なければな ら ない
場合などに、 出力を各フ ォールバッ ク値にセ ッ ト する こ と ができ ます。 この機能は、 その他の
すべての機器機能に優先し ます。 例えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ンは中止されます。

9.6 スペアパーツ

本機器についてはア ク セサ リ のみがご注文いただけます→ 48 ページ。

9.7 返却

→ 6 ページ

9.8 廃棄

お住まいの国及び地域の法規に従って く ださい。

9.9 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

出力と積算計のエラー応答モード

プロセス / システムエラーあ り ポジテ ィ ブゼロ

リ ターンが有効

" 警告 ! 

 " 注意 メ ッ セージ " と し て設定されたシステムあ るいはプロセスエラーは、 入出力に影響を及ぼし ませ

ん。

詳細は 36 ページ 以降を参照 く だ さい。

積算計 ｽﾄｯﾌﾟ

エラーがあ る場合、 積算計が停止し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ

故障は無視されます。 積算計は現在の流量計測値に従ってカ ウ ン ト を

継続し ます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

積算計は、 最後に有効だった値 （故障発生前） に基づいてカ ウ ン ト を

継続し ます。

積算計は停止し

ます。

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱説明書

06.2009 2.02.XX プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T ポータブル用オ リ ジ

ナルソ フ ト ウ ェ ア

71093720/06.09
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10 技術仕様

10.1 技術仕様解説

10.1.1 アプ リ ケーシ ョ ン

• 閉配管系での液体流量計測
• プロセス監視向け計測 / 制御 / 調節システムでの使用

10.1.2 計測原理と システム構成

計測原理 本機器は、 超音波伝搬時間差の原理に基づいて動作し ます。

システム構成 本機器は、 変換器 1 台 と センサ 2 台で構成されます。

変換器

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T ポータブル

センサ

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （化学、 プロセス用途向け）
呼び口径 15 ～ 65 A

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （化学、 プロセス用途向け）
呼び口径 50 ～ 4000 A

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー DDU 18 （音速計測用）、
呼び口径 50 ～ 3000 A

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー DDU 19 （管厚計測用）、
- 管厚 2 ～ 50 mm の鋼管用
- 管厚 4 ～ 15 mm のプラ スチッ ク管用

（PTFE 管 と PE 管に限る）

10.1.3 入力

計測パラメータ 流速
（流速に比例し た伝搬時間差）

計測レンジ 代表値 v = 0 ～ 15 m/s

計測可能流量範囲 150 : 1 以上

入力信号 電流入力

• 絶縁型
• パッ シブモード ： 0/4 ～ 20 mA、 Ri < 150 Ω、 最大 DC 30 V
• 端子電圧 ： 最低 DC 2 V ～最大 DC 30 V
• 時定数選択可能 （0.05 ～ 100 秒）
• フルス ケール値調整可能
• 温度係数 ： 代表値 0.002 % o.r./ ℃ （o.r. = 対指示値）
• 分解能 ： 0.82 μA
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10.1.4 出力

出力信号 データ ロガー機能

本機器は、 データ ロガー機能を備えています。 計測値は、 外部 USB  記憶機器 （FAT 16/FAT 32）
に CSV フ ォーマ ッ ト で保存する こ と ができ ます。 記録サイ クルは、 1 ～ 99999 秒の間で選択す
る こ と ができ ます。 USB 記憶機器の最大容量は 2GB です。 各記録毎に約 130 バイ ト 必要にな り
ます。

以下の値が保存されます。
• 時刻 （dd.mm.yyyy hh:mm:ss）
• 流量
• 音速
• 流速
• 信号強度
• S/N 比
• 積算計 1 ～ 3
• 機器の状態

0/4 ～ 20 mA 電流入力 （流量と ア ク テ ィ ブ電流値）
各記録に、 タ グ番号と機器固有の情報 （シ リ アルナンバーなど） が付き ます。

ローフローカットオフ ローフ ローカ ッ ト オフ値は設定可

電気的絶縁性 入力、 出力、 電源の回路はすべて、 互いに絶縁されています。

10.1.5 電源

電気配線 → 29 ページ

接続ケーブルの接続 → 29 ページ

電源電圧 変換器

電源ユニ ッ ト
• AC 100 ～ 240 V、 47 ～ 63 Hz
• DC 12 V （2.5 A）

充電式ニ ッ ケル水素電池 （内蔵タ イプ）

• 動作時間 ： 最大 8 時間
• 充電時間 ： 約 3.6 時間

センサ

電源は変換器から供給
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接続ケーブル（センサ /
変換器）

接続ケーブルは、 必ずエン ド レ スハウザー社の品を使用し て く ださい。

接続ケーブルは各種用意し ています→ 48 ページ。
• ケーブル材質 ： PTFE
• ケーブル長 ： 5 m、 10 m

! 注意 ! 
正確な計測結果を確保するために、 ケーブルは、 電気機器およびス イ ッチ類から離し て配線し
て く ださい。

電位平衡 特別な処置は不要です。

10.1.6 性能特性

基準条件 • 液体温度 ： +28 ℃ ± 2 K
• 周囲温度 ： +22 ℃ ± 2 K
• ウ ォームア ッ プ時間 ： 30 分

設置
• 上流側直管長 >10 × 呼び口径
• 下流側直管長 > 5 × 呼び口径
• センサおよび変換器が正し く 接地されている こ と
• 計測センサが正し く 設置されている こ と

計測誤差 計測誤差は、 複数の要因によ って決ま り ます。 本機器の計測誤差 （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 = 計
測値の 0.5 %） と設置固有の計測誤差 （代表値 ： 計測値の 1.5 %） は区別し て考えます。
設置固有の誤差は、 呼び口径、 管厚、 実際の管の形状、 流体などの現場の設置条件によ って決ま
り ます。
計測誤差の合計が、 計測点での計測誤差にな り ます。

A00011347

図 37： 呼び口径 200 A 以上の管における計測誤差の例

a 本機器の計測誤差 （0.5 % o.r.）

b 設置条件によ る計測誤差 （代表値 ： 1.5 % o.r.）

c 計測点での計測誤差 ： 0.5 % o.r. + 1.5 % o.r. = 2 % o.r. 
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計測点での計測誤差

計測点での計測誤差は、 機器の計測誤差 （0.5 % o.r.） と現場の設置条件によ る計測誤差から な り
ます。 流速 > 0.3 m/s、 レ イ ノ ルズ数 > 10000 の場合、 誤差範囲の代表値は以下のよ う にな り ま
す。

機器精度の証明

必要に応じ て、 本機器の納入時に精度証明書 （計測レポー ト ） を添付する こ と ができ ます。 本
機器の計測精度の証明は、 基準条件下で行います。 この と きセンサは、 呼び口径 50 A または 
100 A の適切な配管に取 り 付け られます。

この精度証明書によ る機器の誤差範囲は以下 と な り ます。
（流速 > 0.3 m/s、 レ イ ノ ルズ数 > 10000 時）。

10.1.7 運転条件 （設置条件）

取付方法 取付位置

→ 10 ページ

取付方向

→ 11 ページ

上流側 / 下流側直管長 → 11 ページ

接続ケーブル長
（センサ / 変換器）

接続ケーブルは以下の長さが用意されています。
• 5 m
• 10 m

センサ 呼び口径
機器の誤差範囲 +

設置固有の誤差範囲
（代表値）

→
計測点の誤差範囲

（代表値）

プロ ソ ニ ッ ク

フ ロー P

15 A ± 0.5 % o.r. + ± 2.5 % o.r. → ± 3 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

25 ～ 200 A ± 0.5 % o.r. + ± 1.5 % o.r. → ± 2 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

> 200 A ± 0.5 % o.r. + ± 1.5 % o.r. → ± 2 % o.r. ± 0.02 % o.f.s.

o.r. = 対指示値

o.f.s. = 対フルスケール値 （プロ ソ ニ ッ ク P （50 ～ 4000 A） = 15 m/s ； プロ ソ ニ ッ ク P （15 ～ 65 A） = 10 

m/s）

センサ 呼び口径 機器の保証誤差範囲

プロ ソ ニ ッ ク

フ ロー P

15 A ± 0.5 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

25 A、 40 A、 50 A、 100 A ± 0.5 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

o.r. = 対指示値

o.f.s. = 対フルスケール値 （プロ ソ ニ ッ ク P （50 ～ 4000 A） = 15 m/s ； プロ ソ ニ ッ ク P （15 ～ 65 A） = 10 

m/s）
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10.1.8 動作条件 （環境）

周囲温度 変換器

-20 ～ +60 ℃

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

• 標準 ： -40 ～ +80 ℃
• オプシ ョ ン ： 0 ～ +170 ℃

DDU18 センサ （ア ク セサ リ ： 音速計測）

-40 ～ +80 ℃

DDU19 センサ （ア ク セサ リ ： 管厚計測）

-40 ～ +80 ℃

接続ケーブル （センサ / 変換器）

PTFE ： -40 ～ +170 ℃

保管温度 保管温度は、 周囲温度範囲と同じ範囲にな り ます。

保護等級 変換器

IP 40

センサ

IP 68 （NEMA 6P）、 接続部 IP 50

DDU18 センサ （ア ク セサ リ ： 音速計測）

IP 68 （NEMA 6P）、 接続部 IP 50

DDU19 センサ （ア ク セサ リ ： 管厚計測）

IP 67 （NEMA 4X）、 接続部 IP 50

耐衝撃性、耐振動性 IEC 68-2-6 に準拠

電磁適合性（EMC） 電磁適合性 （EMC 指令） は、 EN 61326/A1 （IEC 1326） " ク ラ ス A 要件に準拠し た電磁放射 " に
準拠
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10.1.9 動作条件 （プロセス）

流体温度範囲 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A）
• 標準 ： -40 ～ +100 ℃
• オプシ ョ ン ： -40 ～ +150 ℃

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A）
• 標準 ： -40 ～ +80 ℃
• オプシ ョ ン ： 0 ～ +170 ℃

DDU18 センサ （ア ク セサ リ ： 音速計測）

-40 ～ +80 ℃

DDU19 センサ （ア ク セサ リ ： 管厚計測）

0 ～ +60 ℃

流体圧力範囲（呼び圧力） 理想的な計測を行 う には、 流体の静圧が蒸気圧よ り も高い必要があ り ます。

圧力損失 圧力損失は発生し ません。

10.1.10 構造

外形寸法 センサおよび変換器の寸法、 長さ に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。 技術
仕様書は、 www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。
入手可能な " 技術仕様書 " の リ ス ト は、 62 ページにあ り ます。

重量 変換器

1.6 kg

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 15 ～ 65 A （取付具含む） ： 1.85 kg
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 50 ～ 4000 A （取付具含む） ： 2.8 kg

センサ （ア ク セサ リ ）

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 DDU18 （取付具含む） ： 2.4 kg
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 DDU18 （取付具含む） ： 1.5 kg

! 注意 ! 
梱包材な しの重量です。
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材質 変換器

プラ スチッ ク

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） ； プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A）

• センサホルダ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサハウジング ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• 締付けバン ド / ブラ ケ ッ ト ： ステン レ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサ接触表面 ： 耐薬品プラ スチッ ク

センサ （ア ク セサ リ ）

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー （DDU18） ； プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （DDU19）

• センサホルダ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサハウジング ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• 締付けバン ド / ブラ ケ ッ ト ： ステン レ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサ接触表面 ： 耐薬品プラ スチッ ク

接続ケーブル （センサ / 変換器）、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P

• ケーブルシース ： PTFE
• ケーブルコネ ク タ ： ニ ッ ケル メ ッ キ処理真鍮 /DIN 2.0401

10.1.11 表示部、 ユーザーイ ン ターフ ェ イス 

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ ： バッ ク ラ イ ト 付き、 4 行 × 16 文字
• 様々な計測値およびステータ スの表示が設定可能

操作部 • 光学式ス イ ッチ × 3
• 用途別の簡単設定ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

言語グループ 以下の言語グループが用意されています ：

• 西欧米 （WEA） :
英語、 ド イ ツ語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ン ス語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル語

• 東ヨーロ ッパ / スカンジナビア （EES） :
英語、 ロ シア語、 ポーラ ン ド語、 ノ ルウ ェー語、 フ ィ ン ラ ン ド語、 ス ウ ェーデン語、 チェ コ
語

• 日本語パッ ケージ （SEA） :
日本語、 英語、 イ ン ド ネシア語

• 中国 （CN） :
英語、 中国語

! 注意 ! 
言語グループは、 操作プロ グ ラ ム "FieldCare" で変更する こ と ができ ます。

リモート操作 FieldCare によ る操作 ：
• 事前プロ グ ラ ム された計測ポイ ン ト のロード / 保存オプシ ョ ン
• ロ ギングの設定
• 計測値の表示
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10.1.12 認証、 認定 

CE マーク 本製品は EC 指令の要件に準拠し て設計、 開発された製品であ る こ と を CE マーク表示によ って
保証し ています。

C-Tick マーク 本機器は、 オース ト ラ リ ア通信 ・ 放送管理局 （ACMA） の EMC 要件に適合し ています。

その他の基準および
ガイドライン

• EN 60529
ハウジング保護等級 （IP コード）

• EN 61010-1
計測、 コ ン ト ロール、 実験処理用の電気機器のための保護基準

• IEC/EN 61326
" ク ラ ス A 要件に準拠する放射 "
電磁適合性 （EMC）

• ANSI/ISA-S82.01
電気 / 電子試験、 計測、 制御、 および関連機器の安全規格 - 一般要件汚染度 2、 設置カテゴ リ  
II

• CAN/CSA-C22.2 No. 1010.1-92
計測、 制御および実験室使用のための電気機器の安全要求 ：
汚染度 2、 設置カテゴ リ  II

10.1.13 ご発注に際し て

ご発注に際し ては、 オーダーコード表をご利用 く ださい。 またオーダーコード表にない仕様に
つき ま し ては、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問合せ く ださい。

10.1.14 資料番号

• 流量計測 （FA005D）
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93T 技術仕様書 （TI085D）
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11 機能説明書

11.1 機能マ ト リ ッ クス

11.1.1 機能マ ト リ ッ クスの構成

機能マ ト リ ッ ク スは、 4 つのレベルで構成されています。

ブロック -> グループ -> 機能グループ -> 機能

A0000961

ブロック（A、B、C など）
ブロ ッ クは、 選択項目の最上位グループです。
使用でき るブロ ッ ク の例と し ては、 ｿｸﾃｲ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ （測定パラ メ ータ）、 ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ、 ﾕｰｻﾞｰ 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ、 ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） などがあ り ます。

グループ（AAA、AEA、CAA など）
ブロ ッ クは、 1 つまたは複数のグループで構成されます。 各グループでは、 上位ブロ ッ ク のオペ
レーシ ョ ンオプシ ョ ンの選択肢がさ らに詳し く 示されます。
" ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ " ブロ ッ ク で使用でき る グループの例と し ては、ｺﾝﾄﾛｰﾙ、1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 
行目の表示）、 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （2 行目の表示） などがあ り ます。

機能（0000、0001、0002 など）
各機能グループは、 1 つまたは複数の機能で構成されます。 この機能は、 機器の操作およびパラ
メ ータ設定を行 う 場合に使用されます。 数値を入力し た り 、 パラ メ ータ を選択し て保存する こ と
ができ ます。
" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定） " 機能グループの機能には、 " ｹﾞﾝｺﾞ （言語） "、 " ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ （表示の遅
延） "、 "LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ " などがあ り ます。
た と えば、 機器の操作言語を変更する場合は、 以下の手順で実施し て く ださい。

1. " ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ " ブロ ッ ク を選択し ます。

2. " ｺﾝﾄﾛｰﾙ " グループを選択し ます。

3. " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定） " 機能グループを選択し ます。

4. " ｹﾞﾝｺﾞ （言語） " 機能を選択し ます （こ こ で必要な言語を設定でき ます）。

機能グループ（000、020、060 など）
グループは、 1 つまたは複数の機能グループで構成されます。 各機能グループでは、 上位グルー
プの選択肢がさ らに詳し く 示されます。
た と えば、 " ｺﾝﾄﾛｰﾙ " グループの機能グループには、 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定） "、 " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / 
ﾛｯｸ （ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク） "、 " ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ " などがあ り ます。

…
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…

…

…

…

…
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11.1.2 セルのコー ド番号

機能マ ト リ ッ ク スの各セル （ブロ ッ ク、 グループ、 機能グループ、 機能） にはそれぞれ、 固有
のコード が存在し ます。

ブロ ッ ク ：

コード は英字で表現されます。 （A、 B、 C など）

グループ ：

コード は、 3 つの英字で構成されます （AAA、 ABA、 BAA など）。
最初の英字はブロ ッ ク コード と一致し ます （つま り 、 た と えばブロ ッ ク A の各グループのコー
ド は A_ _ で始ま り 、 ブロ ッ ク B のグループのコード は B _ _ で始ま り ます）。 他の 2 つの英字は、
各ブロ ッ ク内のグループを識別するためのものです。

機能グループ ：

コード は 3 桁で構成されます （000、 001、 100 など）。

機能 ：

コード は 4 桁で構成されます （0000、 0001、 0201 など）。
先頭 3 桁は、 機能グループのコード と同じです。
コード の最後の桁は、 機能グループ内の機能をカ ウ ン ト する もので、 0 から 9 まで増えていき ま
す （た と えば、 機能 0005 はグループ 000 の 6 番目にな り ます）。

A0001251

ブロック グループ 機能グループ 機能

2000 2001 2002200CAAC
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11.2 プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブルの機能マ ト リ ッ クス

ブロック → グループ → 機能 グループ 機能

ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ
（プロセス変数）

A → ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値） AAA → ｿｸﾃｲﾍﾝｽｳ （測定変数）
CH1

000 → 66 ページ

ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） ACA → ｾｯﾃｲ （設定） 040 → 67 ページ

ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ （追加設定） 042 → 68 ページ

ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ （特殊な単位） AEA → ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ （任意の単位） 060 → 69 ページ

ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ B → → → 69 ページ

ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ C → ｺﾝﾄﾛｰﾙ CAA → ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定） 200 → 70 ページ

ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / ﾛｯｸ
（ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク）

202 → 71 ページ

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 204 → 72 ページ

1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ
（1 行目の表示）

CCA → ｾｯﾃｲ （設定） 220 → 73 ページ

ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示） 222 → 74 ページ

2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ
（2 行目の表示）

CEA → ｾｯﾃｲ （設定） 240 → 75 ページ

ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示） 242 → 74 ページ

3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ
（3 行目の表示）

CGA → ｾｯﾃｲ （設定） 260 → 79 ページ

ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示） 262 → 81 ページ

ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） D → ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） 1
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） 2
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） 3

DAA
DAB
DAC

→ ｾｯﾃｲ （設定） 300 → 83 ページ

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 304 → 84 ページ

ｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｾｯﾃｲ
（積算計の設定）

DJA → → 84 ページ

ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） E → ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ ELA → ｾｯﾃｲ （設定） 490 → 85 ページ

ｼﾞｮｳﾎｳ （情報） 498 → 85 ページ

ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） F → ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） FCA → ｾｯﾃｲ （設定） 520 → 86 ページ

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 524 → 87 ページ

ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） G → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ CH1 GIA → ｾｯﾃｲ （設定） 640 → 88 ページ

ﾁｮｳｾｲ （調整） 648 → 90 ページ

ﾊﾟｲﾌﾟﾃﾞｰﾀ 652 → 90 ページ

ｴｷﾀｲﾃﾞｰﾀ （液体データ） 654 → 93 ページ

ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ CH1 GLA → ｾｯﾃｲ （設定） 660 → 96 ページ

ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ CH1 GNA → ｾﾝｻ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 688 → 97 ページ

ﾁｮｳｾｲ ﾃﾞｰﾀ （調整データ） 689 → 99 ページ

ｶﾝｼ （監視） J → ｼｽﾃﾑ JAA → ｾｯﾃｲ （設定） 800 → 100 ページ

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 804 → 101 ページ

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ
（バージ ョ ン情報）

JCA → ｷｷ （機器） 810 → 102 ページ

ｾﾝｻ 820 → 102 ページ

ｱﾝﾌﾟ 822 → 103 ページ

I/O ﾓｼﾞｭｰﾙ 830 → 103 ページ

I/O ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 1 832 → 103 ページ

I/O ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 3 834 → 103 ページ
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11.3 ブロ ッ ク ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数）  

11.3.1 グループ ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値）

機能グループ ｿｸﾃｲﾍﾝｽｳ CH1 （測定変数 CH1）

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） → ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ （測定する値） → ｿｸﾃｲﾍﾝｽｳ CH1 （測定変数 CH1）

この機能グループには、 現在測定中の、 チャ ンネル 1 の測定値が表示されます。

! 注意 ! 

• こ こに記載されている測定パラ メ ータの工学単位は、 " ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） " グループで設定す

る こ と ができ ます。

• 流体が逆方向に流れている時、 表示には、 マ イナスの符号が付き ます。

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ CH1

（体積流量 CH1）

(0001)

画面上に、 現在測定中の体積流量が表示されます （チャ ンネル 1）。

表示内容
単位と符号が付いた 5 桁の浮動小数点数

例 ： 5.545 dm3/min; 1.4359 kg/h; 731.63 gal/d など

ｵﾝｿｸ

（音速）

(0002)

画面上に、 現在液体中で測定し ている音速が表示されます （チャ ンネル 1）。

表示内容
単位が付いた 5 桁の固定小数点数

例 ： 1400.0 m/s, 5249.3 ft/s など

ﾘｭｳｿｸ CH1

（流速 CH1）

(0003)

画面上に、 現在測定中の流速が表示されます （チャ ンネル 1）。

表示内容
単位と符号が付いた 5 桁の浮動小数点数

例 ： 8.0000 m/s, 26.247 ft/s など

ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ CH1

（シグナル強さ CH1）

(0007)

画面上に、 シグナル強さが表示されます （チャ ンネル 1）。

表示内容
4 桁の固定小数点数

例 ： 80.0

! 注意 ! 

信頼性の高い測定を行 う には、 プロ ソ ニ ッ ク フ ローのシグナル強さが 30 よ

り 強 く なっている必要があ り ます。

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ ｷｷ 2

（体積流量 機器 2）

(0011)

実際の電流入力値が表示されます。

表示内容
0.0 ～ 25 mA
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11.3.2 グループ ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） → ｾｯﾃｲ （設定）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ

（体積流量の単位）

(0042)

この機能を使用し て、 体積流量を表示する単位を選択し ます。

こ こ で選択する単位は、 ローフ ローカ ッ ト オフで も有効 と な り ます。

選択肢

メ ー ト ル法 ：

立方センチ メ ー ト ル → cm3/s; cm3/min; cm3/h; cm3/day

立方デシ メ ー ト ル → dm3/s; dm3/min; dm3/h; dm3/day

立方 メ ー ト ル → m3/s; m3/min; m3/h; m3/day

ミ リ リ ッ ト ル → ml/s; ml/min; ml/h; ml/day 

リ ッ ト ル → l/s; l/min; l/h; l/day

ヘク ト リ ッ ト ル → hl/s; hl/min; hl/h; hl/day

メ ガ リ ッ ト ル →Ml/s; Ml/min; Ml/h; Ml/day

米国 ：

立方センチ メ ー ト ル → cc/s; cc/min; cc/h; cc/day 

エーカーフ ッ ト  → af/s; af/min; af/h; af/day 

立方フ ッ ト → ft3/s; ft3/min; ft3/h; ft3/day

液体オン ス → oz f/s; oz f/min; oz f/h; oz f/day 
ガロ ン → gal/s; gal/min; gal/h; gal/day, US kgal/s; US kgal/min; US kgal/h; US kgal/day

ミ リ オンガロ ン → Mgal/s; Mgal/min; Mgal/h; Mgal/day 

バレル （通常の流体 ： 31.5 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル （ビール ： 31.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレ ル（ 石油化学製品： 42.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル （貯蔵タ ン ク ： 55.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

英国 ：

ガロ ン → gal/s; gal/min; gal/h; gal/day 

ミ リ オンガロ ン / メ ガガロ ン → Mgal/s; Mgal/min; Mgal/h; Mgal/day

バレル （ビール ： 31.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル（ 石油化学製品： 34.97 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

バレル （貯蔵タ ン ク ： 55.0 ガロ ン / バレル） → bbl/s; bbl/min; bbl/h; bbl/day

任意の単位 （" ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ （任意の単位） " 機能グループよ り → 69 ページ） ：

_ _ _ _ → _ _ _ _/s; _ _ _ _/min; _ _ _ _/h; _ _ _ _/day

初期設定
1/s

ﾀｲｾｷ ﾉ ﾀﾝｲ

（体積の単位）

(0403)

この機能を使用し て、 体積を表示する単位を選択し ます。

選択肢

メ ー ト ル法 ：

cm3; dm3; m3; ml; l; hl; Ml MEGA

米国 ：

cc; af; ft3; oz f; gal; kgal; Mgal; bbl （通常の流体） ; bbl （ビール） ; 

bbl （石油化学製品） , bbl （貯蔵タ ン ク）

英国 ：

gal; Mgal; bbl （ビール） ; bbl （石油化学製品）

任意の単位 （" ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ （任意の単位） " 機能グループよ り → 69 ページ） ：

_ _ _ _

初期設定
リ ッ ト ル

! 注意 ! 

各積算計の単位は、 個々に選択する こ と ができ ます。
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機能グループ ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ （追加設定） 

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） → ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） → ﾂｲｶ ｾｯﾃｲ （追加設定）

ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ

（温度の単位）

(0422)

この機能を使用し て、 液体の温度を表示する単位を選択し ます。

選択肢
°C （摂氏）

K （ケルビン）

°F （華氏）

R （ラ ンキン）

初期設定
°C

! 注意 ! 

液体の温度を " ｵﾝﾄﾞ （温度） " 機能 （→ 93 ページ） に入力し ます。

ﾈﾝﾄﾞ ﾀﾝｲ

（粘度単位）

(0423)

この機能を使用し て、 液体の粘度を表示する単位を選択し ます。

選択肢
mm2/s

cSt

St

初期設定
mm2/s

ﾅｶﾞｻ ﾉ ﾀﾝｲ

（長さの単位）

(0424)

この機能を使用し て、 長さ の測定単位を選択し ます。

こ こ で選択する単位は、 次の機能にも適用されます。

• ﾖﾋﾞｺｳｹｲ （呼び口径）

• ﾁｮｯｹｲ （直径）

• ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ （パイプ厚さ）

• ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｱﾂﾐ （ラ イ ニングの厚み）

• ｿｸｾﾝ ﾉ ﾅｶﾞｻ （側線の長さ）

• ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ （ワ イヤの長さ）

• ｾﾝｻｷｮﾘ （センサ距離）

選択肢
ミ リ メ ー ト ル （mm）

INCH

初期設定
ミ リ メ ー ト ル （mm）

ｿｸﾄﾞ ﾀﾝｲ

（速度単位）

(0425)

この機能を使用し て、 速度を表示する単位を選択し ます。

こ こ で選択する単位は、 次の機能にも適用されます。

• ｵﾝｿｸ （音速）

• ﾘｭｳｿｸ （流速）

選択肢
mm2/s

cSt

St

初期設定
m/s

ﾋﾂﾞｹ / ｼﾞｺｸ ﾌｫｰﾏｯﾄ

（日付 / 時刻フ ォーマ ッ ト ）

(0429)

この機能を使用し て、 校正履歴の日付と時刻のフ ォーマ ッ ト を選択し ます。

選択肢
DD.MM.YY 24 H

MM/DD/YY 12 H A/P

DD.MM.YY 12 H A/P

MM/DD/YY 24 H

初期設定
DD.MM.YY 24 H
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11.3.3 グループ ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ （特殊な単位） 

機能グループ ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ （任意の単位） 

11.4 ブロ ッ ク ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ 

機能説明
ﾌﾟﾛｾｽﾍﾝｽｳ （プロセス変数） → ﾄｸｼｭﾅ ﾀﾝｲ （特殊な単位） → ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ （任意の単位）

この機能グループを使用し て、 流量変数に任意の単位を定義し ます。

ﾆﾝｲ ﾀｲｾｷﾀﾝｲ ﾃｷｽﾄ

（任意体積単位のテキス ト ）

(0602)

この機能を使用し て、 選択可能な体積 （流量） 単位のテキス ト を入力し ま

す。 設定するのはテキス ト のみで、 時間単位は ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ （0402）

の任意の単位から選択し て く ださい。

ユーザー入力
7 桁の浮動小数点数

初期設定
_ _ _ _ （テキス ト な し）

例
テキス ト 入力が "GLAS" の場合、 このテキス ト 文字列の最後に時間単位が示

されます （例 ： "GLAS/min"）。

GLAS = 体積 （テキス ト 入力）

GLAS/min = 体積流量 （表示）

ﾆﾝｲ ﾀｲｾｷ ﾉ ﾀﾝｲ

（任意体積の単位）

(0603)

この機能を使用し て、 自由に選択可能な単位に量単位 （時間単位な し） を

定義し ます。 この単位の基本と なる体積単位は 1 リ ッ ト ルです。

ユーザー入力
XXXX （最大 4 文字）

有効な文字は、 A-Z、 0-9、 +、 -、 小数点、 空白、 下線です。

初期設定
1

基準量
リ ッ ト ル

例
1 Glas の体積は 0.5 l→ Glas 2 個 = 1 リ ッ ト ル

ユーザー入力 ： 2

機能説明
ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

これに続 く ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの手順の説明と 図については、 39 ページ以降を参照 く だ さい。

ｾﾝｻ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

(1001)

この機能を使用し て、 センサの設置用セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ューを開始し ます。

選択肢
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定
ｲｲｴ

ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ｶｲｼ ?

（ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ開

始？）

(1002)

こ の機能を使用し て、 基本設定のためのセッ ト アッ プメ ニュ ーを開始し ま す。

選択肢
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定
ｲｲｴ

ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

（脈流セ ッ ト ア ッ プ）

(1003)

こ の機能を使用し て、 基本設定のためのセッ ト アッ プメ ニュ ーを開始し ま す。

選択肢
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定
ｲｲｴ
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11.5 ブロ ッ ク ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ   

11.5.1 グループ ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

機能グループ ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → ｺﾝﾄﾛｰﾙ → ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定）

ｹﾞﾝｺﾞ （言語）

(2000)

この機能を使用し て、 現場指示計で表示されるすべてのパラ メ ータおよび

メ ッ セージの言語を選択し ます。

! 注意 ! 

この機能で表示される選択項目は、 " ｹﾞﾝｺﾞ ｸﾞﾙｰﾌﾟ （言語グループ） （8226） " 

機能で表示される グループによ り ます。

言語グループ

言語グループ

WEST EU / USA （西欧 7 カ国語パッ ケージ）

ENGLISH （英語）

DEUTSCH （ド イ ツ語）

FRANCAIS （フ ラ ン ス語）

ESPANOL （スペイ ン語）

ITALIANO （イ タ リ ア語）

NEDERLANDS （オラ ンダ語）

PORTUGESE （ポル ト ガル語）

言語グループ

EAST EU / SCAND （東欧 7 カ国語パッ ケージ）

ENGLISH （英語）

NORSK （ ノ ルウ ェー語）

SVENSK （ス ウ ェーデン語）

SUOMI （フ ィ ン ラ ン ド語）

POLISH （ポーラ ン ド語）

CZECH （チェ コ語）

RUSSIAN （ロ シア語）

言語グループ

ASIA （日本語パッ ケージ）

ENGLISH （英語）

BAHASA INDONESIA （イ ン ド ネシア語）

ニホンゴ （日本語）

言語グループ

CHINESE （中国語パッ ケージ）

CHINESE （中国語）

ENGLISH （英語）

初期設定
国によ って異な り ます （→ 104 ページ）

! 注意 ! 

• ス ター ト ア ッ プ中に Q キーを同時に押すと 、 言語は初期値の 

"ENGLISH" にな り ます。

• 言語グループは、 操作プロ グ ラ ム "FieldCare" で変更する こ と ができ ます。

ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ

（表示の遅延）

(2002)

この機能を使用し て、 激し く 変動する流量に対する表示の応答を設定し ま

す。 早 く 応答させる場合は時定数を小さ く 、 あ るいは、 遅れて応答させる

場合は時定数を大き く し ます。

ユーザー入力
0 ～ 100 秒

初期設定
1 秒

! 注意 ! 

時定数を 0 秒に設定する と 、 遅延な しで応答し ます。
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機能グループ ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / ﾛｯｸ （ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク） 

LCD ｺﾝﾄﾗｽﾄ

(2003)

この機能を使用し て、 表示部のコ ン ト ラ ス ト を最適化し て現場のオペレー

シ ョ ン状況に適合させます。

ユーザー入力
10 ～ 100%

初期設定
50%

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ

(2004)

この機能を使用し て、 操作環境に応じ てバッ ク ラ イ ト を最適化し ます。

ユーザー入力
10 ～ 100%

初期設定
50%

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ ｵﾌ

(2005)

こ の機能を使用し て、 バッ ク ラ イ ト が自動的にオフになる 条件を設定し ま す。

選択肢
30 秒

1 分

5 分

常時 ON

初期設定
常時 ON

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → ｺﾝﾄﾛｰﾙ → ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / ﾛｯｸ （ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク）

ｱｸｾｽ ｺｰﾄﾞ

(2020)

機器システムのすべてのデータは、 不注意の誤操作から保護する こ と がで

き ます。 この機能によ り 決められたコード を入力し ない と設定値の変更が

でき ません。 キーが押される と 、 どの機能にあって も自動的に、 こ の機能

に切 り 替わ り 、 コード を入力する画面が、 表示部に表示されます （プロ グ

ラ ミ ングがロ ッ ク されている場合）。

パーソナルコード （初期設定 = 93） を入力する こ と によ って、 プロ グ ラ ミ

ングを有効にする こ と ができ ます。

ユーザー入力
0 ～ 9999 （最大 4 桁の数字）

初期設定
最大 4 桁の数字 ： 0 ～ 9999

! 注意 ! 

• 60 秒間キー操作を行わなければ、 プロ グ ラ ミ ングレベルは無効にな り 、

自動的にホームポジシ ョ ンに戻 り ます。

• ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ ｺｰﾄﾞ以外の数字を入力する と、 プロ グ ラ ミ ングはロ ッ ク されま

す。

• ユーザーコード を忘れた場合は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださい。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → ｺﾝﾄﾛｰﾙ → ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ （基本設定）
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機能グループ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｺｰﾄﾞ

(2021)

この機能を使用し て、 プロ グ ラ ミ ングを有効にするためのパーソナルコー

ド を入力し ます。

ユーザー入力
0 ～ 9999 （最大 4 桁の数字）

初期設定
93

! 注意 ! 

• ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ ｺｰﾄﾞで "0" を設定する と 、 常時プロ グ ラ ミ ングする こ と ができ

る設定と な り ます。

• プロ グ ラ ミ ングを ロ ッ クする と 、 この機能は利用でき ません。 また、 第

三者によ る コード の変更も不可能にな り ます。

ｱｸｾｽ ｽﾃｰﾀｽ

(2022)

この機能では、 ア ク セス ステータ ス を表示し ます。

表示内容
ﾕｰｻﾞｰ ｱｸｾｽ （設定可能）

ﾛｯｸ ｻﾚﾏｼﾀ （設定不可能）

初期設定
50%

ｱｸｾｽｶｳﾝﾀ

(2023)

この機能は、 プラ イベー ト コード またはサービ ス コード を入力し て、 何回

ロ ッ ク解除を行ったかを表示し ます。

表示内容
整数 （初期設定 ： 0）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → ｺﾝﾄﾛｰﾙ → ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ

(2040)

こ の機能を使用し て、 現場指示計の動作性能と そのピク セルをテス ト し ま す。

選択肢
ﾊｲ

ｲｲｴ

初期設定
ｵﾌ

テス ト 手順

1. オンを選択し てテス ト を開始し ます。

2. 1 行目、 2 行目、 3 行目のすべてのピ ク セルが、 最短 0.75 秒間暗 く な り

ます。

3. 1 行目、 2 行目、 3 行目のそれぞれのフ ィ ール ド で、 最短 0.75 秒間 "8" 

の文字が表示されます。

4. 1 行目、 2 行目、 3 行目のそれぞれのフ ィ ール ド で、 最短 0.75 秒間 "0" 

の文字が表示されます。

5. 1 行目、 2 行目、 3 行目に、 最短 0.75 秒間何も表示されません （空白表

示）。

テス ト が完了する と、 現場指示計はその初期の状態に戻 り 、 設定がオフに

変わ り ます。

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → ｺﾝﾄﾛｰﾙ → ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ / ﾛｯｸ （ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク）
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11.5.2 グループ 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示）   

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示） → ｾｯﾃｲ （設定）

1 = 1 行目の表示

2 = 2 行目の表示

3 = 3 行目の表示

A0001253

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(2200)

この機能を使用し て、 通常の測定作業中 1 行目の表示 （現場指示計の一番

上の行） に割 り 当て られる表示値を定義し ます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

ｵﾝｿｸ （音速） （CH1）

ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （シグナル強さ） （CH1）

ﾘｭｳｿｸ （流速） （CH1）

ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3）

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

初期設定
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

100% ﾉ ｱﾀｲ （100% の値）

(2201)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2200） " 機能でﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 

%） が選択されていない限 り 利用でき ません。

この機能を使用し て、 画面に表示される流れの値を 100% の値と し て設定し

ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
10 l/s

ﾌｫｰﾏｯﾄ

(2202)

この機能を使用し て、 1 行目に表示される値の小数点以下の最大桁数を設定

し ます。

選択肢
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX -X.XXXX

初期設定
X. XXXX

! 注意 ! 

• こ の設定は、 表示部で表示される指示にのみ影響を及ぼすもので、 機器

の測定精度には一切関係あ り ません。

• 機器によ り 計算された小数点以下の桁数は、 こ の設定および工学単位に

応じ て異なる ため、 常に表示される と は限 り ません。 そのよ う な場合、

画面上では測定値 と工学単位の間に矢印が表示され （例 ： 1.2→ m3/h）、

機器が、 表示部で表示でき る小数部の桁数を超え る桁数を使って計算し

ている こ と を示し ます。

Esc

E+-

1

2

3



機能説明書 プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル

74 エン ド レスハウザー ジ ャパン

機能グループ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示） 

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 1 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （1 行目の表示） → ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示）

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(2220)

この機能を使用し て、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2200） " 機能で定義された値と

交互に （10 秒毎に） 1 行目に表示する ための第二の値を定義し ます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

ｵﾝｿｸ （音速） （CH1）

ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （シグナル強さ） （CH1）

ﾘｭｳｿｸ （流速） （CH1）

ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3）

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

初期設定
ｵﾌ

100% ﾉ ｱﾀｲ （100% の値）

(2221)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2220） " 機能でﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 

%） が選択されていない限 り 利用でき ません。

この機能を使用し て、 画面に表示される流れの値を 100% の値と し て設定し

ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
呼び口径および国によ って異な り ます。 [value] / [dm3 ～ m3 または US-gal 

～ US-Mgal]

フルスケール値用単位の初期設定に対応し ます （→ 104 ページ）。

ﾌｫｰﾏｯﾄ

(2222)

この機能を使用し て、 1 行目に表示される値の小数点以下の最大桁数を設定

し ます。

選択肢
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX -X.XXXX

初期設定
X. XXXX

! 注意 ! 

• こ の設定は、 表示部で表示される指示にのみ影響を及ぼすもので、 機器

の測定精度には一切関係あ り ません。

• 機器によ り 計算された小数点以下の桁数は、 こ の設定および工学単位に

応じ て異な るため、 常に表示される と は限 り ません。 そのよ う な場合、

画面上では測定値 と工学単位の間に矢印が表示され （例 ： 1.2→ m3/h）、

機器が、 表示部で表示でき る小数部の桁数を超え る桁数を使って計算し

ている こ と を示し ます。
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11.5.3 グループ 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （2 行目の表示） 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （2 行目の表示） → ｾｯﾃｲ （設定）

1 = 1 行目の表示

2 = 2 行目の表示

3 = 3 行目の表示

A0001253

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(2400)

この機能を使用し て、 通常の測定作業中 2 行目の表示 （現場指示計の真中

の行） に割 り 当て られる表示値を定義し ます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

ｵﾝｿｸ （音速） （CH1）

ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （シグナル強さ） （CH1）

ﾘｭｳｿｸ （流速） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3）

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

初期設定
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） 1

100% ﾉ ｱﾀｲ （100% の値）

(2401)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2400） " 機能でﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 

%） が選択されていない限 り 利用でき ません。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

この機能を使用し て、 画面に表示される流れの値を 100% の値と し て設定し

ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
呼び口径および国によ って異な り ます。 [value] / [dm3 ～ m3 または US-gal 

～ US-Mgal]

フルスケール値用単位の初期設定に対応し ます （→ 104 ページ）。

Esc

E+-

1

2

3
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ﾌｫｰﾏｯﾄ

(2402)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2400） " 機能で数値表示が必要な選択項

目が選択されていない限 り 利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 2 行目に表示される値の小数点以下の最大桁数を設定

し ます。

選択肢
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX -X.XXXX

初期設定
X. XXXX

! 注意 ! 

• こ の設定は、 表示部で表示される指示にのみ影響を及ぼすもので、 機器

の測定精度には一切関係あ り ません。

• 機器によ り 計算された小数点以下の桁数は、 こ の設定および工学単位に

応じ て異な るため、 常に表示される と は限 り ません。 そのよ う な場合、

画面上では測定値 と工学単位の間に矢印が表示され （例 ： 1.2→ m3/h）、

機器が、 表示部で表示でき る小数部の桁数を超え る桁数を使って計算し

ている こ と を示し ます。

ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ （表示モード）

(2403)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2400） " 機能で % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バー

グ ラ フ体積流量） または % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ）

が選択されていない限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を設定し ます。

選択肢
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25/50/75% の目盛 り と 符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）。

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （正の流れ方向と 負の流れ方向を示す対称的

なバーグ ラ フ。 -50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号付き。）

A0001259

初期設定
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （2 行目の表示） → ｾｯﾃｲ （設定）



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 機能説明書

エン ド レスハウザー ジャパン 77

機能グループ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示） 

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （2 行目の表示） → ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示）

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(2420)

この機能を使用し て、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2400） " 機能で定義された値と

交互に （10 秒毎に） 2 行目に表示する ための第二の値を定義し ます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

ｵﾝｿｸ （音速） （CH1）

ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （シグナル強さ） （CH1）

ﾘｭｳｿｸ （流速） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3）

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

初期設定
ｵﾌ

! 注意 ! 

交互表示モード は、 ア ラーム / 注意 メ ッ セージが表示される と 直ちに中断

されます。 こ の メ ッ セージは、 画面に表示されます。

• ア ラーム メ ッ セージ （ア イ コ ンが点灯）

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ （異常の受領） （8004） " 機能で ｵﾝ が選択された場合、

エラーの確認が済んで、 エラーがな く な る と、 直ちに交互表示モード

が再開し ます。

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ （異常の受領） （8004） " 機能で ｵﾌ が選択された場合、

エラーがな く な る と 、 直ちに交互表示モード が再開し ます。

• 注意 メ ッ セージ （感嘆符が示される） ：

- 注意 メ ッ セージが有効でな く なる と、 直ちに交互表示モード が再開し

ます。

チャ ンネルは、 非表示になっている場合は選択肢の中に出てき ません。

" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能を使用し て、 チャ ンネルを表示ま

たは非表示にする こ と ができ ます。

100% ﾉ ｱﾀｲ （100% の値）

(2421)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2420） " 機能でﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 

%） が選択されていない限 り 利用でき ません。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

この機能を使用し て、 画面に表示される流れの値を 100% の値と し て設定し

ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
呼び口径および国によ って異な り ます。 [value] / [dm3 ～ m3 または US-gal 

～ US-Mgal]

フルスケール値用単位の初期設定に対応し ます （→ 104 ページ）。
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ﾌｫｰﾏｯﾄ

(2422)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2420） " 機能で数値表示が必要な選択項

目が選択されていない限 り 利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 1 行目に表示される値の小数点以下の最大桁数を設定

し ます。

選択肢
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX -X.XXXX

初期設定
X. XXXX

! 注意 ! 

• こ の設定は、 表示部で表示される指示にのみ影響を及ぼすもので、 機器

の測定精度には一切関係あ り ません。

• 機器によ り 計算された小数点以下の桁数は、 こ の設定および工学単位に

応じ て異な るため、 常に表示される と は限 り ません。 そのよ う な場合、

画面上では測定値 と工学単位の間に矢印が表示され （例 ： 1.2→ m3/h）、

機器が、 表示部で表示でき る小数部の桁数を超え る桁数を使って計算し

ている こ と を示し ます。

ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ （表示モード）

(2423)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2420） " 機能で % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バー

グ ラ フ体積流量） または % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ）

が選択されていない限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を設定し ます。

選択肢
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25/50/75% の目盛 り と 符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）。

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （正の流れ方向と 負の流れ方向を示す対称的

なバーグ ラ フ。 -50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号付き。）

A0001259

初期設定
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 2 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （2 行目の表示） → ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示）
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11.5.4 グループ 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示）   

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） → ｾｯﾃｲ （設定）

1 = 1 行目の表示

2 = 2 行目の表示

3 = 3 行目の表示

A0001253

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(2600)

この機能を使用し て、 通常の測定作業中 3 行目の表示 （現場指示計の一番

下の行） に割 り 当て られる表示値を定義し ます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

ｵﾝｿｸ （音速） （CH1）

ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （シグナル強さ） （CH1）

ﾘｭｳｿｸ （流速） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3）

ｼｽﾃﾑ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ （システムの状態）

ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ （流れ方向）

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

初期設定
ｼｽﾃﾑ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ （システムの状態）

100% ﾉ ｱﾀｲ （100% の値）

(2601)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2600） " 機能でﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 

%） が選択されていない限 り 利用でき ません。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

この機能を使用し て、 画面に表示される流れの値を 100% の値と し て設定し

ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
呼び口径および国によ って異な り ます。 [value] / [dm3 ～ m3 または US-gal 

～ US-Mgal]

フルスケール値用単位の初期設定に対応し ます （→ 104 ページ）。

Esc

E+-

1

2

3
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ﾌｫｰﾏｯﾄ

(2602)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2600） " 機能で数値表示が必要な選択項

目が選択されていない限 り 利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 3 行目に表示される値の小数点以下の最大桁数を設定

し ます。

選択肢
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX -X.XXXX

初期設定
X. XXXX

! 注意 ! 

• こ の設定は、 表示部で表示される指示にのみ影響を及ぼすもので、 機器

の測定精度には一切関係あ り ません。

• 機器によ り 計算された小数点以下の桁数は、 こ の設定および工学単位に

応じ て異な るため、 常に表示される と は限 り ません。 そのよ う な場合、

画面上では測定値 と工学単位の間に矢印が表示され （例 ： 1.2→ m3/h）、

機器が、 表示部で表示でき る小数部の桁数を超え る桁数を使って計算し

ている こ と を示し ます。

ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ （表示モード）

(2603)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2600） " 機能で % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バー

グ ラ フ体積流量） または % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ）

が選択されていない限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を設定し ます。

選択肢
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25/50/75% の目盛 り と 符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）。

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （正の流れ方向と 負の流れ方向を示す対称的

なバーグ ラ フ。 -50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号付き。）

A0001259

初期設定
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） → ｾｯﾃｲ （設定）
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機能グループ ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示） 

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） → ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示）

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(2620)

この機能を使用し て、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2600） " 機能で定義された値と

交互に （10 秒毎に） 3 行目に表示する ための第二の値を定義し ます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

ｵﾝｿｸ （音速） （CH1）

ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （シグナル強さ） （CH1）

ﾘｭｳｿｸ （流速） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

% ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3）

ｼｽﾃﾑ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ （システムの状態）

ﾅｶﾞﾚﾎｳｺｳ （流れ方向）

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ （電流入力値）

初期設定
ｵﾌ

! 注意 ! 

交互表示モード は、 ア ラーム / 注意 メ ッ セージが表示される と 直ちに中断

されます。 こ の メ ッ セージは、 画面に表示されます。

• ア ラーム メ ッ セージ （ア イ コ ンが点灯）

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ （異常の受領） （8004） " 機能で ｵﾝ が選択された場合、

エラーの確認が済んで、 エラーがな く な る と、 直ちに交互表示モード

が再開し ます。

- " ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ （異常の受領） （8004） " 機能で ｵﾌ が選択された場合、

エラーがな く な る と 、 直ちに交互表示モード が再開し ます。

• 注意 メ ッ セージ （感嘆符が示される） ：

- 注意 メ ッ セージが有効でな く なる と、 直ちに交互表示モード が再開し

ます。

チャ ンネルは、 非表示になっている場合は選択肢の中に出てき ません。

" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能を使用し て、 チャ ンネルを表示ま

たは非表示にする こ と ができ ます。

100% ﾉ ｱﾀｲ （100% の値）

(2621)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2620） " 機能でﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 

%） が選択されていない限 り 利用でき ません。

• ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ % （体積流量 %） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌﾀｲｾｷ FL （% バーグ ラ フ体積流量） （CH1）

• % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ） （CH1）

この機能を使用し て、 画面に表示される流れの値を 100% の値と し て設定し

ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
呼び口径および国によ って異な り ます。 [value] / [dm3 ～ m3 または US-gal 

～ US-Mgal]

フルスケール値用単位の初期設定に対応し ます （→ 104 ページ）。
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ﾌｫｰﾏｯﾄ

(2622)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2620） " 機能で数値表示が必要な選択項

目が選択されていない限 り 利用する こ と はでき ません。

この機能を使用し て、 3 行目に表示される値の小数点以下の最大桁数を設定

し ます。

選択肢
XXXXX. - XXXX.X - XXX.XX - XX.XXX -X.XXXX

初期設定
X. XXXX

! 注意 ! 

• こ の設定は、 表示部で表示される指示にのみ影響を及ぼすもので、 機器

の測定精度には一切関係あ り ません。

• 機器によ り 計算された小数点以下の桁数は、 こ の設定および工学単位に

応じ て異な るため、 常に表示される と は限 り ません。 そのよ う な場合、

画面上では測定値 と工学単位の間に矢印が表示され （例 ： 1.2→  m3/h）、

機器が、 表示部で表示でき る小数部の桁数を超え る桁数を使って計算し

ている こ と を示し ます。

ﾋｮｳｼﾞ ﾓｰﾄﾞ （表示モード）

(2623)
! 注意 ! 

この機能は、 " ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て） （2620） " 機能で % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ﾀｲｾｷ FL （% バー

グ ラ フ体積流量） または % ﾊﾞｰｸﾞﾗﾌ ｼｸﾞﾅﾙ ﾂﾖｻ （% バーグ ラ フシグナル強さ）

が選択されていない限 り 、 使用でき ません。

この機能を使用し て、 バーグ ラ フのフ ォーマ ッ ト を設定し ます。

選択肢
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向） （25/50/75% の目盛 り と 符号が付いた簡単なバーグ ラ フ）。

A0001258

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向） （正の流れ方向と 負の流れ方向を示す対称的

なバーグ ラ フ。 -50 / 0 / +50% の目盛 り と 符号付き。）

A0001259

初期設定
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

機能説明
ﾕｰｻﾞｰ ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ → 3 ｷﾞｮｳﾒ ﾉ ﾋｮｳｼﾞ （3 行目の表示） → ｺｳｺﾞ ﾋｮｳｼﾞ （交互表示）
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11.6 ブロ ッ ク ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） 

11.6.1 グループ ｾｷｻﾝｹｲ （積算計 1 ～ 3） 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） → ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） → ｾｯﾃｲ （設定）

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(3000)

この機能を使用し て、 積算計に測定パラ メ ータ を割 り 当てます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

初期設定
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1）

! 注意 ! 

• 選択が変更される と積算計は "0" に リ セ ッ ト されます。

• こ の積算計の " ｾｯﾃｲ （設定） " 機能グループで ｵﾌ を選択する と 、 "3000"

機能のみがそのま ま表示されます。

ｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ﾀﾝｲ

（積算計の単位）

(3001)

この機能を使用し て、 事前に選択されている積算計の測定パラ メ ータ を設

定し ます。

選択肢

メ ー ト ル法 ：

cm3; dm3; m3; ml; l; hl; Ml

米国 ：

cc; af; ft3; oz f; gal; Mgal; bbl （通常の流体） ; bbl （ビール） ; 

bbl （石油化学製品） ; bbl （貯蔵タ ン ク）

英国 ：

gal; Mgal; bbl （ビール） ; bbl （石油化学製品）

任意の単位 （" ﾆﾝｲ ﾉ ﾀﾝｲ （任意の単位） " 機能グループよ り → 69 ページ） ：

_ _ _ _ 

初期設定
m3

ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ

（積算計モード）

(3002)

この機能を使用し て、 当該積算計によ る流量の積算方法を定義し ます。

選択肢

+/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ

正および負の流量。 正方向および逆方向の両方の流量が考慮されます。 つ

ま り 、 流れ方向の総流量が記録されます。

正方向

正の流量のみ

逆方向

負の流量のみ

初期設定
積算計 1 = +/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ

積算計 2 = ｾｲ ﾎｳｺｳ （正方向）

積算計 3 = ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ （逆方向）

ｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ﾘｾｯﾄ

（積算計の リ セ ッ ト ）

(3003)

この機能を使用し て、 該当の積算計の合計およびオーバーフ ローをゼロに

リ セ ッ ト し ます。

選択肢
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定
ｲｲｴ
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機能グループ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

11.6.2 グループ ｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｾｯﾃｲ （積算計の設定） 

機能説明
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） → ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） → ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ｺﾞｳｹｲ （合計）

(3040)

こ の機能を使用し て、 特定の積算計について、 測定開始から 積算さ れた測定

パラ メ ータ を表示し ま す。 値は、 " ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ（ 積算計モード ）（ 3002） " 

機能で選択さ れた設定およ び流れの方向に応じ て、 正ま たは負になり ま す。

表示内容
符号と単位が付いた最大 7 桁の浮動小数点数 （例 ： 15467.04 m3）

! 注意 ! 

交互表示モード は、 ア ラーム / 注意 メ ッ セージが表示される と 直ちに中断

されます。 こ の メ ッ セージは、 画面に表示されます。

• " ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ （積算計モード） " 機能 （→ 83 ページ） での設定の結果は

次のよ う にな り ます。

- "+/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ " に設定されている場合、 積算計は流れを正の方向と

負の方向を確認し て総流量を記録し ます。

- " ｾｲﾎｳｺｳ " に設定されている場合、積算計は正の方向の流れのみを記録

し ます。

- " ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ " に設定されている場合、 積算計は負の方向の流れのみを記

録し ます。

• エラーが発生し た場合の積算計の応答は、 " ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ ｾｯﾃｲ （フ ェー

ルセーフモード設定） " （3801） " 機能で定義されます （→ 83 ページ）。

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

(3041)

この機能を使用し て、 特定の積算計について、 測定開始から積算された

オーバーフ ロー合計を表示し ます。

合計流量は、 最大 7 桁で構成される浮動小数点数で表されます。 この機能

を使用する と、 それよ り 大きい数値 （ >9,999,999） をオーバーフ ロー値と し

て表示する こ と ができ ます。 その結果、 有効積算値は、 " ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ " し た値

に " ｺﾞｳｹｲ （合計） " 機能で表示された値を加えた積算値にな り ます。

例
オーバーフ ロー 2 回分の読取値 ： 2 107 dm3 （= 20,000,000 dm3）

" ｺﾞｳｹｲ （合計） " 機能で表示される値 = 196,845.7 dm3

有効合計数量 = 20,196,845.7 dm3

表示内容
符号と単位が付いた、 べき指数を持つ整数。 例 ： 2 107 dm3

機能説明
ｾｷｻﾝｹｲ （積算計） → ｾｷｻﾝｹｲ ﾉ ｾｯﾃｲ （積算計の設定）

ALL ｾｷｻﾝｹｲ ﾘｾｯﾄ

（全積算計の リ セ ッ ト ）

(3800)

この機能を使用し て、 積算計 （1 ～ 3） の合計 （すべてのオーバーフ ローを

含む） を " ゼロ " に リ セ ッ ト し ます （= ﾘｾｯﾄ）。

選択肢
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定
ｲｲｴ

ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ ｾｯﾃｲ

（フ ェールセーフモード設

定）

(3801)

こ の機能を使用し て、 エラ ー時の、 全積算計 （1 ～ 3） 共通の応答を定義し

ま す。

選択肢

ｽﾄｯﾌﾟ

エラーがあ る場合、 積算計が停止し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ （実際の値）

積算計は、 現在測定し ている流量値を基にカ ウ ン ト を続行し ます。 エラー

は無視されます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ （ホール ド された値）

積算計は、 前回有効だった流量値 （エラー発生前の値） を基にカ ウ ン ト を

続行し ます。

初期設定
ｽﾄｯﾌﾟ
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11.7 ブロ ッ ク ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） 

11.7.1 グループ ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能グループ ｼﾞｮｳﾎｳ （情報） 

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） → ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ → ｾｯﾃｲ （設定）

ﾀｸﾞ ﾊﾞﾝｺﾞｳ （タ グ番号）

(4900)

こ の機能を使用し て、 記録する データ （ ヘッ ダー） のタ グ番号を入力し ま す。

! 注意 ! 

記録後、 タ グ番号は機器のアンプに保存されます。 測定点を変えた場合は、

これに応じ て タ グ番号を変更する必要があ り ます。

ユーザー入力
最大 8 文字のテキス ト 、 使用可能な文字 ： A ～ Z、 0 ～ 9、 +、 -、 句読点

初期設定
 - - - - - - - - （テキス ト な し）

ﾛｷﾞﾝｸﾞ

(4901)

この機能を使用し て、 USB メ モ リ へのデータ ロ ギングの開始と 停止を行い

ます。

選択肢
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定
ｵﾌ

ｼｽﾃﾑ ﾋﾂﾞｹ / ｼﾞｺｸ

（システム 日付 / 時刻）

(4902)

この機能を使用し て、 現在の日付と 時刻を入力し ます。

ユーザー入力
• 日 ： 00 ～ 99

• 月 ： 00 ～ 31

• 年 ： 00 ～ 12

• 午前 / 午後 ： A または P

ﾛｷﾞﾝｸﾞ ｻｲｸﾙ

(4903)
この機能を使用し て、 データ ロ ギングサイ クルの間隔を設定し ます。

ユーザー入力
整数、 1 ～ 99999 s

初期設定
10 s

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ ﾉ ｼｮｳｷｮ

（ロ グフ ァ イルの消去）

(4904)

この機能を使用し て、 USB メ モ リ の内容をすべて消去し ます。

選択肢
ｲｲｴ

ﾊｲ

セキュリティ設定オプション
ｲｲｴ

ﾊｲ

初期設定
ｲｲｴ

機能説明
ｼｭﾂﾘｮｸ （出力） → ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ → ｼﾞｮｳﾎｳ （情報）

ﾛｷﾞﾝｸﾞ ｼﾞｶﾝ

（ロ ギング時間）

(4981)

この機能を使用し て、 USB メ モ リ にデータ ロ ギングが行われた経過時間を

表示し ます。

表示内容
HH:MM:SS

初期設定
00:00:00
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11.8 ブロ ッ ク ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） 

11.8.1 グループ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） → ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） → ｾｯﾃｲ （設定）

ﾜﾘｱﾃ （割 り 当て）

(5200)

この機能を使用し て電流出力にプロセス変数を割 り 当てます。

選択肢
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ ｷｷ 2 （体積流量 機器 2）

ｵﾌ

初期設定
ｵﾌ

ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾊﾝｲ

（出力電流範囲）

(5201)

この機能を使用し て、 電流レ ンジを設定し ます。 電流出力を NAMUR 規格に

準拠 （最大 20.5 mA）、 あ るいは、 最大電流 25 mA のいずれかに設定する こ

と ができ ます。

選択肢
0-20 mA

4-20 mA

4-20 mA NAMUR 

4-20 mA US 

0-20 mA （25 mA）

4-20 mA （25 mA）

初期設定
4-20 mA NAMUR

電流範囲 / 測定範囲：
0-20 mA / 0 ～ 20.5 mA

4-20 mA / 4 ～ 20.5 mA 

4-20 mA NAMUR / 3.8 ～ 20.5 mA 

4-20 mA US / 3.9 ～ 20.8 mA 

0-20 mA (25 mA) / 0 ～ 24 mA 

4-20 mA (25 mA) / 4 ～ 24 mA

0-4 mA ﾉ ｱﾀｲ

（0-4 mA の値）

(5202)

この機能を使用し て、 0/4 mA の電流値に値を割 り 当てます。

選択肢
5 桁の浮動小数点数

初期設定
0 m3/h

20 mA ﾉ ｱﾀｲ

（20 mA の値）

(5203)

この機能を使用し て、 20 mA の電流に値を割 り 当てます。

選択肢
5 桁の浮動小数点数

初期設定
10 l/s

ﾌｪｰﾙｾｰﾌﾓｰﾄﾞ

(5204) 

この機能を使用し て、 エラー時に用いる電流入力に割 り 当てたプロセス変

数の値を設定し ます。

! 注意 ! 

電流入力値が測定範囲外（" ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾊﾝｲ（出力電流範囲）（5201）" 機

能参照）の場合、 こ の機能で設定し た値が、 電流入力に割り 当てたプロ セス

変数の値に用いら れ、 " ﾃﾞﾝﾘｭｳ IN ｵｰﾊﾞｰ (#363)" が指示計に表示さ れま す。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
0 l/s
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機能グループ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

機能説明
ﾆｭｳﾘｮｸ （入力） → ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾆｭｳﾘｮｸ （電流入力） → ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ﾃﾞﾝﾘｭｳﾆｭｳﾘｮｸﾁ

（電流入力値）

(5240)

この機能を使用し て、 現在の入力電流値を表示し ます。

表示内容
0.0 ～ 25 mA

ﾃﾞﾝﾘｭｳ IN ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

（電流入力シ ミ ュ レーシ ョ

ン）

(5241)

この機能を使用し て、 電流入力のシ ミ ュ レーシ ョ ンを起動し ます。

選択肢
ｵﾌ

ｵﾝ

初期設定
ｵﾌ

! 注意 ! 

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ IN SIM ﾁｭｳ (#661)" と い う メ ッ セージは、シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動

中であ る こ と を示し ています。

• 電流入力シ ミ ュ レーシ ョ ンで用いられる値は、" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾃﾞﾝﾘｭｳ IN ﾁ （シ

ミ ュ レーシ ョ ン電流入力値） （5242） " 機能で設定し ます。

• 機器は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンが進行中で も測定を続行し ます。 つま り 、 現

在の測定値は他の出力やデ ィ スプレ イ を経由し て正し く 出力されます。

" 警告 ! 

電源異常 （停電等） が発生する と、 設定は保存されません。

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾃﾞﾝﾘｭｳ IN ﾁ

（シ ミ ュ レーシ ョ ン電流入

力値）

(5242)

! 注意 ! 

この機能は、 " ﾃﾞﾝﾘｭｳ IN ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ （電流入力シ ミ ュ レーシ ョ ン） （5241） " 

機能がオンになっていない限 り 使用でき ません。

この機能を使用し て、 電流入力シ ミ ュ レーシ ョ ンに用いる電流値 （例 ： 12 

mA） を設定し ます。 この機能を使用し て、 外部入力装置および流量計自体

をテス ト し ます。

ユーザー入力
0.00 ～ 25.00 mA

初期設定
 0.00 mA または 4 mA （機能番号 5201 の設定によ る）

" 警告 ! 

電源異常 （停電等） が発生する と、 設定は保存されません。
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11.9 ブロ ッ ク ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） 

11.9.1 グループ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ｾｯﾃｲ （設定）

LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ

（ローフ ローカ ッ ト オフの

割 り 当て）

(6400)

この機能を使用し て、 ローフ ローカ ッ ト オフにし きい値を割 り 当てます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

初期設定
ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量）

LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉ ｱﾀｲ

（ローフ ローカ ッ ト オフ オ

ンの値）

(6401)

この機能を使用し て、 ローフ ローカ ッ ト オフのス イ ッ チオンポ イ ン ト に値

を割 り 当てます。

設定値が 0 以外な らばローカ ッ ト オフが作動し ます。 ローカ ッ ト オフが作

動する と 、 流量値の正負の符号がデ ィ スプレ イに強調表示されます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

! 注意 ! 

単位は、 " ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ﾀﾝｲ （体積流量の単位） （0402） " 機能で設定され

ます （→ 67 ページ）。

初期設定
0 l/s

LF ｶｯﾄｵﾌ OFF ﾉ ｱﾀｲ

（ローフ ローカ ッ ト オフ オ

フの値）

(6403)

この機能を使用し て、 ローフ ローカ ッ ト オフのス イ ッ チオフポ イ ン ト を入

力し ます。

ス イ ッ チオンポ イ ン ト （a） からの正の ヒ ステ リ シス （H） と し て、 ス イ ッ

チオフポ イ ン ト を入力し ます。

ユーザー入力
整数 0 ～ 100%

初期設定
50%

A0001245

Q = 流れ [ 体積 / 時間 ]

a = LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉ ｱﾀｲ （ローフ ローカ ッ ト オフ オンの値） （6402） = 200 

dm3/h

b = LF ｶｯﾄｵﾌ OFF ﾉ ｱﾀｲ （ローフ ローカ ッ ト オフ オフの値） （6403） = 10%

c = ロー フ ロー カ ッ ト  オフが作動

1 = 200 dm3/h でローフ ローカ ッ ト オフがオンになる

2 = 220 dm3/h でローフ ローカ ッ ト オフがオフになる

t = 時間

1

c c

Q

t

1

2
b

a

2

H
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ﾌﾟﾚｯｼｬ ﾊﾟﾙｽ ｻﾌﾟﾚｽ

(6404)

バルブを閉める と 、 配管内で短時間ながら激しい流体移動が発生する可能

性があ り ます。 この移動は、 機器によ って記録されます。 こ のよ う な条件

でパルスが積算される と 、 特にバッ チ処理の場合に、 積算値に誤差が発生

し ます。 このため、 機器にはプレ ッ シ ャパルスサプレ ス （= 短期信号除去）

が装備され、 システム関連の " 外乱 " を取 り 除 く こ と ができ ます。

! 注意 ! 

プレ ッ シ ャパルスサプレ スは、 ローフ ローカ ッ ト オフが作動中でない限 り 、

使用でき ません （"LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉ ｱﾀｲ （ローフ ローカ ッ ト オフ オンの値）

" 機能 → 88 ページ を参照）。

この機能を使用し て、 プレ ッ シ ャパルスサプレ スの作動時間を設定し ます。

プレ ッ シ ャパルスサプレ スの作動

プレ ッ シ ャパルスサプレ スは、 流量がローフ ローカ ッ ト オフのス イ ッ チオ

ンポ イ ン ト 未満になる と 、 作動し ます （図のポ イ ン ト  1 を参照）。

プレ ッ シ ャパルスサプレ スが作動中、 以下の条件が適用されます。

• 電流出力 → 流量ゼロに対応する電流を出力する

• パルス / 周波数出力 → 流量ゼロに対応する周波数を出力する

• 画面上の流量値 = → 0.

• 積算値 → 積算計は直前の修正値で一定にな る

ﾌﾟﾚｯｼｬ ﾊﾟﾙｽ ｻﾌﾟﾚｽ の停止

プレ ッ シ ャパルスサプレ スは、 こ の機能で設定された時間を経過する と、

作動停止し ます （図のポ イ ン ト 2 を参照）。

初期設定
1/s

! 注意 ! 

プレ ッ シ ャパルスサプレ ス時間が経過し、 流量がローフ ローカ ッ ト オフの

ス イ ッ チオフポ イ ン ト を超え る と、 現在の流量値が表示され、 出力されま

す （図のポ イ ン ト  3 を参照）。

A0001285-EN

ユーザー入力
 単位が付いた最大 4 桁の数字 0.00 ～ 100.0 s

初期設定
1/s

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ｾｯﾃｲ （設定）

a b c

t

Q
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機能グループ ﾁｮｳｾｲ （調整） 

機能グループ ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ  

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ﾁｮｳｾｲ （調整）

ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄ ﾁｮｳｾｲ

（ゼロポ イ ン ト 調整）

(6480)

この機能を使用し て、 ゼロ ポ イ ン ト 調整を開始し ます。

! 注意 ! 

ゼロポ イ ン ト 調整の実行手順詳細については、 45 ページを参照 く ださい。

選択肢
ｷｬﾝｾﾙ

ｽﾀｰﾄ

初期設定
ｷｬﾝｾﾙ

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ

ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ

（パイプの規格）

(6520)

この機能を使用し て、 パイプの規格を選択し ます。

選択肢
ｿﾉﾀ （その他）

DIN ： PN10, PN16, 28610, 28614, 28615, 28619

ANSI ： SCHEDULE 40, SCHEDULE 80

AWWA ： ク ラ ス 50, ク ラ ス 53, ク ラ ス 55

! 注意 ! 

選択内容は次の設定に反映されます ：

• ﾊﾟｲﾌﾟ ｻﾞｲｼﾂ （パイプの材質） （6522）

• ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ （パイプ音速） （6524）

• ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｻﾞｲｼﾂ （ラ イ ニングの材質） （6528）

これら 3 つの設定を変更し た場合には、" ﾊﾟｲﾌﾟﾉｷｶｸ " は " ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト さ

れます。

初期設定
DIN PN10

ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径）

(6521)
! 注意 ! 

" ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （パイプの規格） （6520） " で " ｿﾉﾀ " が選択されている場合には

" ヨ ビ コ ウ ケ イ " の項目は表示されません。

この機能を使用し て、 パイプ材質を選択し ます。

選択肢
ｿﾉﾀ （その他）

DN ：

25/1", 40/1½", 50/2", 80/3", 100/4", 150/6", 200/8", 250/10", 300/12", 

400/16", 450/18", 500/20", 600/24", 700/28", 750/30", 800/32", 900/36", 

1000/40", 1200/48", 1400/54", 1500/60", 1600/64", 1800/72", 2000/80"

! 注意 ! 

選択内容は次の設定に反映されます ：

• ﾊﾟｲﾌﾟ ｴﾝｼｭｳ （パイプ円周） （6525）

• ﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾞｲｹｲ （パイプ外径） （6526）

• ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ （パイプ厚さ） （6527）

これら 3 つの設定を変更し た場合には、" ﾊﾟｲﾌﾟﾉｷｶｸ " は " ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト さ

れ 、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " の項目は表示されません。

初期設定
80/3"
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ﾊﾟｲﾌﾟ ｻﾞｲｼﾂ

（パイプの材質）

(6522)

こ こには、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （パイプの規格） （6520） " で設定し たパイプ材質が

表示されます。 パイプ材質の設定を変更し た場合には、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ

（6520） " は " ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト され、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " の項目

は表示されません。

パイプの規格が未設定または " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （パイプの規格） " （6520） が

" ｿﾉﾀ " に設定されている場合には、 パイプ材質を設定し て く だ さい。

選択肢
ｶｰﾎﾞﾝｽﾁｰﾙ、 ﾀﾞｸﾀｲﾙﾁｭｳﾃﾂ （ダ ク タ イル鋳鉄）、 ｽﾃﾝﾚｽ ｺｳ （ステン レ ス

鋼）、 SS ANSI 304、 SS ANSI 316、 SS ANSI 347、 SS ANSI 410、 SS ANSI 430、

ｱﾛｲ C、 PVC、 PE、 LDPE、 HDPE、 GRP、 PVDF、 PA、 PP、 PTFE、

ﾊﾟｲﾚｯｸｽｶﾞﾗｽ、 ｲｼﾜﾀｾﾒﾝﾄ （石綿セ メ ン ト ）、 ｿﾉﾀ （その他）

初期設定
ｽﾃﾝﾚｽ ｺｳ （ステンレ ス鋼）

ｷｼﾞｭﾝﾁ （基準値）

(6523)

この機能を使用し て、 パイプ音速を測定する ための基準 と し て、 基準構成

要素 （例 ： フ ラ ンジ） の厚さ を入力し ます。

! 注意 ! 

この機能は、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能、 97 ページを参照）

で " ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ （パイプ音速） " オプシ ョ ンが選択されていない限 り 表示さ

れません。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定
5 mm

ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ （パイプ音速）

(6524)

こ こには、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （パイプの規格） " （6520） で設定し たパイプ音速

が表示されます。 パイプ音速の設定を変更し た場合には、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ

（6520） " は " ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト され、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " の項目

は表示されません。

パイプの規格が未設定または " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （パイプの規格） （6520） " が

" ｿﾉﾀ " に設定されている場合には、 パイプ音速を設定し て く だ さい。

パイプ中の音速の測定
パイプ中の音速がわから ない場合は、 測定する こ と ができ ます。 そのため

には、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能、 → 97 ページを参照） で 

" ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ （パイプ音速） " オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。 パイ

プ中の音速は、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ （パイプ音速） （6524） " 機能を呼出すこ と に

よ って測定でき ます。 測定された音速、 シグナル強さおよびバーグ ラ フが

現場指示計に表示されます。 バーグ ラ フの 100% に達し た ら、 測定が有効に

なっています。 F キーを押し て機能を確認する と、 " ﾎｿﾞﾝ （保存） " プロ ン

プ ト が表示されます。 測定された音速を受入れるには、 O キーまたは S 
キーを使用し て、 ﾊｲ を選択し て く ださい。

! 注意 ! 

• 音速値の測定には超音波センサ "DDU18" を使用し ます。 詳し く は最寄の

弊社営業所にお問い合わせ く ださい。

• 基準値は、 パイプ音速を測定するための基準 と し て使用されます。 この

基準値は編集でき ます （" ｷｼﾞｭﾝﾁ （基準値） " （6523） を参照）。

ユーザー入力
固定小数点数 800 ～ 6500 m/s

初期設定
3120 m/s

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ



機能説明書 プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル

92 エン ド レスハウザー ジ ャパン

ﾊﾟｲﾌﾟ ｴﾝｼｭｳ

（パイプ円周）

(6525)

こ こには、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " で設定し たパイプ円周が表示さ

れます。 パイプ円周の設定を変更し た場合には、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （6520） " は 

" ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト され、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " の項目は表示され

ません。

呼び口径が未設定または " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " が " ｿﾉﾀ " に設定さ

れている場合には、 パイプ円周を設定し て く だ さい。 この機能を使用し て、

パイプの円周を入力し ます。

ユーザー入力
固定小数点数 31.4 ～ 15708.0 mm

初期設定
279.3 mm

ﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾞｲｹｲ

（パイプ外径）

(6526)

こ こには、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " で設定し たパイプ外径が表示さ

れます。 パイプ外径の設定を変更し た場合には、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （6520） " は 

" ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト され、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " の項目は表示され

ません。

呼び口径が未設定または " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " が " ｿﾉﾀ " に設定

されている場合には、 パイプ外径を設定し て く ださい。

ユーザー入力
固定小数点数 10.0 ～ 5000.0 mm

初期設定
88.9 mm

ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ

（パイプ厚さ）

(6527)

こ こには、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " で設定し たパイプ厚さ が表示さ

れます。 パイプ厚さ の設定を変更し た場合には、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （6520） " は 

" ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト され、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " の項目は表示され

ません。

呼び口径が未設定または " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " が " ｿﾉﾀ " に設定さ

れている場合には、 パイプ厚さ を設定し て く だ さい。

パイプ厚さの測定
パイプ厚さがわから ない場合は、 測定する こ と ができ ます。 そのためには、

" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能、 97 ページを参照） で " ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ

（パイプ厚さ） " オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。 パイプ厚さは、

" ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ （パイプ厚さ） （6527） " 機能を呼出すこ と によ って測定でき ま

す。 測定されたパイプ厚さ、 シグナル強さおよびバーグ ラ フが現場指示計

に表示されます。 バーグ ラ フの 100% に達し た ら、 測定が有効になっていま

す。 F キーを押し て機能を確認する と、 " ﾎｿﾞﾝ （保存） " プロ ンプ ト が表示

されます。 測定された厚さ を受入れるには、 O キーまたは S キーを使用し

て、 ﾊｲ を選択し て く ださい。

! 注意 ! 

パイプ厚さ を計算する ためには、 超音波センサ "DDU19" が必要と な り ま

す。 詳し く は、 お近 く の弊社営業所も し く は代理店にお問い合わせ く だ さ

い。

ユーザー入力
固定小数点数 0.1 ～ 100.0 mm

初期設定
3.2 mm

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ
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機能グループ ｴｷﾀｲﾃﾞｰﾀ （液体データ） 

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｻﾞｲｼﾂ

（ラ イ ニングの材質）

(6528)

こ こには、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （パイプの規格） （6520） " で設定し た ラ イ ニング材

が表示されます。 ラ イ ニング材の設定を変更し た場合には、 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ

（6520） " は " ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト され、 " ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ （呼び口径） （6521） " の項目

は表示されません。

パイプの規格が未設定または " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ （パイプの規格） （6520） " が 

" ｿﾉﾀ " に設定されている場合には、 ラ イ ニング材を設定し て く ださい。

選択肢
ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾅｼ （ラ イ ニングな し）

ﾓﾙﾀﾙ

ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ

ｿﾉﾀ （その他）

初期設定
ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾅｼ （ラ イ ニングな し）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｵﾝｿｸﾁ

（ラ イ ニングの音速値）

(6529)

! 注意 ! 

" ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｻﾞｲｼﾂ （ラ イ ニングの材質） （6528） " が " ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾅｼ " に設定され

ている場合には、 こ の項目は表示されません。

こ こには、 " ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｻﾞｲｼﾂ （ラ イ ニングの材質） （6528） " で設定し た ラ イ

ニング材を透過する音速が表示されます。 ラ イ ニング材の音速の設定を変

更し た場合には、 ラ イ ニング材は " ｿﾉﾀ " に リ セ ッ ト されます。

ラ イ ニング材が未設定または " ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｻﾞｲｼﾂ （ラ イ ニングの材質） （6528）

" が " ｿﾉﾀ " に設定されている場合には、 こ の項目は表示されません。

ユーザー入力
固定小数点数 800 ～ 6500 m/s

初期設定
" ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｻﾞｲｼﾂ （ラ イ ニングの材質） （6528） " 機能での選択によ って異な

り ます。

ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｱﾂﾐ

（ラ イ ニングの厚み）

(6528)

! 注意 ! 

" ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾉ ｻﾞｲｼﾂ （ラ イ ニングの材質） （6528） " が " ﾗｲﾆﾝｸﾞ ﾅｼ " に設定され

ている場合には、 こ の項目は表示されません。

この項目は、 ラ イ ニング厚を設定するのに使用されます。

ユーザー入力
固定小数点数 0.1 ～ 100.0 mm

初期設定
0 mm

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ｴｷﾀｲﾃﾞｰﾀ （液体データ）

ｴｷﾀｲ （液体）

(6540)

この機能を使用し て、 パイプの中の液体を選択し ます。

選択肢
ﾐｽﾞ （水）、 ｶｲｽｲ （海水）、 ｼﾞｮｳﾘｭｳｽｲ （蒸留水）、 ｱﾝﾓﾆｱ、 ｱﾙｺｰﾙ、 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、

ｼｭｳｶﾌﾞﾂ （臭化物）、 ｴﾀﾉｰﾙ、 ｸﾞﾘｺｰﾙ、 ﾄｳﾕ （灯油）、 ﾆｭｳｻﾞｲ （乳剤）、

ﾒﾀﾉｰﾙ、 ﾄﾙｴﾝ、 ｼﾞｭﾝｶﾂﾕ （潤滑油）、 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ ｵｲﾙ （燃料油）、 ﾍﾟﾄﾛｰﾙ、 ｿﾉﾀ

（その他）

! 注意 ! 

設定によ り 音速値および粘度が決ま り ます。 " ｿﾉﾀ " を選択し た場合には

" ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液体音速） （6542） " および " ﾈﾝﾄﾞ （粘度） （6543） " を入力し

ます。

初期設定
ﾐｽﾞ （水）

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ
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ｵﾝﾄﾞ （温度）

(6541)

この機能を使用し て、 液体の温度を入力し ます。 液体の温度は、 音速値を

経てセンサ間距離に影響を与えます。 通常測定条件下のプロセス温度を入

力し、 測定システムの最適化を行います。

ユーザー入力
固定小数点数 -273.15 ～ 726.85 ℃ （0 ～ 1000 K）

初期設定
20 ℃

ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液体音速）

(6542)

この機能を使用し て、 液体の音速を確認し ます。 液体の音速は、 " ｴｷﾀｲ （液

体） （6540） " および " ｵﾝﾄﾞ （温度） （6541） " の設定値よ り 決定されます。 音

速の設定を変更し た場合には、 " ｴｷﾀｲ （液体） （6540） " は " ｿﾉﾀ " に リ セ ッ

ト されます。

" ｴｷﾀｲ （液体） （6540） " で " ｿﾉﾀ " を選択し た場合には、 こ の機能を使用し

て音速値を入力し ます。

液体音速の測定
液体音速がわから ない場合は、 測定する こ と ができ ます。 そのためには、

" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880, → 97 ページ） " 機能で " ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液

体音速） " オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。 液体中の音速は、 " ｴｷﾀｲ 

ｵﾝｿｸ （液体音速） （6542） " 機能を呼出すこ と によ って測定でき ます。 測定

された音速が現場指示計に表示されます。 F キーを押し て機能を確認する

と 、 " ﾎｿﾞﾝ （保存） " プロ ンプ ト が表示されます。 測定された音速を受入れ

るには、 O キーまたは S キーを使用し て、 ﾊｲ を選択し て く ださい。

! 注意 ! 

音速値の測定には超音波センサ "DDU18" を使用し ます。 詳し く は最寄の弊

社営業所にお問い合わせ く ださい。

変速器検索レ ンジ

測定機器は、 設定された音速値範囲内で測定信号を検索し ます。 検索レ ン

ジは " ｴｷﾀｲﾉ MIN. ｵﾝｿｸﾁ （液体の最小音速値） （6545） " および " ｴｷﾀｲ ﾉ 

MAX. ｵﾝｿｸﾁ （液体の最大音速値） （6546） " で設定し ます。 音速値が検索レ

ンジを超え る場合、 エラー メ ッ セージが表示されます。

! 注意 ! 

予期せぬ信号状態 （信号強度 < 50%） のため、 検索レ ンジの下限を設定し て

お く こ と を推奨し ます。

A0001246

1. 液体の音速値

2. 検索レ ンジ （下限） ：

" ｴｷﾀｲﾉ MIN. ｵﾝｿｸﾁ （液体の最小音速値） （6545） " を使用し て設定

3. 検索レ ンジ （上限） ： " ｴｷﾀｲ ﾉ MAX. ｵﾝｿｸﾁ （液体の最大音速値）

（6546） " を使用し て設定

ユーザー入力
固定小数点数 400 ～ 3000 m/s

初期設定
1485 m/s

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ｴｷﾀｲﾃﾞｰﾀ （液体データ）

1

v [m/s]
2

0-1000

3

0-1000
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ﾈﾝﾄﾞ （粘度）

(6543)

この機能を使用し て、 液体の粘度を確認し ます。 液体の粘度は、 " ｴｷﾀｲ （液

体） （6540） " および " ｵﾝﾄﾞ （温度） （6541） " の設定値よ り 決定されます。

粘度の設定を変更し た場合には、 " ｴｷﾀｲ （液体） （6540） " は " ｿﾉﾀ " に リ

セ ッ ト されます。

" ｴｷﾀｲ （液体） （6540） " で " ｿﾉﾀ " を選択し た場合には、 こ の機能を使用し

て粘度を入力し ます。

ユーザー入力
固定小数点数 0.0 ～ 5000.0 mm2/s

初期設定
l mm2/s

ｴｷﾀｲﾉ MIN. ｵﾝｿｸﾁ

（液体の最小音速値）

(6545)

この機能を使用し て、 液体の最小音速値を入力し ます。

ユーザー入力
固定小数点数 0 ～ 1000 m/s

初期設定
500 m/s

! 注意 ! 

" ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液体音速） （6542） " 機能の説明を参照 く ださ い。

ｴｷﾀｲ ﾉ MAX. ｵﾝｿｸﾁ

（液体の最大音速値）

(6546)

この機能を使用し て、 液体の最大音速値を入力し ます。

ユーザー入力
固定小数点数 0 ～ 1000 m/s

初期設定
300 m/s

! 注意 ! 

" ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液体音速） （6542） " 機能の説明を参照 く ださ い。

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ﾌﾟﾛｾｽﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ｴｷﾀｲﾃﾞｰﾀ （液体データ）
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11.9.2 グループ ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ → ｾｯﾃｲ （設定）

ｾﾝｻﾄﾘﾂｹﾎｳｺｳ

（センサ取付方向）

(6600)

必要であれば、 この機能を使用し て流量の符号を逆にし ます。

選択肢
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ｷﾞｬｸﾎｳｺｳ （逆方向）

初期設定
ｾｲﾎｳｺｳ （正方向）

ﾌﾛｰ ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ

(6603)

システムダンピングは、 測定機器のすべての機能および出力に影響し ます。

この機能を使用し て、 デジ タルフ ィ ルタのフ ィ ルタ深度を設定し ます。 こ

れによ って、 妨害ピーク （液体中の固形分、 ガス気泡など） に対する、 流

量測定信号の感度を下げる こ と ができ ます。 フ ィ ルタ設定に伴って、 シス

テムの応答時間も増えます。

ユーザー入力
0 ～ 100 s

初期設定
0 s

ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｾﾞﾛﾘﾀｰﾝ

(6605)

この機能を使用する と 、 測定を中断し ます。 た と えば、 配管を洗浄する時

にこの機能が必要にな り ます。 こ の設定は、 測定機器のすべての機能およ

び出力に影響し ます。

選択肢
ｵﾌ

ｵﾝ → 信号出力は " ﾘｭｳﾘｮｳ ｾﾞﾛ （流量ゼロ） " の値に設定されます。

初期設定
ｵﾌ
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11.9.3 グループ ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ   

機能グループ ｾﾝｻ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ → ｾﾝｻ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード）

(6880)

この機能を使用し て、 測定モード または取付方法を選択し ます。

選択肢
ｵﾌ

ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ

ｿｳﾆｭｳ （挿入） （本機器ではサポー ト されません）

ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液体音速）

ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ （パイプ音速）

ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ （パイプ厚さ）

初期設定
ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ

ｾﾝｻ ﾀｲﾌﾟ

(6681)
! 注意 ! 

この機能は、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で ｵﾌ 設定が選択されていな

い場合しか使用でき ません。

この機能を使用し て、 センサタ イプを選択し ます。

選択肢
W-CL-05F-L-B 1)

W-CL-1F-L-B 1)

W-CL-2F-L-B 1)

P-CL-05F-L-B 1)

P-CL-1F-L-B 1)

P-CL-2F-L-B 1)

U-CL-2F-L-A 1)

P-CL-6F-L-D 1) 

P-CL-6F-M-D 1) 

P-CL-05F-M-B 1) 

P-CL-1F-M-B 1) 

P-CL-2F-M-B 1) 

W-IN-1F-L-B 2) 

P-CL-1S-L-B 3) 

P-CL-1S-M-B 3) 

P-CL-4W-L-B4)

初期設定
W-CL-2F-L-B 

• 1） こ のオプシ ョ ンは、" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で  " ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ " が

選択されていない限 り 、 使用でき ません。

• 2） こ のオプシ ョ ンは、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で  " ｿｳﾆｭｳ （挿

入） " が選択されていない限 り 、 使用でき ません。

• 3) こ のオプシ ョ ンは、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で " ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ

（液体音速） " が選択されていない限 り 、 使用でき ません。

• 4) こ のオプシ ョ ンは、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で " ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ

（パイプ音速） " または " ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ （パイプ厚さ） " が選択されていない

限 り 、 使用でき ません。
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ｾﾝｻ ｺｳｾｲ （センサ構成）

(6882)

この機能を使用し て、 超音波センサの構成、 例えばク ラ ンプオンバージ ョ

ンにおける ト ラバース数等を選択し ます。

! 注意 ! 

この機能は、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能で以下のオプシ ョ ン

のいずれかが選択されていない限 り 、 使用でき ません。

• ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ

• ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液体音速）

• ｿｳﾆｭｳ （挿入） （本機器ではサポー ト されません）

選択肢
ﾄﾗﾊﾞｰｽｽｳ : 1 （ ト ラバース数 ： 1） 1) 

ﾄﾗﾊﾞｰｽｽｳ : 2 （ ト ラバース数 ： 2） 2) 

ﾀﾝｲﾂ ｹｲﾛ （単一経路） 3) （本機器ではサポー ト されません）

ﾆｼﾞｭｳ ｹｲﾛ （二重経路） 3) （本機器ではサポー ト されません）

初期設定
ﾄﾗﾊﾞｰｽｽｳ : 2 （ ト ラバース数 ： 2）

• 1） こ のオプシ ョ ンは、" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で  " ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ " ま

たは " ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ （液体音速） " が選択されていない限 り 、 使用でき ませ

ん。

• 2） こ のオプシ ョ ンは、" ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で  " ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ " が

選択されていない限 り 、 使用でき ません。

• 3） こ のオプシ ョ ンは、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） " 機能で  " ｿｳﾆｭｳ （挿

入） " が選択されていない限 り 、 使用でき ません。

! 注意 ! 

" ﾄﾗﾊﾞｰｽｽｳ : 2 （ ト ラバース数 ： 2） " の設定は、 呼び口径が 15 ～ 65 A のセ

ンサに必要です。

ｹｰﾌﾞﾙﾅｶﾞｻ

（ケーブル長さ）

(6882)

この機能を使用し て、 センサケーブルの長さ を選択し ます。

選択肢
ﾅｶﾞｻ （長さ） 5 m/15 フ ィ ー ト

ﾅｶﾞｻ （長さ） 10 m/30 フ ィ ー ト

初期設定
ﾅｶﾞｻ （長さ） 5 m/15 フ ィ ー ト

ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ

（センサの位置）

(6884)

この機能を使用し て、 両センサの位置を表示し ます。

表示内容
5 桁の数の組合せ

ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ

（ワ イ ヤの長さ）

(6885)

表示部に、 適切なセンサ間距離を と ってセンサを設置するためのワ イ ヤの

長さが表示されます。

表示内容
単位が付いた最大 5 桁の数 （例 ： 200 mm）

ｾﾝｻ ｷｮﾘ （センサ距離）

(6886)

表示部に、 センサ 1 と センサ 2 の間の距離が測長値と し て表示されます。

表示内容
単位が付いた最大 5 桁の数 （例 ： 200 mm）

ｺ ﾉ ﾅｶﾞｻ （弧の長さ）

(6887)

表示部に、 パイプ上の弧の長さが表示されます。

表示内容
単位が付いた最大 5 桁の数 （例 ： 200 mm）

ｿｸｾﾝ ﾉ ﾅｶﾞｻ

（側線の長さ）

(6888)

表示部に側線の長さ が表示されます。

表示内容
単位が付いた最大 5 桁の数 （例 ： 200 mm）

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ → ｾﾝｻ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
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機能グループ ﾁｮｳｾｲ ﾃﾞｰﾀ （調整データ） 

機能説明
ｷﾎﾝ ｷﾉｳ （基本機能） → ｾﾝｻ ﾃﾞｰﾀ → ﾁｮｳｾｲ ﾃﾞｰﾀ （調整データ）

P- ﾌｧｸﾀ

(6890)

P- フ ァ ク タが表示されます。

P- フ ァ ク タは、 パイプ内の流速分布に与え る速度分布の影響を示し ます。

" ﾁｮｳｾｲﾌｧｸﾀ " は、 レ イ ノ ルズ数に依存し、 0.75 ～ 0.95 の範囲で変化し ま

す。 表示値が 0.75 ～ 0.95 の範囲で リ ニアに減少し ます。

ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄ

(6891)

この機能を使用し て、 現在使用中のゼロ ポ イ ン ト 調整を呼出し た り 、 手動

で変更し た り し ます。

ユーザー入力
符号と単位が付いた 5 桁の浮動小数点数 （例 ： +10.0 ns）

ｺｳｾｲ ﾌｧｸﾀ

（校正フ ァ ク タ）

(6893)

この機能を使用し て、 ク ラ イ アン ト 側の現場で校正フ ァ ク タ を入力し ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数

初期設定
1.0000 （= 校正な し）

ﾍﾝｻ ｾﾝｻ ｷｮﾘ

（偏差センサ距離）

(6894)

! 注意 ! 

このオプシ ョ ンは、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能で " ｿｳﾆｭｳ （挿

入） " が選択されていない限 り 、 使用でき ません。 （本機器ではサポー ト さ

れません）

この機能を使用し て、 偏差センサ距離の値を入力し ます。

ユーザー入力
単位と符号が付いた 5 桁の浮動小数点数 （例 ： +2.0000 mm）

初期設定
0 mm

ﾍﾝｻ ｺ ﾉ ﾅｶﾞｻ

（偏差弧の長さ）

(6895)

この機能を使用し て、 弧の長さの偏差値を入力し ます。

! 注意 ! 

この機能は、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能で " ｿｳﾆｭｳ （挿入） " 

が選択され、 " ｾﾝｻ ｺｳｾｲ （センサ構成） （6882） " 機能で " ﾆｼﾞｭｳ ｹｲﾛ （二重

経路） " オプシ ョ ンが選択されていない限 り 、 使用でき ません。 （本機器で

はサポー ト されません）

ユーザー入力
単位と符号が付いた 5 桁の浮動小数点数 （例 ： +2.0000 mm）

初期設定
0 mm

ﾍﾝｻ ｿｸｾﾝ

（偏差側線）

(6896)

! 注意 ! 

このオプシ ョ ンは、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ （測定モード） （6880） " 機能で " ｿｳﾆｭｳ （挿

入） " が選択されていない限 り 、 使用でき ません。 （本機器ではサポー ト さ

れません）

この機能を使用し て、 偏差側線値を入力し ます。

ユーザー入力
単位と符号が付いた 5 桁の浮動小数点数 （例 ： +2.0000 mm）

初期設定
0 mm
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11.10 ブロ ッ ク ｶﾝｼ （監視） 

11.10.1 グループ ｼｽﾃﾑ 

機能グループ ｾｯﾃｲ （設定） 

機能説明
ｶﾝｼ （監視）  → ｼｽﾃﾑ → ｾｯﾃｲ （設定）

ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ

（システムエラーの割 り 当

て）

(8000)

この機能を使用し て、 すべてのシステム エラーおよび関連するエラーの分

類 （ア ラーム メ ッ セージあ るいは注意 メ ッ セージ） を確認し ます。 システ

ム エラー メ ッ セージを 1 つ選択する と 、 そのエラーの分類を変更する こ と

ができ ます。

表示内容
ｷｬﾝｾﾙ

各エン ト リ の前にア イ コ ンが付いたシステムエラーの リ ス ト

! 注意 ! 

• F キーを 2 度押し て、 " ｴﾗｰ ﾉ ﾌﾞﾝﾙｲ （エラーの分類） （8001） " 機能を呼

び出し ます。

• Q キーを使用するか、 あ るいはシステムエラー リ ス ト で " ｷｬﾝｾﾙ " を選

択し て、 この機能を終了し ます。

• 発生する可能性のあ る システムエラーの リ ス ト は 50 ページに記載されて

います。

ｴﾗｰ ﾉ ﾌﾞﾝﾙｲ 

（エラーの分類）

(8001)

この機能を使用し て、 システム エラーが、 注意 メ ッ セージあ るいはア ラー

ム メ ッ セージを起動するかど う かを設定し ます。 " ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ " を選択す

る と 、 すべての出力はエラーに対し て、 それぞれ設定されているエラー応

答パターンに従って応答し ます。

選択肢
ﾁｭｳｲ ﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ） （表示のみ）

ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ （出力および表示）

! 注意 ! 

F キーを 2 度押し て、 " ｼｽﾃﾑｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （システムエラーの割 り 当て）

（8000） " 機能を呼び出し ます。

ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ

（プロセスエラーの割 り 当

て）

(8002)

この機能を使用し て、 すべてのプロセス メ ッ セージおよび関連するエラー

の分類 （ア ラーム メ ッ セージあ るいは注意 メ ッ セージ） を確認でき ます。

プロセスエラー メ ッ セージを 1 つ選択する と 、 そのエラーの分類を変更す

る こ と ができ ます。

表示内容
ｷｬﾝｾﾙ

各エン ト リ の前にア イ コ ンが付いたプロセスエラーの リ ス ト

! 注意 ! 

• F キーを 2 度押し て、 " ｴﾗｰ ﾉ ﾌﾞﾝﾙｲ （エラーの分類） （8003） " 機能を呼

び出し ます。

• Q キーを使用するか、 あ るいはシステムエラー リ ス ト で " ｷｬﾝｾﾙ " を選

択し て、 この機能を終了し ます。

• 発生する可能性のあ るプロセスエラーの リ ス ト は 52 ページに記載されて

います。

ｴﾗｰ ﾉ ﾌﾞﾝﾙｲ 

（エラーの分類）

(8003)

この機能を使用し て、 プロセスエラーが注意 メ ッ セージあ るいはア ラーム

メ ッ セージのどち ら を起動するかを設定し ます。 " ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ " を選択す

る と 、 すべての出力はエラーに対し て、 それぞれ設定されているエラー応

答パターンに従って応答し ます。

選択肢
ﾁｭｳｲ ﾒｯｾｰｼﾞ （注意 メ ッ セージ） （表示のみ）

ｱﾗｰﾑ ﾒｯｾｰｼﾞ （出力および表示）

! 注意 ! 

F キーを 2 度押し て、 " ﾌﾟﾛｾｽｴﾗｰ ﾉ ﾜﾘｱﾃ （プロセスエラーの割 り 当て）

（8002） " 機能を呼び出し ます。
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機能グループ ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ

（異常の受領）

(8004)

この機能を使用し て、 機器のア ラーム メ ッ セージが発生し た時の応答を設

定し ます。

選択肢

ｵﾌ

異常が修正される と、 機器は再び正常に動作し ます。 ア ラーム メ ッ セージ

は自動的に消えます。

ｵﾝ

異常が修正さ れる と 、 機器は再び正常に動作し ま す。 現場指示計で、 F キー

を押すこ と によ って、 アラ ームメ ッ セージを確認し なければなり ま せん。

初期設定
ｵﾌ

ｱﾗｰﾑ ﾁｴﾝｾｯﾃｲ

（ア ラーム遅延設定）

(8005)

この機能を使用し て、 ア ラーム メ ッ セージまたは注意 メ ッ セージの表示を

抑止する期間を指定し ます。

設定およ びエラ ーの種類に応じ て、 こ の遅延設定は以下に対し て影響し ま す。

• 表示

• リ レー出力

• 電流出力

• 周波数出力

ユーザー入力
0 ～ 100 s （1 秒単位）

初期設定
0 s

" 警告 ! 

この機能を起動する と 、 ア ラーム メ ッ セージおよび注意 メ ッ セージは、 上

位のコ ン ト ローラ （プロセス コ ン ト ローラ など） に転送される前に、 設定

に対応する時間だけ遅延し ます。

し たがって、 この種類の遅延がプロセスの安全性に対する要件に影響を及

ぼすこ と がないかを事前にチェ ッ クする必要があ り ます。 ア ラーム メ ッ

セージまたは注意 メ ッ セージを抑止し てはいけない場合、 こ こには 0 秒を

入力し なければな り ません。

機能説明
ｶﾝｼ （監視）  → ｼｽﾃﾑ → ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ

（現在の状態）

(8040)

この機能を使用し て、 現在のシステムの状態をチェ ッ ク し ます。

表示内容
" ｼｽﾃﾑ OK"、 または最優先のア ラーム / 注意 メ ッ セージ

ｺﾚﾏﾃﾞ ﾉ ｼﾞｮｳﾀｲ

（これまでの状態）

(8041)

この機能を使用し て、 最新の測定が開始されて以来発生し たア ラームおよ

び注意 メ ッ セージの中で、 15 通の最新 メ ッ セージを表示し ます。

表示内容
表示部に、 15 通の最新ア ラーム / 注意 メ ッ セージが表示されます。

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

(8042)

この機能を使用し て、 異常発生時すべての入力、 出力、 および積算計が設

定されたフ ェールセーフモード通 り に応答するかど う かをチェ ッ ク し ます。

この操作中、 " ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " と い う メ ッ セージが画面に表示されま

す。

選択肢
ｵﾝ

ｵﾌ

ｱﾗｰﾑ （CH1）

初期設定
ｵﾌ

機能説明
ｶﾝｼ （監視）  → ｼｽﾃﾑ → ｾｯﾃｲ （設定）
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11.10.2 グループ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） 

機能グループ ｷｷ （機器） 

機能グループ ｾﾝｻ  

ｿｸﾃｲ ﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

（測定値シ ミ ュ レーシ ョ ン）

(8043)

! 注意 ! 

この機能は、 システムグループで使用でき ます。

この機能を使用し て、 すべての入力、 出力、 および積算計がこ こ で入力さ

れた値に従がって正し く 応答するかど う かをチェ ッ ク設定し ます。 この操

作中、 " ｿｸﾃｲﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " と い う メ ッ セージが画面に表示されます。

選択肢
ｵﾌ

ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ （体積流量） （CH1） 

ｵﾝｿｸ （音速） （CH1）

初期設定
ｵﾌ

" 警告 ! 

• こ のシ ミ ュ レーシ ョ ンを実行し ている間は、 測定する こ と はでき ません。

• 電源異常 （停電等） が発生する と、 設定は保存されません。

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｿｸﾃｲﾁ

（シ ミ ュ レーシ ョ ン測定値）

(8044)

! 注意 ! 

• こ の機能は、 システムグループで使用でき ます。

• こ の機能は、 " ｿｸﾃｲ ﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ （測定値シ ミ ュ レーシ ョ ン） （8043） " 機

能が動作中でない限 り 、 表示されません。

この機能を使用し て、 自由に選択でき る値 （例 ： 12 m3/s） を指定し ます。

これによ り 、 外部入力装置および流量計そのものをテス ト でき ます。

ユーザー入力
5 桁の浮動小数点数 [ 単位 ]

初期設定
0 [ 単位 ]

" 警告 ! 

• 電源異常 （停電等） が発生する と、 設定は保存されません。

• 適切な単位は、 " ﾀﾝｲ ﾉ ｾﾝﾀｸ （単位の選択） （ACA） " 機能グループで設

定されます （→ 67 ページ）。

ｼｽﾃﾑ ﾘｾｯﾄ 

(8046)

この機能を使用し て、 機器の リ セ ッ ト を行います。

選択肢
ｲｲｴ

ｼｽﾃﾑ ﾉ ﾘﾌﾞｰﾄ （システムの リ ブー ト ） （電源を中断せずに再起動する）

初期設定
ｲｲｴ

機能説明
ｶﾝｼ （監視） → ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） → ｷｷ （機器）

ｷｷ ｿﾌﾄｳｪｱ

（機器ソ フ ト ウ ェ ア）

(8100)

現在の機器ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンを表示し ます。

機能説明
ｶﾝｼ （監視） → ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） → ｾﾝｻ

ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ

(8200)

この機能を使用し て、 センサの現在のシ リ アルナンバーを確認でき ます。

機能説明
ｶﾝｼ （監視）  → ｼｽﾃﾑ → ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ
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機能グループ ｱﾝﾌﾟ 

機能グループ I/O ﾓｼﾞｭｰﾙ 

機能グループ I/O ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 1 

機能グループ I/O ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 2

機能説明
ｶﾝｼ （監視） → ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） → ｱﾝﾌﾟ

ｱﾝﾌﾟ SW ｶｲﾃｲﾊﾞﾝｺﾞｳ

（アンプ SW 改定番号）

(8222)

この機能を使用し て、 アンプのソ フ ト ウ ェ ア改訂番号を確認でき ます。

ｹﾞﾝｺﾞ ｸﾞﾙｰﾌﾟ

（言語グループ）

(8226)

この機能を使用し て、 言語グループを確認でき ます。

! 注意 ! 

• 言語グループは、 操作プロ グ ラ ム "FieldCare" で変更する こ と ができ ます。

• 以下の言語がご利用になれます。

- WEST EU / USA （西欧 7 カ国語）

- EAST EU / SCAND （東欧 7 カ国語）

- ASIA （日本語）

- CHINA （中国語）

機能説明
ｶﾝｼ （監視） → ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） → I/O ﾓｼﾞｭｰﾙ

I/O ﾀｲﾌﾟ

(8300)

この機能を使用し て、 I/O モジ ュールの設定を確認でき ます。

I/O SW ｶｲﾃｲ ﾊﾞﾝｺﾞｳ

（I/O SW 改訂番号）

(8303)

この機能を使用し て、 I/O モジ ュールのソ フ ト ウ ェ ア改訂番号を確認でき ま

す。

機能説明
ｶﾝｼ （監視） → ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） → I/O ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 1

ｻﾌﾞ I/O

(8320)

この機能を使用し て、 I/O サブモジ ュール 1 の設定を確認でき ます （電流入

力）。

ｻﾌﾞ I/O SW ｶｲﾃｲ ﾊﾞﾝｺﾞｳ

（サブ I/O SW 改訂番号）

(8323)

この機能を使用し て、 I/O サブモジ ュール 1 の ソ フ ト ウ ェア改訂番号を確認

でき ます。

機能説明
ｶﾝｼ （監視） → ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ｼﾞｮｳﾎｳ （バージ ョ ン情報） → I/O ｻﾌﾞﾓｼﾞｭｰﾙ 2

ｻﾌﾞ I/O

(8340)

この機能を使用し て、 I/O サブモジ ュール 2 の設定を確認でき ます （データ

ロガー）。

ｻﾌﾞ I/O SW ｶｲﾃｲ ﾊﾞﾝｺﾞｳ

（サブ I/O SW 改訂番号）

(8343)

この機能を使用し て、 I/O サブモジ ュール 2 の ソ フ ト ウ ェア改訂番号を確認

でき ます。
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12 工場出荷時の設定

12.1 SI 単位 （米国と カナダは除 く ）

12.1.1 長さおよび温度の単位

12.1.2 言語

12.2 US 単位 （米国と カナダのみ）

12.2.1 長さおよび温度の単位

12.2.2 言語 

単位

温度 ℃

長さ mm

国 ėļĻĘļ（言語） 国 ėļĻĘļ（言語）

オース ト ラ リ ア 英語 ノ ルウ ェー ノ ルウ ェー語

ベルギー 英語 オース ト リ ア ド イ ツ語

デンマーク 英語 ポーラ ン ド ポーラ ン ド語

ド イ ツ ド イ ツ語 ポル ト ガル ポル ト ガル語

英国 英語 ス ウ ェーデン ス ウ ェーデン語

フ ィ ン ラ ン ド フ ィ ン ラ ン ド語 ス イ ス ド イ ツ語

フ ラ ン ス フ ラ ン ス語 シンガポール 英語

オラ ンダ オラ ンダ語 スペイ ン スペイ ン語

香港 英語 南アフ リ カ 英語

イ ン ド 英語 タ イ 英語

イ タ リ ア イ タ リ ア語 チェ コ共和国 チェ コ語

ルク センブルク フ ラ ン ス語 ハンガ リ ー 英語

マレーシア 英語 その他の国 英語

単位

温度 °F

長さ Inch

ėļĻĘļ（言語）

米国 英語

カナダ 英語
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索引

数字
0-4 mA の値 (5202) ................................................ 86
1 行目の表示

100% の値 (2201) .................................................. 73
設定 ................................................................. 73
フ ォーマ ッ ト  (2202) ............................................. 73
割 り 当て (2200) ................................................... 73

1 行目の表示 （交互表示）
100% の値 (2221) .................................................. 74
フ ォーマ ッ ト  (2222) ............................................. 74
割 り 当て (2220) ................................................... 74

2 行目の表示
100% の値 (2401) .................................................. 75
設定 ................................................................. 75
表示モード (2403) ................................................ 76
フ ォーマ ッ ト  (2402) ............................................. 76
割 り 当て (2400) ................................................... 75

2 行目の表示 （交互表示）
100% の値 (2421) .................................................. 77
表示モード (2423) ................................................ 78
フ ォーマ ッ ト  (2422) ............................................. 78
割 り 当て (2420) ................................................... 77

20 mA の値 (5203) .................................................. 86
3 行目の表示

100% の値 (2601) .................................................. 79
表示モード (2603) ................................................ 80
フ ォーマ ッ ト  (2602) ............................................. 80
割 り 当て (2600) ................................................... 79

3 行目の表示 （交互表示）
100% の値 (2621) .................................................. 81
表示モード (2623) ................................................ 82
フ ォーマ ッ ト  (2622) ............................................. 82
割 り 当て (2620) ................................................... 81

C
CE マーク （適合宣言）............................................  9
C-Tick マーク ........................................................  9

D
DDU18 音速測定センサ.......................................... 26
DDU19 管厚センサ ................................................ 27

F
FieldCare.........................................................  37, 49
FXA193 サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス ........................ 49

H
HOME ポジシ ョ ン （表示動作モード） ..................... 31

I
I/O サブモジュール 1 (8320).................................  103
I/O サブモジュール 2 (8340).................................  103
I/O タ イプ (8300) ................................................  103
I/O モジ ュール （機能グループ）...........................  103

L
LCD コ ン ト ラ ス ト  (2003) ....................................... 71

P
P- フ ァ ク タ (6890) ................................................. 99

ア
ア ク セサ リ ...........................................................  48
ア ク セス カ ウ ン タ (2023)........................................  72
ア ク セス コー ド (2020) ...........................................  71
ア ク セス ステータ ス (2022) ....................................  72
圧力損失 ..............................................................  60
アプ リ ケーシ ョ ン .............................................  5, 55
アプ リ ケータ （選択 / 設定ソ フ ト ウ ェ ア）...............  49
ア ラーム遅延設定 (8005)......................................  101
安全性に関する記号 ................................................ 6
安全注意事項.......................................................... 5
アンプ （機能グループ） .......................................  103

イ
異常の受領 (8004)................................................  101

ウ
運転条件

設置条件 ...........................................................  58

エ
液体 (6540) ...........................................................  93
液体データ （プロセスパラ メ ータ グループ）............  93
エラーの種類 （システムエ ラーおよび
プロセスエラー）...................................................  36
エラーの分類 (8001) ............................................  100
エラーの分類 (8003) ............................................  100
エラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージの確認 ......................................  36
プロセスエラー （アプ リ ケーシ ョ ンエラー） .............  52

オ
オーダーコー ド

ア ク セサ リ ........................................................  48
変換器 ............................................................  7, 8

オーバーフ ロー (3041) ...........................................  84
音速

液体 (6542) ........................................................  94
最小 (6545) ........................................................  95
最大 (6546) ........................................................  95
パイプ (6524) .....................................................  91
表示 (0002) ........................................................  66

音速測定センサ DDU18..........................................  26
温度 (6541) ...........................................................  94
温度範囲

周囲温度範囲 .....................................................  59
保管温度 ...........................................................  59
流体温度 ...........................................................  60

カ
外部洗浄 ..............................................................  47
型式銘板

変換器 ................................................................ 7
カ ッ プ リ ング剤.....................................................  47
管厚センサ DDU19 ................................................  27
監視 （ブロ ッ ク） .................................................  100

キ
機器 ....................................................................... 7
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機器 （機能グループ）...........................................  102
機器ソ フ ト ウ ェ ア (8100) ......................................  102
機器の名称.............................................................  7
危険な物質.............................................................  6
技術仕様............................................................... 55
基準値 (6523)......................................................... 91
基準、 ガイ ド ラ イ ン .............................................. 62
機能 ..................................................................... 55
機能確認............................................................... 38
機能グループ

I/O サブモジュール 1.........................................  103
I/O サブモジュール 2.........................................  103
I/O モジュール .................................................  103
アンプ ............................................................  103
液体データ......................................................... 93
オペレーシ ョ ン.................................  72, 84, 87, 101
機器 ...............................................................  102
基本設定............................................................ 70
交互表示............................................................ 74
交互表示 （2 行目の表示） ...................................... 77
交互表示 （3 行目の表示） ...................................... 81
情報 ................................................................. 85
設定 ......................................  67, 73, 83, 85, 86, 88
設定 （3 行目の表示）............................................ 79
設定 （監視） .....................................................  100
設定 （システムパラ メ ータ） .................................. 96
センサ ............................................................  102
センサパラ メ ータ ................................................ 97
測定変数 CH1 ..................................................... 66
調整 ................................................................. 90
調整データ......................................................... 99
追加設定............................................................ 68
任意の単位......................................................... 69
パイプデータ...................................................... 90
ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク ............................................. 71

機能マ ト リ ク ス
簡易操作説明...................................................... 34

機能マ ト リ ッ ク ス
概要 ................................................................. 65
説明 ................................................................. 63

基本機能 （ブロ ッ ク）............................................. 88
基本設定 （機能グループ） ...................................... 70

ク
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

基本設定............................................................ 41
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ開始？ (1002) ........................ 69
センサの設置...................................................... 39
センサのセ ッ ト ア ッ プ (1001) ................................. 69
脈流 ................................................................. 42
脈流セ ッ ト ア ッ プ (1003) ....................................... 69

グループ
1 行目の表示 ...................................................... 73
2 行目の表示 ...................................................... 75
3 行目の表示 ...................................................... 79
オペレーシ ョ ン................................................... 70
システム..........................................................  100
システムパラ メ ータ ............................................. 96
積算計 .............................................................. 83
積算計の設定...................................................... 84
センサデータ...................................................... 97
測定する値......................................................... 66
単位の選択......................................................... 67

データ ロガー .....................................................  85
電流出力 ...........................................................  86
特殊な単位 ........................................................  69
バージ ョ ン情報 ................................................  102
プロセスパラ メ ータ ............................................  88

ケ
計測可能流量範囲 .................................................  55
計測原理...............................................................  55
計測誤差...............................................................  57
計測パラ メ ータ .....................................................  55
計測レ ンジ ...........................................................  55
ケーブル長さ (6882) ..............................................  98
言語 (2000)............................................................  70
言語グループ ........................................................  61
言語グループ (8226) ............................................  103
現在の状態 (8040)................................................  101

コ
合計 (3040)............................................................  84
校正フ ァ ク タ (6893) ..............................................  99
構造 .....................................................................  60
弧の長さ (6887) .....................................................  98
ご発注に際し て.....................................................  62
これまでの状態 (8041) .........................................  101
コ ン ト ロール （グループ）......................................  70

サ
サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 ........................  49
材質 .....................................................................  61

シ
シグナル強さ (0007) ..............................................  66
システム 日付 / 時刻 (4902) ...................................  85
システム （グループ）...........................................  100
システムエラー

定義 .................................................................  36
システムエラーの割 り 当て (8000).........................  100
システム構成 ........................................................  55
システムパラ メ ータ （グループ） ............................  96
システム リ セ ッ ト  (8046) ......................................  102
シ ミ ュ レーシ ョ ン

測定値 (8043)....................................................  102
電流入力 (5241)...................................................  87
フ ェールセーフ (8042)........................................  101

シ ミ ュ レーシ ョ ン測定値 (8044) ............................  102
シ ミ ュ レーシ ョ ン電流入力値 (5242)........................  87
周囲温度...............................................................  59
充電式ニ ッ ケル水素電池

技術仕様 ...........................................................  56
充電 .................................................................  29

修理 ....................................................................... 6
重量 .....................................................................  60
出力 （ブロ ッ ク） ...................................................  85
出力信号...............................................................  56
出力電流範囲 (5201) ..............................................  86
情報 （機能グループ）.............................................  85
シ リ アルナンバー (8200) ......................................  102
シ リ アル番号 ......................................................  7, 8
振動、 耐衝撃性 と耐振動性 ....................................  59



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 索引

エン ド レスハウザー ジャパン 107

セ
性能特性............................................................... 57
積算計 （グループ） ................................................ 83
積算計 （ブロ ッ ク） ................................................ 83
積算計の設定 （グループ） ...................................... 84
積算計の単位 (3001)............................................... 83
積算計の リ セ ッ ト  (3003) ........................................ 83
積算計モード  (3002)............................................... 83
接続ケーブル ........................................................ 57
接続ケーブル長..................................................... 58
設置状況の確認 （チェ ッ ク リ ス ト ） ......................... 28
設置条件

上流側 / 下流側直管長.......................................... 11
寸法 ................................................................. 10
取付位置 ........................................................... 10

設定
" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ............................... 42
1 行目の表示 ...................................................... 73
2 行目の表示 ...................................................... 75
3 行目の表示 ...................................................... 79
監視 ...............................................................  100
システムパラ メ ータ ............................................. 96
積算計 .............................................................. 83
単位の選択 ........................................................ 67
データ ロガー...................................................... 85
電流入力 ........................................................... 86
プロセスパラ メ ータ ............................................. 88

ゼロ ポイ ン ト  (6891)............................................... 99
ゼロ ポイ ン ト 調整.................................................. 45
ゼロ ポイ ン ト 調整 (6480) ........................................ 90
センサ .................................................................. 55
センサ （機能グループ） .......................................  102
センサ距離 (6886) .................................................. 98
センサ構成 (6882) .................................................. 98
センサタ イプ (6681)............................................... 97
センサ取付方向 (6600) ........................................... 96
センサの位置 (6884)............................................... 98
センサパラ メ ータ

機能グループ...................................................... 97
洗浄 ..................................................................... 47
全積算計の リ セ ッ ト  (3800)..................................... 84

ソ
操作

Fieldcare ............................................................ 37
機能マ ト リ ク ス................................................... 34
表示部および操作部............................................. 31

操作上の安全性......................................................  5
操作部 .................................................................. 61
側線の長さ (6888) .................................................. 98
測定する値 （グループ） ......................................... 66
測定パラ メ ータ （ブロ ッ ク）................................... 66
測定モード (6880) .................................................. 97
ソ フ ト ウ ェ ア

アンプデ ィ スプレ イ ............................................. 38
ソ フ ト ウ ェ ア改訂番号

I/O サブモジュール 1.........................................  103
I/O サブモジュール 2.........................................  103
I/O モジュール (8303) ........................................  103
アンプ (8222)....................................................  103

タ
耐衝撃性 ..............................................................  59
耐振動性 ..............................................................  59
体積流量 CH1 (0001)..............................................  66
体積流量 機器 2 (0011)...........................................  66
タ グ番号 (4900) .....................................................  85
単位

温度 (0422) ........................................................  68
速度 (0425) ........................................................  68
体積 (0403) ........................................................  67
体積流量 (0042)...................................................  67
長さ (0424) ........................................................  68
粘度 (0423) ........................................................  68

単位の選択 （グループ） .........................................  67

チ
調整 （機能グループ） ............................................  90
調整データ （機能グループ）...................................  99

ツ
追加設定 （機能グループ）......................................  68
通信ケーブル........................................................  49

テ
デ ィ スプレ イ テス ト  (2040) ....................................  72
データ ロガー........................................................  56
データ ロガー （グループ）......................................  85
適合宣言 （CE マーク） ............................................ 9
電位平衡 ......................................................... 30, 57
電気的絶縁性........................................................  56
電気配線 ..............................................................  56

電位平衡 ...........................................................  30
電源電圧 ..............................................................  56
電磁適合性 （EMC） ...............................................  59
電流出力 （グループ） ............................................  86
電流入力値 (5240)..................................................  87

ト
動作条件

環境 .................................................................  59
登録商標 ................................................................ 9
特殊な単位 （グループ） .........................................  69
ト ラブルシ ューテ ィ ングおよび対策 .......................  50

ニ
入力 .....................................................................  55
入力 （ブロ ッ ク） ...................................................  86
入力 / 出力のフ ェールセーフモード .......................  54
入力信号 ..............................................................  55
任意体積単位のテキス ト  (0602) ..............................  69
任意体積の単位 (0603) ...........................................  69
任意の単位

機能グループ .....................................................  69
任意の単位 （機能グループ）...................................  69
認証 .................................................................  9, 62
認定 .................................................................  9, 62

ネ
粘度 (6543) ...........................................................  95

ノ
納品内容確認........................................................  10



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93T ポータ ブル 索引

108 エン ド レスハウザー ジ ャパン

ハ
バージ ョ ン情報 （グループ）.................................  102
廃棄 ..................................................................... 54
パイプ厚さ (6527) .................................................. 92
パイプ円周 (6525) .................................................. 92
パイプ外径 (6526) .................................................. 92
パイプデータ （機能グループ）................................ 90
パイプの規格 (6520)............................................... 90
パイプの材質 (6522)............................................... 91
バッ ク ラ イ ト  (2004)............................................... 71
バッ ク ラ イ ト  オフ (2005) ....................................... 71

ヒ
日付 / 時刻フ ォーマ ッ ト  (0429) .............................. 68
表示 ..................................................................... 61
表示の遅延 (2002) .................................................. 70
表示部 .................................................................. 61
表示部および操作部 .............................................. 31

フ
フ ィ ール ド チェ ッ ク （テス タ / シ ミ ュ レータ）......... 49
フ ェールセーフモード (5204).................................. 86
フ ェールセーフモード設定 (3801) ........................... 84
プラ イベー ト コード  (2021) ..................................... 72
プレ ッ シ ャパルスサプレ ス (6404) ........................... 89
フ ローダンピング (6603) ........................................ 96
プロ グ ラ ミ ングモード

無効化 .............................................................. 35
有効化 .............................................................. 35

プロセスエラー
定義 ................................................................. 36

プロセスエラーの割 り 当て (8002) .........................  100
プロセスエラー メ ッ セージ..................................... 52
プロセスパラ メ ータ （グループ） ............................ 88
ブロ ッ ク

監視 ...............................................................  100
基本機能............................................................ 88
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ.......................................... 69
出力 ................................................................. 85
積算計 .............................................................. 83
入力 ................................................................. 86
プロセス変数...................................................... 66
ユーザーイ ン ターフ ェ イ ス .................................... 70

ヘ
変換器 .................................................................. 55

電気配線......................................................  29, 38
返却 ......................................................................  6
偏差弧の長さ (6895)............................................... 99
偏差センサ距離 (6894) ........................................... 99
偏差側線 (6896) ..................................................... 99

ホ
保管 ..................................................................... 10
保管温度............................................................... 59
保護等級............................................................... 59
ポジテ ィ ブゼロ リ ターン (6605) .............................. 96
ポンプタ イプ、 脈流 .............................................. 42

ミ
脈流 ..................................................................... 42

メ
銘板

センサ ................................................................ 8
メ ッ セージの無いプロセスエラー...........................  53

ユ
ユーザーイ ン ターフ ェ イ ス ....................................  61

ヨ
用途 ....................................................................... 5
呼び口径 (6521) .....................................................  90

ラ
ラ イ ニングの厚み (6528) ........................................  93
ラ イ ニングの音速値 (6529).....................................  93
ラ イ ニングの材質 (6528) ........................................  93

リ
リ モー ト 操作 ........................................................  61
流速 CH1 (0003) ....................................................  66
流体圧力範囲 （呼び圧力）......................................  60
流体温度範囲 ........................................................  60

ロ
ローフ ローカ ッ ト オフ ...........................................  56
ローフ ローカ ッ ト オフ オフの値 (6403) ...................  88
ローフ ローカ ッ ト オフ オンの値 (6401) ...................  88
ローフ ローカ ッ ト オフの割 り 当て (6400) .................  88
ロ ギング (4901) .....................................................  85
ロ ギング サイ クル (4903) .......................................  85
ロ ギング時間 (4981) ..............................................  85
ロ グフ ァ イルの消去 (4904).....................................  85
ロ ッ ク解除 / ロ ッ ク （機能グループ） .....................  71

ワ
ワ イ ヤの長さ (6885) ..............................................  98
割 り 当て (3000) .....................................................  83
割 り 当て (5200) .....................................................  86





■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 山口県周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA136D/33/JA/06.09
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
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